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一
　
は
じ
め
に

１　

現
代
に
至
る
ま
で
「
請
求
者
に
と
っ
て
開
か
ず
の
門（
１
）」

と
い
わ
れ
て
き
た
刑
事
再
審
は
、
近
年
、
閉
塞
状
態
か
ら
打
開
さ
れ
た
か



岡山商大法学論叢　第29号（2021）

二

の
よ
う
な
様
相
が
帯
び
て
き
て
い
る（
２
）。

最
高
裁
判
所
が
白
鳥
事
件
で
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
従
う
」
原
則
の
適
用
を
再
審
請

求
審
で
認
め
て
い
る
と
は
い
え（
３
）、

再
審
開
始
決
定
を
得
る
こ
と
は
「
駱
駝
が
針
の
穴
を
通
る
」
ほ
ど
至
難
を
極
め
る
も
の
で
あ
る
と
か

つ
て
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
名
張
事
件
（
第
七
次
再
審
請
求
審（
４
））・
布
川
事
件
（
第
二
次
再
審
請
求

審（
５
））・

足
利
事
件（
６
）・

福
井
女
子
中
学
生
殺
人
事
件（
７
）・

東
住
吉
事
件（
８
）・

東
電
Ｏ
Ｌ
事
件（
９
）・

袴
田
事
件
（
第
二
次
再
審
請
求
審（

（1
（

）・
大
阪
強
姦

強
制
わ
い
せ
つ
事
件（

（1
（

、
ロ
シ
ア
人
拳
銃
所
持
事
件（

（1
（

・
大
崎
事
件
（
第
三
次
再
審
請
求
審（

（1
（

）・
松
橋
事
件（

（1
（

・
湖
東
記
念
病
院
事
件（

（1
（

・
日
野
町

事
件（

（1
（

な
ど
で
次
々
と
再
審
開
始
決
定
が
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑴　

だ
が
、
再
審
開
始
決
定
に
よ
っ
て
雪
冤
を
果
た
す
機
会
が
開
か
れ
た
と
し
て
も
、
開
始
決
定
に
対
し
て
は
検
察
官
に
よ
る
不
服
申

立
と
い
う
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。
事
実
、
再
審
開
始
決
定
に
対
し
て
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
件
で
検
察
官
が
即
時
抗
告
な
ど
を
用
い
て

不
服
を
申
し
立
て
、
例
え
ば
名
張
事
件（

（1
（

・
福
井
女
子
中
学
生
殺
人
事
件（

（1
（

・
袴
田
事
件（

（1
（

・
大
崎
事
件（

（2
（

な
ど
で
は
、
検
察
官
の
不
服
が
認
め

ら
れ
て
再
審
請
求
が
棄
却
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

検
察
官
が
再
審
開
始
決
定
等
に
対
し
て
抵
抗
を
示
す
あ
り
よ
う
は
、
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
死
刑
再
審
無
罪

四
事
件
（
免
田
事
件
・
財
田
川
事
件
・
松
山
事
件
・
島
田
事
件
）
な
ど
で
は
、
明
ら
か
に
再
審
開
始
が
揺
る
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
に
も

拘
ら
ず
検
察
官
が
即
時
抗
告
を
申
し
立
て（

（2
（

、「
即
時
抗
告
の
措
置
を
と
っ
た
検
察
当
局
の
態
度
に
は
メ
ン
ツ
に
囚
わ
れ
た
権
威
主
義
的
な

も
の
が
感
じ
ら
れ
、
検
察
に
人
な
し
の
感
を
深
く
与
え
る（

（2
（

」
と
ま
で
非
難
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
で
は
、
裁
判
所

が
検
察
官
の
不
服
申
立
を
認
め
て
請
求
人
の
無
実
の
訴
え
を
封
じ
込
め
る
ケ
ー
ス
ま
で
現
れ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
刑
事
司
法

で
は
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
が
真
犯
人
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
有
力
な
証
拠
を
検
察
官
が
手
許
に
隠
匿
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
も
た
び
た
び
問
題
視
さ
れ
、
再
審
段
階
で
も
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
が
再
審
請
求
を
す
る
に
当
た
っ
て
検
察
官
の
手
持
ち
証

拠
が
開
示
さ
れ
る
事
件
が
あ
る
一
方
、
そ
の
他
の
事
件
で
は
証
拠
開
示
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
る
と
い
う
「
再
審
格
差
」
の
解
消
も
喫
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三

緊
の
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
に
よ
る
無
実
の
訴

え
や
検
察
官
の
即
時
抗
告
な
ど
に
対
峙
し
た
際
の
裁
判
所
の
対
応
の
在
り
方
や
再
審
に
か
か
わ
る
法
制
度
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
検
察
官
は
社
会
秩
序
の
維
持
・
実
現
の
た
め
に
与
え
ら
れ
て
い
る
強
大
な
権
限
を
行
使
す
る
に

当
た
っ
て
、
い
か
に
し
て
自
己
抑
制
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
も
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

⑵　

他
方
、
再
審
段
階
に
お
け
る
検
察
官
の
権
限
行
使
の
在
り
方
に
関
し
て
は
、
菊
池
事
件
を
通
じ
て
、
検
察
官
が
再
審
請
求
権
を
行

使
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
手
続
の
公
正
が
担
保
さ
れ
な
い
状
態
で
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
が
救
済
さ
れ
な
い
で
い
る
ケ
ー
ス
も

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
で
あ
る
被
告
人
が
国
家
の
隔
離
政
策
の
下
、
療
養
所
内
に
設
置
さ
れ
た

―
一
般

人
に
よ
る
傍
聴
が
き
わ
め
て
困
難
な

―
特
別
法
廷
で
の
公
正
な
手
続
を
経
て
死
刑
判
決
の
言
渡
・
執
行
を
受
け
て
い
る
事
件
で
あ

る（
（2
（

。
特
別
法
廷
で
の
審
理
に
対
し
て
、
熊
本
地
方
裁
判
所
は
近
時
、
特
別
法
廷
で
の
当
該
審
理
が
人
格
権
保
障
条
項
（
憲
法
一
三
条
）

や
平
等
条
項
（
憲
法
一
四
条
一
項
）
に
違
反
す
る
と
と
も
に
、
公
開
原
則
（
憲
法
三
七
条
一
項
、
八
二
条
一
項
）
に
違
反
す
る
疑
い
も

あ
る
と
し
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
そ
こ
で
は
、
憲
法
に
違
反
す
る
よ
う
な
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
の
み
で
再

審
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
検
察
官
に
つ
い
て
も
、
再
審
請
求
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
が
国
家
賠
償
上
違
法
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
と
判
じ
て
お
り（

（2
（

、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
検
察
官
の
再
審
請
求
義
務
を
認
め
、
直
ち
に
再
審
の
開
始
を
促
す
判
断
を
す

る
べ
き
だ
っ
た（

（2
（

」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２　

も
と
も
と
、
わ
が
国
の
検
察
官
は
「
公
益
の
代
表
者
」（
検
察
庁
法
四
条
参
照
）
と
し
て
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
有
罪
判
決
を
獲
得

す
る
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
・
利
益
に
も
配
慮
し
て
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
実

際
に
、
検
察
官
は
再
審
の
段
階
で
あ
っ
て
も
、
法
的
安
定
性
の
保
持
を
名
目
と
し
て
確
定
有
罪
判
決
に
固
執
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
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四

再
審
段
階
に
お
け
る
検
察
官
の
本
来
的
な
地
位
・
責
務
の
在
り
方
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
定
有
罪
判
決
の
維
持
の
み
を
ね
ら
い

と
す
る
党
派
的
な
権
限
行
使
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
［
以
下
、〝
合
衆
国
〟
と
略
す
］
の
非
常
救
済
制
度
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
再
審
段
階
に
お
け

る
検
察
官
の
地
位
と
責
務
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。
合
衆
国
の
検
察
官
は
、
建
前
の
う
え
で
は
「
有
責
の
者
を
有
罪
に
し
、
無
辜
の
者

を
苦
し
め
な
い
」
と
い
う
〝
準
司
法
官
〟
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
訴
追
側
の
〝
代
弁
者
〟
と
し
て
有
罪

判
決
の
獲
得
に
向
け
た
党
派
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
、
無
実
の
者
が
有
罪
を
言
渡
さ
れ
て

厳
正
な
刑
に
処
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
検
察
官
の
権
限
行
使
の
在
り
方
と

い
う
側
面
で
も
、
有
罪
判
決
後
の
段
階
に
お
け
る
検
察
官
の
役
割
・
責
務
を
職
務
倫
理
の
う
え
で
も
明
確
に
規
律
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
合
衆
国
の
非
常
救
済
制
度
に
お
け
る
昨
今
の
動
向
を
概
観
し
な
が
ら
、
有
罪
判
決
後
に
お
け

る
検
察
官
の
本
来
的
な
地
位
・
責
務
の
在
り
方
を
見
出
し
て
い
く
。

　

た
だ
し
、
わ
が
国
の
再
審
制
度

―
と
り
わ
け
再
審
請
求
審

―
が
現
代
で
も
な
お
大
陸
法
の
影
響
を
受
け
て
形
成
・
運
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
合
衆
国
の
制
度
と
い
っ
て
も
法
域
に
よ
っ
て
内
容
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
全
米
の
あ
ら
ゆ
る
法
域
の
制
度
を
網
羅
的
に

カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
合
衆
国
の
非
常
救
済
制
度
を
概
括
的
に
紹
介
・
検
討
し
た
文
献
は
想
像
さ
れ

る
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い（

（2
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
次
章
で
は
ま
ず
、
検
討
の
準
備
段
階
と
し
て
、
合
衆
国
（
と
く
に
連
邦

法
域
）
の
刑
事
司
法
に
お
け
る
非
常
救
済
手
段
の
概
要
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）
さ
し
あ
た
り
、
竹
澤
哲
夫
「
日
弁
連
と
刑
事
再
審
の
あ
ゆ
み

―
そ
の
歴
史
と
問
題
の
所
在

―
」
自
由
と
正
義
二
八
巻
四
号
四
四
頁（
一
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五

九
七
七
年
）
参
照
。

（
２
）
刑
事
再
審
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
き
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
中
島
宏
「
再
審
の
現
在

―
大
崎
事
件
第
三
次
再
審
請
求
で
問
わ
れ
る
も

の

―
」
鹿
児
島
大
学
法
学
論
集
五
〇
巻
一
号
四
九
頁
以
下
（
二
〇
一
五
年
）、
鴨
志
田
祐
美
「
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
抗
告
の
不

正
義

―
特
別
抗
告
三
事
件
に
み
る
検
察
官
の
『
再
審
妨
害
』
―
」
季
刊
刑
事
弁
護
九
九
号
五
三
頁
以
下
（
二
〇
一
九
年
）
ほ
か
参
照
。

（
３
）
最
高
裁
昭
和
五
〇
年
五
月
二
〇
日
決
定
・
刑
集
二
九
巻
五
号
一
七
七
頁
。

（
４
）
名
古
屋
高
裁
平
成
一
七
年
四
月
五
日
決
定
［LEX

/D
B28115324

］。

（
５
）
水
戸
地
裁
土
浦
支
部
平
成
一
七
年
九
月
二
一
日
決
定
［LEX

/D
B28135321

］（
再
審
無
罪
：
水
戸
地
裁
土
浦
支
部
平
成
二
三
年
五
月
二
四

日
判
決
［LEX

/D
B25471410

］）。

（
６
）
東
京
高
裁
平
成
二
一
年
六
月
二
三
日
決
定
・
判
例
時
報
二
〇
五
七
号
一
六
八
頁
（
再
審
無
罪
：
宇
都
宮
地
裁
平
成
二
二
年
三
月
二
六
日
判

決
・
判
例
時
報
二
〇
八
四
号
一
五
七
頁
）。

（
７
）
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
平
成
二
三
年
一
一
月
二
〇
日
決
定
［LEX

/D
B25473601

］。

（
８
）
大
阪
地
裁
平
成
二
四
年
三
月
七
日
決
定
・
判
例
時
報
二
三
二
四
号
四
三
頁
（
再
審
無
罪
：
大
阪
地
裁
平
成
二
八
年
八
月
一
〇
日
判
決
・
判
例

時
報
二
三
二
四
号
二
八
頁
）。

（
９
）
東
京
高
裁
平
成
二
四
年
六
月
七
日
決
定
・
高
等
裁
判
所
刑
事
判
例
集
六
五
巻
二
号
四
頁
（
再
審
無
罪
：
東
京
高
裁
平
成
二
四
年
一
一
月
七
日

判
決
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
〇
〇
号
三
七
二
頁
）。

（
10
）
静
岡
地
裁
平
成
二
六
年
三
月
二
七
日
決
定
・
判
例
時
報
二
二
三
五
号
一
一
三
頁
。

（
11
）
大
阪
地
裁
平
成
二
七
年
二
月
二
七
日
決
定
［LEX

/D
B25505846

］（
再
審
無
罪
：
大
阪
地
裁
平
成
二
七
年
一
〇
月
一
六
日
判
決
・
判
例
時

報
二
三
一
六
号
一
一
九
頁
）。
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六

（
12
）
札
幌
地
裁
平
成
二
八
年
三
月
三
日
決
定
・
判
例
時
報
二
三
一
九
号
一
三
六
頁（
再
審
無
罪
：
札
幌
地
裁
平
成
二
九
年
三
月
七
日
判
決［LEX

/

D
B25448585

］）。

（
13
）
鹿
児
島
地
裁
平
成
二
九
年
六
月
二
八
日
決
定
・
判
例
時
報
二
三
四
三
号
二
三
頁
。

（
14
）
熊
本
地
裁
平
成
二
八
年
六
月
三
〇
日
決
定
・
判
例
時
報
二
三
六
八
号
九
七
頁
（
再
審
無
罪
：
平
成
三
一
年
三
月
二
八
日
判
決
［LEX

/

D
B25562527

］）

（
15
）
大
阪
高
裁
平
成
二
九
年
一
二
月
二
〇
日
決
定
・
判
例
時
報
二
三
八
五
号
一
〇
一
頁
（
再
審
無
罪
：
大
津
地
裁
令
和
二
年
三
月
三
一
日
判
決

［LEX
/D

B25565177
］）。

（
16
）
大
津
地
裁
平
成
三
〇
年
七
月
一
一
日
決
定
・
判
例
時
報
二
三
八
九
号
三
八
頁
。

（
17
）
名
古
屋
高
裁
平
成
一
八
年
一
二
月
二
六
日
決
定
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
三
五
号
九
四
頁
。

（
18
）
名
古
屋
高
裁
平
成
二
五
年
三
月
六
日
決
定
［LEX

/D
B25505927

］。

（
19
）
東
京
高
裁
平
成
三
〇
年
六
月
一
一
日
決
定
［LEX

/D
B25560605

］。
も
っ
と
も
そ
の
後
、
最
高
裁
判
所
は
再
審
請
求
を
棄
却
し
た
東
京
高

裁
決
定
を
破
棄
し
て
審
理
を
同
高
裁
に
差
し
戻
し
て
い
る
。
最
高
裁
令
和
二
年
一
二
月
二
二
日
決
定
・
裁
判
所
時
報
一
七
五
九
号
一
頁
。

（
20
）
最
高
裁
令
和
元
年
六
月
二
五
日
決
定
・
裁
判
所
時
報
一
七
二
七
号
二
頁
。

（
21
）
例
え
ば
、
和
島
岩
吉
「
再
審
担
当
弁
護
人
か
ら
見
た
検
察
官
、
裁
判
官
」
自
由
と
正
義
二
八
巻
四
号
六
七
頁
（
一
九
七
七
年
）、
島
田
正
雄

「
再
審
担
当
弁
護
人
か
ら
見
た
検
察
官
、
裁
判
官

―
松
山
事
件
を
中
心
に

―
」
自
由
と
正
義
二
八
巻
四
号
六
八
頁
以
下
（
一
九
七
七
年
）、

竹
澤
哲
夫
「
再
審
手
続
と
検
察
官
関
与
の
問
題
点
」
法
律
時
報
五
三
巻
五
号
一
五
頁
以
下
（
一
九
八
一
年
）、
川
﨑
英
明
『
現
代
検
察
官
論
』 

四
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
七
年
）
ほ
か
参
照
。
な
お
、
死
刑
再
審
無
罪
四
事
件
よ
り
以
前
に
再
審
開
始
決
定
が
下
さ
れ
て
い
る
弘
前
事

件
・
加
藤
老
事
件
・
青
森
事
件
（
米
谷
事
件
）
に
つ
い
て
検
察
官
は
即
時
抗
告
を
し
て
い
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
小
田
中
聰
樹
『
法
と
権
力
一
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七

九
七
〇
年
～
二
〇
〇
五
年
』
一
六
六
頁
以
下
（
現
代
人
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
22
）
小
田
中
・
前
掲
注（
21
）・
一
六
七
頁
。

（
23
）
も
っ
と
も
、
日
産
サ
ニ
ー
事
件
で
は
、
検
察
官
の
即
時
抗
告
に
よ
っ
て
再
審
開
始
決
定
が
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。
仙
台
高
裁
平
成
七
年
五
月

一
〇
日
決
定
・
判
例
時
報
一
五
四
一
号
五
二
頁
。

（
24
）
菊
池
事
件
に
つ
い
て
は
、
内
田
博
文
「
菊
池
事
件
と
憲
法
的
再
審
に
つ
い
て
」
神
戸
学
院
法
学
四
三
巻
一
号
一
頁
以
下
（
二
〇
一
三
年
）
ほ

か
参
照
。

（
25
）
熊
本
地
裁
令
和
二
年
二
月
二
六
日
判
決
［LEX

/D
B 25570745

］。

（
26
）
熊
本
地
裁
判
決
・
前
掲
注（
25
）。

（
27
）「
菊
池
事
件
『
再
審
へ
足
掛
か
り
』　

原
則
控
訴
せ
ず　

特
別
法
廷
『
違
憲
』
確
定
」
熊
本
日
日
新
聞
二
〇
二
〇
年
三
月
一
二
日
付
。

（
28
）
合
衆
国
に
お
け
る
非
常
救
済
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
鈴
木
義
男
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
刑
事
再
審
制
度
（
一
）（
二
・
完
）」

警
察
研
究
三
九
巻
九
号
三
五
頁
以
下
（
一
九
六
八
年
）、
同
三
九
巻
一
〇
号
三
頁
以
下
（
一
九
六
八
年
）［
以
下
、（
一
）
を 

〝
鈴
木
Ⅰ
〟
と
表

記
す
る
］、
庭
山
英
雄
「
英
米
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
再
公
判

―
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
て

―
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
〇
一
号
五
六
頁
以
下
（
一

九
七
五
年
）、
三
井
誠
「
世
界
の
刑
事
再
審
法

―
一
四
・
完

―
ア
メ
リ
カ
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
九
四
号
三
七
頁
以
下
（
一
九
七
九
年
）、

岡
部
泰
昌
「
ア
メ
リ
カ
」
鴨
良
弼
（
編
）『
刑
事
再
審
の
研
究
』
五
七
六
頁
以
下
（
成
文
堂
、
一
九
八
〇
年
）、
大
場
史
朗
「
ア
メ
リ
カ
」
九
州

再
審
弁
護
団
連
絡
会
出
版
委
員
会
（
編
）『
緊
急
提
言
！
刑
事
再
審
法
改
正
と
国
会
の
責
任
』
一
七
七
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
七
年
）、

成
瀬
剛
「〈
時
の
問
題
〉
再
審
制
度

―
ア
メ
リ
カ
法
と
の
比
較

―
」
法
学
教
室
四
六
一
号
五
五
頁
以
下
（
二
〇
一
九
年
）、
佐
藤
由
梨

「
ア
メ
リ
カ
刑
事
手
続
に
お
け
る
二
重
の
危
険
原
則
と
新
証
拠
に
基
づ
く
再
審

―
コ
モ
ン
・
ロ
ー
諸
国
に
お
け
る
不
利
益
再
審
を
許
容
す

る
立
法
の
動
き
と
の
比
較

―
」
同
志
社
法
学
七
一
巻
四
号
一
三
四
七
頁
以
下
（
二
〇
一
九
年
）
ほ
か
参
照
。
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八

二
　
合
衆
国
に
お
け
る
有
罪
判
決
後
の
検
察
官
の
地
位
と
責
務

１　

合
衆
国
刑
事
司
法
に
お
け
る
非
常
救
済
制
度

　

合
衆
国
の
刑
事
司
法
の
な
か
に
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
再
審
手
続
に
匹
敵
す
る
制
度
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
し
そ
こ
で
も
、
無
辜
の

者
が
有
罪
判
決
後
に
自
己
の
無
実
を
主
張
す
る
た
め
に
利
用
で
き
る
手
段
は
幾
つ
か
存
在
し
て
い
る
。

⑴　

ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
と
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス

　

ま
ず
、
有
罪
判
決
後
に
手
続
の
不
当
を
主
張
す
る
手
段
と
し
て
、
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
（the w

rit of habeas corpus

人
身
保
護

令
状
）
と
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
（the w

rit of error coram
 nobis

自
己
誤
審
令
状
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
コ
モ

ン
・
ロ
ー
の
う
え
で
発
展
し
て
き
た
制
度
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
は
多
種
用
意
さ
れ
て
い
る
非
常
救
済
手
段
の
な

か
で
も
代
表
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る（

（2
（

。

❶
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス

　

こ
の
う
ち
、
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
は
「
適
法
な
権
限
に
基
づ
か
な
い
で
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
者
に
つ
い
て
、
裁

判
所
が
拘
束
権
限
の
有
無
を
審
査
す
る
た
め
拘
束
者
に
被
拘
束
者
の
身
柄
を
提
出
さ
せ
、
適
法
な
拘
束
権
限
の
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
と
き
は
、
被
拘
束
者
の
釈
放
そ
の
他
の
適
切
な
救
済
措
置
を
命
ず
る
制
度
」
で
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
国
王
が
封
建
領

主
の
裁
判
所
か
ら
管
轄
権
を
奪
う
た
め
の
手
段
と
し
て
一
三
世
紀
以
降
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
国

王
に
よ
っ
て
違
法
に
身
体
を
拘
束
さ
れ
た
人
々
を
釈
放
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り（

（3
（

、
と
り
わ
け
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九

合
衆
国
憲
法
は
第
一
章
九
条
二
項
で
「
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
を
求
め
る
権
利
は
、
内
乱
又
は
外
患
の
際
に
公
衆
の
安
全
を
守
る
た
め

に
必
要
な
場
合
を
除
い
て
、
停
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
い（

（3
（

」
と
し
て
、
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
を
求
め
る
こ
と
を
人
身
の
自
由
を
保
障
す

る
た
め
の
権
利
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
現
代
の
合
衆
国
に
お
け
る
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
は
、
合
衆
国
憲
法
を
具
体
的
に
保
障
す
る
手
段
な
い
し
有
罪
判
決
に
対
す

る
事
後
救
済
手
段
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ（

（3
（

、
実
際
に
も
不
法
・
不
当
な
有
罪
判
決
に
よ
っ
て
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
主
張
す
る
た
め
に
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
を
請
求
す
る
者
が
大
多
数
で
あ
る（

（3
（

と
い
っ
て
も
、
近
年
に
至
る
ま
で
、
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー

パ
ス
は
連
邦
の
裁
判
所
が
再
び
有
罪
・
無
罪
を
判
断
す
る
こ
と
を
本
来
的
な
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
よ
り
、
無
実
の

証
明
は
そ
れ
自
体
と
し
て
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
に
よ
る
救
済
の
根
拠
と
な
り
え
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

（3
（

。も
と
よ
り
、ヘ
ビ
ア
ス
・

コ
ー
パ
ス
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
そ
れ
は
無
辜
の
受
刑
者
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
と
し
て
用
い
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
り（

（3
（

、
連
邦
最
高
裁
も
一
九
九
三
年
に
ヘ
レ
ー
ラ
事
件
（H

errera v. Collins

）
で
、「
本
件
で

判
断
を
下
す
際
の
主
張
の
た
め
に
、
死
刑
事
件
で
、
公
判
後
に
〝
事
実
上
の
無
辜
（actual innocence

）〟
を
ま
さ
し
く
説
得
的
に
立

証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
告
人
の
処
刑
が
憲
法
違
反
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
主
張
を
推
し
進
め
る
た
め
に
開
か
れ
た
途
が
州
に
存

在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
連
邦
の
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
に
基
づ
く
審
査
が
正
当
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、

極
限
的
な
状
況
で
無
実
の
主
張
は

―
た
と
え
そ
れ
自
体
と
し
て
憲
法
に
か
か
わ
る
主
張
で
な
か
っ
た
と
し
て
も

―
救
済
へ
と
至

り
う
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
最
高
裁
は
「
連
邦
で
〝
事
実
上
の
無
辜
〟
の
証
明
に
基
づ
い
て
身
体
を

解
放
さ
れ
る
権
利
が
あ
る
か
否
か
は
い
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る（

（3
（

」
と
理
解
し
て
お
り
、
た
と
え
無
実
の
主
張
に
よ
っ
て

ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
に
基
づ
く
身
体
の
解
放
が
正
当
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
無
実
の
主
張
が
終
局
性
の
ニ
ー
ズ
に
及
ぼ
す
影
響
は
き

わ
め
て
破
壊
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
再
審
査
に
当
た
っ
て
州
側
に
多
大
な
負
担
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
に
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一
〇

課
さ
れ
る
ハ
ー
ド
ル
は
必
然
的
に
高
い
も
の
と
な
る
と
も
考
え
て
い
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

❷
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス

　

そ
れ
に
対
し
て
、
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
は
、
当
事
者
が
知
り
え
ず
、
か
つ
公
判
審
理
で
考
慮
で
き
な
か
っ
た
新
事
実
が
発
覚
し
た
場

合
な
ど
に
事
実
認
定
の
誤
り
を
是
正
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
れ
は
一
六
世
紀
以
降
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
制
度
で
あ
り
、
と
く
に
刑
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
上
訴
が
で
き
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
裁
判
所
が
先

に
下
し
た
最
終
判
断
を
再
検
討
す
る
稀
有
の
機
会
を
も
た
ら
し
て
い
た（

（4
（

。
そ
れ
に
対
し
て
合
衆
国
で
は
、
他
の
救
済
手
段
が
創
設
さ
れ

る
に
よ
っ
て
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
は
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
一
九
四
六
年
に
は
、
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
の
削
除
を
定
め
た
連
邦
民
事
手

続
規
則
六
〇
条
（
Ｂ
）
が
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
が（

（4
（

、
刑
事
事
件
に
関
し
て
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
モ
ー
ガ
ン
事
件
（U

nited 
States v. M

organ

）
で
、
弁
護
人
選
任
権
の
告
知
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
有
罪
判
決
へ
の
異
議
申
立
に
対
し
て
連
邦

の
裁
判
所
が
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し（

（4
（

、
そ
の
後
も
現
代
に
至
る
ま
で
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
は
身
体
を
拘
束

さ
れ
て
い
な
い
者
を
救
済
す
る
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
が
発
せ
ら
れ
る
要
件
に
つ
い
て
、
法
域
に
よ
っ
て
は
、
申
立
人
が
起
訴
状
に
記
載
さ
れ
て
い
る
犯
罪
で
有
責
で

な
い
と
い
う
こ
と
の
み
を
も
っ
て
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
の
発
付
が
正
当
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
連
邦
第
四
巡
回
区
控
訴
裁

判
所
は
マ
ン
デ
ル
事
件
（U

nited States v. M
andel

）
で
「
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
に
よ
る
救
済
が
な
け
れ
ば
、
手
続
の
各
段
階
で
自

己
の
有
罪
を
争
っ
て
い
た
申
立
人
は
、
残
り
の
人
生
の
な
か
で
犯
罪
者
と
い
う
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う（

（4
（

」
と
述
べ
て
、
地
方

裁
判
所
が
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
を
発
し
た
こ
と
を
適
法
と
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
の
目
的
を
「
他
の
救
済
手
段
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
早

期
に
救
済
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
に
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
に
『
最
も
根
本
的
な
特
徴
』
を
持
つ
エ
ラ
ー
を
是
正
す
る（

（4
（

」
こ
と
と
理
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一
一

解
し
た
う
え
、
そ
れ
が
正
当
に
発
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
を
「
正
義
を
実
現
す
る
た
め
に
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
」
に
限
定
し
た
う
え
で（

（4
（

、

「
刑
期
が
満
了
し
て
い
る
が
、
有
罪
判
決
の
結
果
は
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
ら
さ
ら

に
重
い
刑
が
科
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
公
民
権
に
影
響
が
及
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
無
効
な
刑
を
是
正
す
る
権
限
が

存
在
す
る
際
に
、
申
立
人
は
当
該
有
罪
判
決
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
機
会
を
得
る
権
利
が
あ
る（

（4
（

」
と
い
う
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
法
域
に
よ
っ
て
は
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ
た
っ
て
公
民
権
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
状
況
に
置
か
れ
て
い
な

け
れ
ば
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
を
正
当
に
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
裁
判
所
が
判
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
、
連
邦
第
四
巡

回
区
控
訴
裁
判
所
は
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
が
正
当
に
発
せ
ら
れ
る
要
件
と
し
て
、
①
有
罪
判
決
に
よ
っ
て
公
民
権
の
障
碍
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
②
当
該
エ
ラ
ー
が
拘
禁
さ
れ
て
い
る
あ
い
だ
に
お
け
る
救
済
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
立
証
を
申
立
人
に

求
め（

（4
（

、
第
五
巡
回
区
控
訴
審
裁
判
所
や
第
三
巡
回
区
控
訴
審
裁
判
所
も
、
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
が
発
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
現
在
お
よ

び
将
来
に
わ
た
っ
て
公
民
権
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
申
立
人
が
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る（

（5
（

。
そ
こ
で
は
、
ヘ
ビ
ア

ス
・
コ
ー
パ
ス
が
正
当
に
発
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
身
体
が
拘
束
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
の
対
比
で
、
コ
ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
が

発
せ
ら
れ
る
た
め
に
も
、
公
民
権
の
障
碍
が
身
体
拘
束
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
重
大
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
申
立
人
に
求
め
て
い
る
の
で
あ

る（
（5
（

。
❸
連
邦
法
典
第
二
八
編
二
二
五
五
条

　

な
お
、
連
邦
法
域
に
お
い
て
、
連
邦
法
典
第
二
八
編
二
二
五
五
条
は
「
法
律
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
裁
判
所
の
刑
罰
を
受
け
て
い
る

身
体
拘
束
中
の
受
刑
者
は
、
合
衆
国
憲
法
又
は
他
の
法
律
に
違
反
し
て
刑
罰
が
言
渡
さ
れ
た
、
裁
判
所
が
当
該
刑
罰
を
言
渡
す
管
轄
権

を
持
た
な
い
又
は
当
該
刑
罰
が
法
律
で
許
容
さ
れ
た
最
大
限
の
程
度
を
超
え
て
い
る
か
若
し
く
は
他
の
方
法
で
付
随
的
攻
撃
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
釈
放
さ
れ
る
権
利
を
主
張
す
る
場
合
に
、
刑
罰
を
科
し
た
裁
判
所
に
当
該
量
刑
の
無
効
・
破
棄
・
是
正
を
申
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一
二

し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る（

（5
（

」
と
す
る
こ
と
で
、
裁
判
官
が
言
渡
し
た
刑
を
事
後
的
に
是
正
す
る
余
地
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
コ

ラ
ム
・
ノ
ー
ビ
ス
の
性
質
に
関
す
る
手
続
の
言
い
換
え
・
明
確
化
・
単
純
化
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
受
刑
者
は
申
立
を
す
る
際

に
刑
を
言
渡
し
た
裁
判
所
に
刑
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る（

（5
（

。
も
と
よ
り
、
第
二
八
編
二
二
五
五
条
の
下
に
確
立
し
て
い
る

制
度
は
、
法
文
上
、
裁
判
所
が
言
渡
し
た
〝
刑
罰
〟
に
つ
い
て
事
後
的
に
是
正
す
る
も
の
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
際
に
〝
刑
罰
〟
と
い
う
文
言
は
、
刑
の
言
渡
に
至
っ
た
手
続
す
べ
て
を
含
む
包
括
的
な
用
語
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

た
だ
し
、
第
二
八
編
二
二
五
五
条
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
救
済
を
受
け
る
者
は

―
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
と
同
様
に

―
〝
身
体

拘
束
中
の
〟
受
刑
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
で
、
限
界
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
身
体
を
既
に
解
放
さ
れ
て
い

る
者
に
つ
い
て
は
第
二
八
編
二
二
五
五
条
に
よ
る
救
済
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
彼
／
彼
女
に
対
し
て
は
別
途
に
救

済
の
方
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

⑵　

新
公
判
の
申
立

　

そ
の
他
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
被
告
人
が
事
後
的
に
当
該
判
断
の
破
棄
と
新
し
い
公
判
審
理
の
開
始
を
求
め
る
法
的
抗
弁
と
し
て
、

新
公
判
の
申
立
（the m

otion for new
 trial

）
が
あ
る
。
例
え
ば
、
連
邦
刑
事
手
続
規
則Rule 33

は
「
被
告
人
の
申
立
に
基
づ
い

て
、
裁
判
所
は
、
正
義
の
利
益
が
要
請
す
る
場
合
に
あ
ら
ゆ
る
判
断
の
破
棄
と
新
し
い
公
判
審
理
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
が

陪
審
に
よ
っ
て
審
理
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
補
充
的
な
証
言
を
録
取
し
て
新
た
に
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し

て
い
る（

（5
（

。
そ
こ
で
は
当
初
、
被
告
人
側
の
申
立
の
ほ
か
、
裁
判
所
の
職
権
に
よ
っ
て
新
公
判
が
開
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で

は
被
告
人
側
か
ら
申
立
が
あ
っ
た
と
き
に
限
っ
て
裁
判
所
が
新
公
判
を
開
く
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

新
公
判
が
開
始
さ
れ
る
要
件
と
な
っ
て
い
る
「
正
義
の
利
益
が
要
請
す
る
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
が
「
誤
判
（m

iscarriage 
of justice

）
に
至
っ
た
と
い
う
結
論
に
達
し
た
」
と
き
で
あ
る
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
具
体
的
に
は
、
有
罪
判
決
を
下
す
こ
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一
三

と
が
で
き
る
ほ
ど
証
拠
が
収
集
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
場
合（

（5
（

や
証
人
の
信
用
性
に
つ
い
て
裁
判
官
が
重
大
な
疑
い
を
抱
く
に
至
っ

た
と
き（

（5
（

が
こ
れ
に
あ
た
る
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
有
罪
判
決
に
重
大
な
法
律
上
の
誤
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
の
ほ
か
に
も
、
裁
判

の
結
果
に
と
っ
て
重
要
な
新
証
拠
が
発
見
さ
れ
た
と
き
も
新
公
判
の
開
始
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
公
判
の
申
立
に
は
、
正
当
に
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
に
限
り
が
あ
る
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
例
え
ば

連
邦
法
域
で
は
、
新
証
拠
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
三
年
以
内
、
そ
れ
以
外
の
理
由
に
基
づ
く
場
合
は
有
罪
が
言
渡
さ
れ
た
後
一
四
日
以

内
に
新
公
判
の
開
始
を
申
し
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り（

（6
（

、
そ
れ
に
対
し
て
は
「
所
定
の
期
限
の
う
ち
に
無
実
の
者

が
有
罪
の
言
渡
に
対
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
こ
と
か
ら
、
新
証
拠
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
新
公

判
の
申
立
に
つ
い
て
、
従
前
の
時
間
的
制
約
を
取
り
払
お
う
と
し
た
試
み
が
あ
る（

（6
（

。
ま
た
実
際
に
、
申
立
の
期
限
は
連
邦
刑
事
規
則
の

度
重
な
る
改
正
に
よ
っ
て
拡
大
し
て
お
り
、
新
証
拠
の
発
見
に
よ
る
新
公
判
の
申
立
は
被
告
人
側
が
当
初
に
六
〇
日
以
内
の
拘
禁
と
さ

れ
て
き
た
も
の
を
二
年
（
一
九
四
四
年（

（6
（

）・
三
年
（
一
九
九
八
年（

（6
（

）
に
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
る
申
立
は
三
日
以
内
と
し
て
い
た
も
の
を

五
日
以
内
（
一
九
四
四
年（

（6
（

）・
七
日
以
内
（
一
九
六
六
年（

（6
（

）・
一
四
日
以
内
（
二
〇
〇
九
年（

（6
（

）
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
う
で
あ
る
に
も

拘
ら
ず
、
申
立
期
間
の
制
約
は
現
在
で
も
な
お
撤
廃
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

⑶　

有
罪
判
決
後
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

　

さ
ら
に
近
年
で
は
、
誤
判
・
冤
罪
問
題
が
社
会
問
題
と
化
す
こ
と
に
よ
り
、
被
告
人
が
真
犯
人
か
否
か
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
な
ど
に
よ
っ

て
有
罪
判
決
後
に
確
認
す
る
制
度
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

合
衆
国
に
お
け
る
誤
判
・
冤
罪
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
ボ
ー
チ
ャ
ー
ド
（Edw

in M
. Borchard

）
教
授
が
一
九
三
二
年
に
公
刊

し
た
著
書
の
な
か
で
、
無
実
の
者
が
誤
っ
て
有
罪
を
言
渡
さ
れ
て
い
る
事
例
六
五
件
を
取
り
上
げ
て
誤
判
原
因
を
考
察
す
る
試
み
が
な

さ
れ
て
い
た（

（6
（

が
、
そ
れ
を
体
系
的
・
社
会
科
学
的
に
分
析
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
な
か
な
か
至
ら
な
か
っ
た（

（6
（

。
し
か
し
、
ビ
ド
ー
（H

ugo 
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一
四

A
. Bedau

）
教
授
ら
が
一
九
八
七
年
に
公
表
し
た
研
究
の
な
か
で
、
死
刑
事
件
で
あ
っ
て
も
三
五
〇
人
の
受
刑
者
が
無
実
で
あ
る
に
も

拘
ら
ず
誤
っ
て
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と（

（6
（

に
よ
り
、
全
米
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
誤
判
原
因
の
研
究
や
誤
判
救

済
運
動
が
進
展
す
る
に
至
っ
て
い
る（

（7
（

。
と
り
わ
け
、
二
〇
〇
〇
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
の
ラ
イ
ア
ン
（George H

. Ryan

）
知
事
が
誤
判
・

冤
罪
の
お
そ
れ
を
理
由
と
し
て
全
死
刑
囚
一
六
七
人
の
刑
を
一
括
減
軽
し
た（

（7
（

ほ
か
、
全
米
規
模
で
も
、
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
っ
て
次
々
と
無
実
の
者
の
雪
冤
を
実
現
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る（

（7
（

。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
全
米
の
あ
ら
ゆ
る
法
域
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｊ
（N

ational Institute of Justice

全
米
司
法
研
究
所
）
が
一
九
九
六

年
に
公
表
し
た
報
告
書
で
、
無
実
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
後
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
っ
て
雪
冤
を
果
た
し
た
二
八
件

を
ま
と
め
た（

（7
（

う
え
で
、
有
罪
判
決
後
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
無
辜
の
者
の
雪
冤
に
よ
る
真
実
の
解
明
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
こ

と（
（7
（

に
よ
っ
て
、
有
罪
判
決
後
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
法
制
度
化
す
る
動
き
が
生
じ
、
一
九
九
七
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
で
重
罪
の
受
刑
者
に
対
し

て
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
法
律（

（7
（

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
と
し
て（

（7
（

、
現
在
で
は
連
邦
と
す
べ
て
の
州
で
有
罪
判
決

後
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
定
め
た
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る（

（7
（

。
例
え
ば
連
邦
法
域
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
施
行
さ
れ
た
『
無
辜

の
者
を
保
護
す
る
法
律
（T

he Innocence Protection A
ct of 2004

）』
に
よ
っ
て
、
連
邦
犯
罪
に
よ
っ
て
死
刑
又
は
拘
禁
刑
を
言

渡
さ
れ
た
者
が
書
面
で
申
立
を
し
た
場
合
に
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
裁
判
所
が
一
定
要
件
の
下
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
命
じ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る（

（7
（

。
そ
し
て
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
（Federal Bureau of Investigation

連
邦
捜
査
局
）
の
鑑
定
に
よ
り（

（7
（

、
証
拠
物
に
遺
留
さ
れ
て
い
る
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
型
が
申
立
人
の
も
の
と
一
致
し
た
場
合
は
申
立
人
の
救
済
が
否
定
さ
れ
る
が（

（8
（

、
逆
に
、
証
拠
物
に
遺
留
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

型
が
申
立
人
の
も
の
と
一
致
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
新
公
判
の
申
立
又
は
再
量
刑
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る（

（8
（

。
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一
五

（
29
）
事
実
、
合
衆
国
に
お
け
る
代
表
的
な
概
説
書
で
は
、
非
常
救
済
制
度
に
関
す
る
章
の
殆
ど
を
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
の
解
説
に
当
て
て
い

る
。See, e.g., W

a
y

n
e R. L

aF
a

v
e, Jero

ld H
. Isra

el, N
a

n
cy J. K

in
g &

 O
rin S. K

err, C
rim

in
a

l P
ro

ced
u

re 1332-78

（5
th ed. 

2009
）.
わ
が
国
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
、
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
に
関
す
る
論
稿
が
多
数
存
在
す
る
。
鈴
木
Ⅰ
・
前
掲
注（
28
）・
四
七
頁
以
下
、

三
井
・
前
掲
注（
28
）・
四
二
頁
以
下
、
成
瀬
・
前
掲
注（
28
）・
五
六
頁
以
下
の
ほ
か
、
久
岡
康
成
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
連
邦
人
身
保

護
令
状
の
展
開

―
違
法
な
量
刑
に
基
ず
く
刑
の
執
行
に
対
す
る
直
接
的
救
済
の
問
題
か
ら
出
発
し
て

―
」
立
命
館
法
学
一
三
三
＝
一
三

四
＝
一
三
五
＝
一
三
六
号
五
七
〇
頁
以
下
（
一
九
七
七
年
）、
宮
城
啓
子
「『
刑
事
上
訴
』
と
し
て
の
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
」
成
城
法
学
二
五

号
三
五
頁
以
下
（
一
九
八
七
年
）［
以
下
、〝
宮
城
［
刑
事
上
訴
］〟
と
表
記
す
る
］、
同
「『
予
防
的
ル
ー
ル
』
と
し
て
の
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ

ス
」
一
橋
論
叢
九
八
巻
五
号
七
六
一
頁
以
下
（
一
九
八
七
年
）、
高
田
昭
正
「
合
衆
国
の
人
身
保
護
令
状

―
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
法
的
救
済

と
し
て

―
（
一
）（
二
）（
三
・
完
）」
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
三
八
巻
四
号
五
六
三
頁
以
下
（
一
九
八
九
年
）、
同
三
九
巻
一
号
三
五
頁
以

下
（
一
九
八
九
年
）、
同
三
九
巻
四
号
七
三
一
頁
以
下
（
一
九
九
〇
年
）
ほ
か
参
照
。

（
30
）
鈴
木
Ⅰ
・
前
掲
注（
28
） ・
四
七
頁
参
照
。

（
31
）
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
宮
城
［
刑
事
上
訴
］・
前
掲
注（
29
） ・
四
二
頁
以
下
参
照
。

（
32
）U

.S. C
o

n
st

it
u

t
io

n, A
rticle I, Section 9.

（
33
）
鈴
木
Ⅰ
・
前
掲
注（
28
）・
四
八
頁
、
宮
城
［
刑
事
上
訴
］・
前
掲
注（
29
）・
四
二
頁
参
照
。

（
34
）
鈴
木
Ⅰ
・
前
掲
注（
28
）・
四
八
頁
参
照
。

（
35
）See L
aF

a
v

e et A
L., supra note 29, at 1349.

（
36
）See id. at 1349.

（
37
）H

errera v. Collins, 506 U
.S. 390, 417

（1993

）.
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一
六

（
38
）D

istrict A
ttorney's O

ffi
ce v. O

sborne, 557 U
.S. 52, 71

（2009

）.
（
39
）See H

errera v. Collins, 506 U
.S. at 417.

（
40
）See, e.g., M

. D
iane D

aszak, Post-M
cN

ally R
eview

 of Invalid Convictions through the W
rit of Coram

 N
obis, 58 F

o
rh

a
m 

L. R
ev. 979, 979

（1990

）.

（
41
）See D

aszak, supra note 40, at 981-82; D
avid W

olitz, T
he Stigm

a of Conviction:  Coram
 N

obis, Civil D
isabilities and the 

R
ight to Clear O

neʼs N
am

e, ［2009

］ B.Y
.U

. L. R
ev. 1277, 1283

（2009

）.

（
42
）F

ed
era

l R
u

les o
f C

iv
il P

ro
ced

u
re, Rule 60🄑

.

（
43
）U

nited States v. M
organ, 346 U

.S. 502, 512

（1954

）.

（
44
）See W

olitz, supra note 41, at 1287.

（
45
）U

nited States v. M
andel, 862 F.2d 1067, 1075

（4
th Cir. 1988

）, cert. denied, 109 S.Ct. 3190

（1989

）.

（
46
）U

nited States v. M
organ, 346 U

.S. at 511-12.

（
47
）Id. at 511.

（
48
）Id. at 512-13.

（
49
）U

nited States v. K
eane, 852 F.2d 199, 203

（7
th Cir. 1988

）, cert. denied, 109 S. Ct. 2109

（1989

）.

（
50
）U

nited States v. M
arcello, 876 F.2d 1147, 1154

（5
th Cir. 1989

）; U
nited States v. Stonem

an, 870 F.2d 102, 105-06

（3
rd Cir. 

1989

）, cert. denied, 110 S. Ct. 236

（1989

）.

（
51
）U
nited States v. Bush, 888 F.2d 1145, 1147-48

（7
th Cir. 1989

）.

（
52
）28 U

.S.C. 

§2255.
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一
七

（
53
）See 7 W

a
y

n
e R. L

aF
a

v
e, Jero

ld H
. Isra

el, N
a

n
cy J. K

in
g &

 O
rin S. K

err, C
rim

in
a

l P
ro

ced
u

re 372-73

（4
th ed. 2015

）.
（
54
）See id. at 372.

（
55
）F

ed
era

l R
u

les o
f C

rim
in

a
l P

ro
ced

u
re, Rule 33⒜

.

（
56
）See id. N

o
t

es o
f A

d
v

iso
ry C

o
m

m
it

t
ee o

n R
u

les--1966 A
m

en
d

m
en

t.

（
57
）See generally, U

nited States v. Parelius, 83 F. Supp. 617, 618

（D
. H

aw
aii 1949

）. 

（
58
）E

.g., U
nited States v. Frankfeld, 103 F. Supp. 48, 51

（D
. M

d. 1952

）; U
nited States v. Parelius, 83 F. Supp. at 618.

（
59
）E

.g., U
nited States v. T

roche, 213 F.2d 401, 404, 405

（2
nd Cir. 1954

）.

（
60
）F

ed
era

l R
u

les o
f C

rim
in

a
l P

ro
ced

u
re, Rule 33⒝

.

（
61
）A

m
erica

n L
a

w In
st

it
u

t
e, T

h
e U

n
ifo

rm R
u

les o
f C

rim
in

a
l P

ro
ced

u
re, Rule 41⒜

.

（
62
）F

ed
era

l R
u

les o
f C

rim
in

a
l P

ro
ced

u
re, N

o
t

es o
f A

d
v

iso
ry C

o
m

m
it

t
ee o

n R
u

les--1944 A
m

en
d

m
en

t.

（
63
）See id. N

o
t

es o
f A

d
v

iso
ry C

o
m

m
it

t
ee o

n R
u

les--1998 A
m

en
d

m
en

t.

（
64
）See id. N

o
t

es o
f A

d
v

iso
ry C

o
m

m
it

t
ee o

n R
u

les--1944 A
m

en
d

m
en

t.

（
65
）See id. N

o
t

es o
f A

d
v

iso
ry C

o
m

m
it

t
ee o

n R
u

les--1966 A
m

en
d

m
en

t.

（
66
）See id. N

o
t

es o
f A

d
v

iso
ry C

o
m

m
it

t
ee o

n R
u

les--2009 A
m

en
d

m
en

t.

（
67
）E

d
wi

n M
. B

o
rch

a
rd, C

o
n

v
ict

in
g t

h
e In

n
o

cen
t: S

ix
t

y F
iv

e A
ct

u
a

l E
rro

rs o
f C

rim
in

a
l Ju

st
ice （1932

）.

（
68
）
合
衆
国
に
お
け
る
誤
判
・
冤
罪
問
題
に
つ
い
て
、see generally, Steven A

. D
rizin &

 Richard A
. Leo, T

he Problem
 of False 

Confessions in the Post-D
N

A
 W

orld, 82 N
.C. L. R

ev. 891, 900-906
（2004

）. 

な
お
、
邦
訳
と
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
Ａ
・
ド
リ
ズ

ィ
ン
＝
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ａ
・
レ
オ
［
伊
藤
和
子
（
訳
）］『
な
ぜ
無
実
の
人
が
自
白
す
る
の
か

―
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
告
発
す
る

―
』
二
一
頁
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一
八

以
下
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
69
）H

ugo A
. Bedau &

 M
ichael L. Randelet, M

iscarriage of Justice in Potentially Capital Cases, 40 S
t

a
n. L. R

ev. 21

（1987

）.

（
70
）See D

rizin &
 Leo, supra note 68, at 902-04.　

な
お
、
ド
リ
ズ
ィ
ン
＝
レ
オ
・
前
掲
注（
68
）・
二
二
頁
以
下
参
照
。

（
71
）
イ
リ
ノ
イ
州
に
お
け
る
死
刑
囚
の
一
括
減
刑
に
つ
い
て
、
田
中
輝
和
「
イ
リ
ノ
イ
州
死
刑
え
ん
罪
の
原
因
と
対
策

―
死
刑
に
関
す
る
州

知
事
委
員
会
報
告
書
を
基
に
し
て

―
」
阿
部
純
二
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
『
刑
事
法
学
の
現
代
的
課
題
』
六
三
三
頁
以
下
（
第
一
法
規
、

二
〇
〇
三
年
）
ほ
か
参
照
。
な
お
、
そ
の
後
、
イ
リ
ノ
イ
州
で
は
死
刑
に
関
す
る
州
知
事
委
員
会
を
組
織
し
て
誤
判
原
因
と
そ
の
対
策
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
田
中
輝
和
＝
髙
倉
新
喜
（
訳
）「〈
翻
訳
〉
死
刑
に
関
す
る
イ
リ
ノ
イ
州
・
州
知
事
委
員
会
報
告
書
（
二
〇
〇
二
年
）
第
一
章 

序
論
及
び
背
景
」
東
北
学
院
大
学
法
学
政
治
学
研
究
所
紀
要
一
二
号
四
一
頁
以
下
（
二
〇
〇
四
年
）、
同
「〈
翻
訳
〉
死
刑
に
関
す
る
イ
リ
ノ
イ

州
・
州
知
事
委
員
会
報
告
書
（
二
〇
〇
二
年
）
第
三
章　

Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
、
及
び
、［
そ
の
他
の
］
法
科
学
検
査
」
東
北
学
院
大
学
論
集
〔
法
律

学
〕
六
三
号
二
五
四
頁
以
下
（
二
〇
〇
四
年
）、
同
「〈
翻
訳
〉
死
刑
に
関
す
る
イ
リ
ノ
イ
州
・
州
知
事
委
員
会
報
告
書
（
二
〇
〇
二
年
）
第
二

章　

警
察
及
び
公
判
前
の
捜
査
」
東
北
学
院
法
学
六
四
号
二
四
六
頁
以
下
（
二
〇
〇
六
年
）。

（
72
）
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ<https://w

w
w

.innocenceproject.

org>

の
ほ
か
、
ジ
ム
・
ド
ワ
イ
ヤ
ー
＝
ピ
ー
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ル
ド
＝
バ
リ
ー
・
シ
ェ
ッ
ク
『
無
実
を
探
せ
！
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

―
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
冤
罪
を
晴
ら
し
た
人
々

―
』（
現
代
人
文
社
、
二
〇
〇
九
年
）
ほ
か
参
照
。

（
73
）U

.S. D
epartm

ent of Justice &
 N

a
t

io
n

a
l In

st
it

u
t

e o
f Ju

st
ice, C

o
n

v
ict

ed B
y Ju

ries, E
x

o
n

era
t

ed by S
cien

ce: C
a

se 

S
t

u
d

ies in t
h

e u
se o

f D
N

A
 E

v
id

en
ce t

o E
st

a
blish In

n
o

cen
ce a

ft
er T

ria
l （1996

）.

（
74
）N

a
t

io
n

a
l In

st
it

u
t

e o
f Ju

st
ice, P

o
st

co
n

v
ict

io
n D

N
A

 T
est

in
g: R

eco
m

m
en

d
a

t
io

n
s fo

r H
a

n
d

in
g R

eq
u

est
s iii （1999

）.

（
75
）75 Ill. C

o
m

p. S
t

a
t. A

n
n. 5/116-3

（W
est 2003

）.
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一
九

（
76
）See Rachel Steinback, T

he Fight for P
ost-C

onviction D
N

A
 T

esting Is N
ot Y

et O
ver: A

n A
nalysis of the E

ight 

R
em

aining 

“Holdout States

” and Suggestions for Strategies to Bring V
ital R

elief to the W
rongfully Convicted, 98 J. C

rim. 

L. &
 C

rim
in

o
lo

gy 329, 333-34.

（
77
）
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ<https://w
w

w
.innocenceproject.org/causes/access-post-conviction-dna-

testing/>

を
参
照
。

（
78
）T

h
e In

n
o

cen
ce P

ro
t

ect
io

n A
ct o

f 2004, 18 U
.S.C. 

§3600⒜
.

（
79
）Id. at 18 U

.S.C. 

§3600⒞
 ⑴

.

（
80
）Id. at 18 U

.S.C. 

§3600⒡
 ⑵

.

（
81
）Id. at 18 U

.S.C. 

§3600⒢
 ⑴

.

２　

有
罪
判
決
後
に
お
け
る
検
察
官
の
地
位
と
責
務

⑴　

検
察
官
の
準
司
法
官
的
地
位
と
〝
正
義
を
追
求
す
る
〟
義
務

㈠　

伝
統
的
に
、
合
衆
国
の
検
察
官
は
刑
事
事
件
に
つ
い
て
起
訴
・
不
起
訴
の
判
断
を
下
し
た
う
え
で
、
起
訴
処
分
を
下
し
た
事
件
の

被
告
人
の
有
罪
を
立
証
す
る
と
い
う
公
訴
官
（
刑
事
訴
訟
の
訴
追
側
当
事
者
）
の
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
有
罪

判
決
の
獲
得
を
目
指
し
て
党
派
的
に
訴
追
権
限
を
行
使
す
る
姿
勢
を
厳
し
く
戒
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判

所
の
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
判
事
は
バ
ー
ガ
ー
事
件
（Berger v. U

nited States
）
の
法
廷
意
見
の
な
か
で
、
合
衆
国
の
検
察
官
は
「
論
争

に
関
す
る
通
常
の
当
事
者
の
代
理
人
で
は
な
く
、
主
権
（sovereignty

）
の
代
表
者
」
と
し
て
「
中
立
的
に
支
配
す
る
…
義
務
」
を
課
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二
〇

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
刑
事
訴
追
に
お
け
る
検
察
官
の
利
益
は
、
事
件
に
勝
つ
こ
と
で
は
な
く
、
正
義
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に

あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
検
察
官
は
…
有
責
の
者
を
逃
さ
ず
、
無
辜
を
苦
し
め
な
い
と
い
う
二
重
の
目
的
を
有
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら

「
あ
ら
ゆ
る
正
統
な
手
段
を
用
い
て
公
正
な
有
罪
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、誤
っ
た
有
罪
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
る
不
当
な
方
法
を

差
し
控
え
る
こ
と
も
ま
た
検
察
官
の
義
務
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る（

（8
（

。
こ
れ
と
同
様
の
考
え
は
、
Ａ
Ｂ
Ａ
（A

m
erican Bar 

A
ssociation

ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
）
な
ど
が
作
成
し
て
い
る
職
務
倫
理
規
程
で
も
「
検
察
官
の
責
務
は
通
常
の
代
弁
者
の
責
務
と
異
な

る
。
検
察
官
の
責
務
は
正
義
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
り
、
有
罪
判
決
を
獲
得
す
る
こ
と
で
は
な
い（

（8
（

」
と
か
「
検
察
官
は
正
義
の
召
使

（m
inister of justice

）
の
責
務
を
有
し
て
お
り
、
単
な
る
代
弁
者
の
責
務
を
負
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い（

（8
（

」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
検
察
官
の「
正
義
を
追
求
す
る
」責
務
に
つ
い
て
は
、有
責
の
者
の
処
罰
を
確
保
し
な
が
ら
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
・

利
益
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
と
き
と
し
て
「
準
司
法
官
的
（quasi-judicial

）」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
九
世
紀
よ
り
、
刑
事
訴
追
の
職
務
を
遂
行
す
る
法
律
家
は
「
裁
判
官
と
全
く
同
様
の
中
立
義
務
を
負

っ
て
い
る（

（8
（

」
と
か
「
法
と
正
義
の
代
表
者
と
し
て
公
正
か
つ
中
立
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る（

（8
（

」、「
検
察
官
は
準
司
法
官
で
あ
る
。
…
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
は
正
義

―
平
等
か
つ
中
立
的
な
正
義

―
の
み
を
追
求
し
、
検
察
官
は
犯
罪
者
を
逃
さ
な
い
こ
と
と
同
様
に
、
無
辜

の
者
を
苦
し
め
な
い
よ
う
に
取
り
扱
う
義
務
を
負
っ
て
い
る（

（8
（

」
な
ど
と
い
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
現
代
で
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で

あ
り
、
検
察
官
の
職
務
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
検
察
官
は
主
に
正
義
を
追
求
す
る
責
任
を
負
う
。
そ
れ
は
公
判
に
向
け
て
真

実
を
準
備
し
、
公
判
で
真
実
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
責
任
に
は
、
有
責
の
者
に
責
任

を
負
わ
せ
る
こ
と
、
無
辜
を
不
正
な
害
悪
か
ら
保
護
す
る
こ
と
…
が
含
ま
れ
る（

（8
（

」
と
し
た
う
え
、
そ
の
注
釈
の
な
か
で
「
検
察
官
は
対

審
制
度
の
な
か
で
活
動
す
る
が
、
基
本
的
に
検
察
官
の
責
務
は
有
責
の
者
に
有
罪
を
言
渡
す
こ
と
、
公
衆
の
権
利
を
行
使
す
る
と
と
も

に
被
告
人
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
と
き
と
し
て
検
察
官
は
〝
正
義
の
召
使
〟
あ
る
い
は
準
司
法
官
的
地
位
に
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つ
く
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（8
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
よ
り
、
検
察
官
が
「
正
義
を
追
求
す
る
」
と
い
う
独
自
の
責
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
ジ
ャ
ク
ソ
ン

（Robert Jackson

）
元
司
法
長
官
が
連
邦
法
執
行
官
会
議
の
場
で
全
米
各
地
の
検
察
官
に
対
し
て
「
検
察
官
は
合
衆
国
で
他
の
誰
よ
り

も
生
命
・
自
由
・
評
価
を
支
配
し
て
い
る（

（9
（

」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
は
、

権
限
濫
用
に
対
す
る
最
善
の
保
障
で
あ
り
、
ま
た
市
民
の
安
全
は
、
人
間
的
親
切
心
を
も
っ
て
熱
意
を
和
ら
げ
、
被
害
者
で
は
な
く
真

実
を
追
求
し
、
党
派
的
目
的
で
は
な
く
法
律
に
奉
仕
し
、
そ
し
て
謙
遜
を
も
っ
て
職
務
に
取
り
組
む
検
察
官
に
懸
か
っ
て
い
る（

（9
（

」
と
主

張
し
た
ほ
か
、
連
邦
第
七
巡
回
区
裁
判
所
も
「
司
法
省
は
民
衆
の
生
活
に
対
し
て
多
大
な
権
限
を
有
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
多

く
は
実
効
的
な
司
法
的
・
政
治
的
審
査
を
受
け
な
い
。
権
限
に
は
、
法
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
を
慎
重
か
つ
謙
抑
的
に
行
使
す
る

道
徳
的
責
任
が
伴
う
。
そ
し
て
責
任
に
は
誠
実
の
み
な
ら
ず
、
知
識
・
経
験
・
健
全
な
判
断
と
い
う
意
味
も
含
ん
で
い
る（

（9
（

」
と
か｢

権

限
に
は
つ
ね
に
行
使
に
関
す
る
責
任
が
付
随
す
べ
き
で
あ
る（

（9
（

｣

と
論
じ
て
検
察
官
の
不
正
な
権
限
行
使
を
戒
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
ザ

カ
ラ
イ
ア
ス
（Fred C. Zacharias

）
教
授
も
、「
検
察
官
は
警
察
や
大
陪
審
を
通
じ
て
、
証
言
を
強
制
す
る
能
力
及
び
捜
査
協
力
を
得

る
能
力
を
掌
握
し
て
い
る（

（9
（

」
と
い
う
「
検
察
組
織
の
法
執
行
資
源
を
管
理
す
る
組
織
と
し
て
の
性
質
か
ら
、
個
々
の
検
察
官
は
制
約
の

範
囲
内
で
、
制
度
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
お
け
る
欠
陥
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る（

（9
（

」
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、〝
正
義
を
追
求
す
る
〟
義
務
の
本
質
と
し
て
、
検
察
官
は
通
常
の
弁
護
人
と
は
異
な
り
、
手
続
の
な
か
で
推
し
進
め
る
べ
き
利

益
が
単
一
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
依
頼
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
判
断
を
政
府
の
官
憲
と
し
て
下
す
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
い
る

と
い
う
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
検
察
官
は
主
権

―
国
家
、
典
型
的
に
は
州
や
連
邦

―
を
代
表
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
検
察
官
は
単
な
る
主
権
の
た
め
の
法
律
家
で
は
な
い
。
主
権
は
そ
の
権
限
・
裁
量
の
殆
ど
を
検
察
官
に
委
ね
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
検
察
官
は
通
常
で
あ
れ
ば
顧
客
に
委
ね
ら
れ
る
判
断
を
行
な
っ
て
い
る
。
…
こ
こ
で
検
察
官
は
、
法
律
家
と
政
府
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の
代
表
者
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
検
察
官
倫
理
の
問
題
は
政
府
の
公
判
係
弁
護
人
た
る
役
割
で
は
な

く
、
政
府
の
判
断
を
行
な
う
代
表
者
た
る
検
察
官
の
受
託
者
と
し
て
の
義
務
と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
役
割
に
つ
い
て
、

検
察
官
は
、
顧
客
の
た
め
の
受
託
者
と
し
て
行
動
す
る
個
人
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
、
判
断
を
行
い
、
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
は
顧

客
の
利
益
・
目
標
に
従
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
「
犯
罪
者
を
幾
ら
か
有
罪
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と

に
よ
り
刑
事
法
を
執
行
す
る
こ
と
、
無
辜
の
処
罰
を
避
け
る
こ
と
、
被
告
人
な
ど
に
法
に
適
っ
た
公
正
な
手
続
を
与
え
る
こ
と
」、「
均

衡
を
も
っ
て
個
人
を
取
り
扱
う
こ
と（
つ
ま
り
し
か
る
べ
き
刑
よ
り
も
厳
格
に
個
人
を
罰
し
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
）」、「
犯
罪
者

を
概
ね
平
等
に
扱
う
こ
と
（
同
じ
状
況
下
に
あ
る
個
人
は
概
ね
同
じ
方
法
で
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
）」
と
い
っ
た
主

権
の
目
標
を
実
現
し
、そ
の
過
程
で
目
標
と
目
標
の
あ
い
だ
で
生
じ
る
対
立
を
解
消
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る（

（9
（

。

と
り
わ
け
、「
被
疑
者
・
被
告
人
に
と
っ
て
手
続
的
・
実
体
的
に
公
正
で
あ
る
こ
と
は
正
当
な
社
会
の
一
要
素
で
あ
る
。…
社
会
は
犯
罪

の
発
見
や
公
共
の
安
全
と
い
う
利
益
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
メ
ン
バ
ー
が
公
正
に
扱
わ
れ
、
圧
政
か
ら

の
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
保
障
す
る
利
益
も
有
し
て
い
る
」
と
考
え
る
な
ら
ば
、
検
察
官
は

―
法
的
に
代
表
し
て
い
る
主
権
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る

―
被
告
人
に
と
っ
て
の
公
正
と
い
う
社
会
の
利
益
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、か
つ
そ
う
す
る
こ
と
は
犯
罪
の
発

見
や
公
共
の
安
全
と
い
う
利
益
を
実
現
す
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（9
（

。

㈡　

し
か
し
な
が
ら
、
検
察
官
が
権
限
を
行
使
す
る
際
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〝
依
頼
者
層
（constituency

）〟
と
し
て
、
捜

査
機
関
や
被
害
者
等
、
裁
判
所
（
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
や
事
務
官
等
も
含
む
）
の
ほ
か
に
被
疑
者
・
被
告
人
も
挙
げ
ら
れ

る
と
こ
ろ（

（9
（

で
、
実
際
に
は
組
織
的
・
現
実
的
な
圧
力
に
よ
っ
て
有
罪
判
決
を
獲
得
す
る
方
向
で
権
限
を
行
使
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る（

（9
（

。
例
え
ば
、
検
察
組
織
の
な
か
に
は
有
罪
判
決
を
獲
得
し
た
事
件
の
数
に
よ
っ
て
個
々
の
検
察
官
に
対
す
る
評
価
が

決
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
く（

（10
（

、
ま
た
合
衆
国
で
は
検
察
組
織
の
上
層
部
が
一
般
市
民
に
よ
る
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
る
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こ
と
か
ら
も
、有
罪
判
決
の
獲
得
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
秩
序
を
維
持
・
実
現
さ
せ
て
い
く
能
力
を
対
外
的
に
示
す
こ
と
が

―
検
察

官
自
身
が
職
業
生
活
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も

―
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る（

（10
（

。
さ
ら
に
現
実
的
に
も
、
検
察
官
は
日
常
的
に

捜
査
機
関
や
被
害
者
等
と
共
同
し
て
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
検
察
官
は
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
・
利
益
に
配
慮
し
た
行

動
を
と
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（10
（

。

　

と
り
わ
け
、
有
罪
判
決
後
の
段
階
で
は
、
事
件
の
〝
終
局
性
（finality

）〟
が
こ
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

犯
罪
者
の
処
罰
を
通
じ
て
社
会
秩
序
を
維
持
・
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
刑
事
法
の
重
要
な
目
標
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
事
件
の

〝
終
局
性
〟
は
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
の
正
統
性
と
廉
潔
性
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
な
り
、
と
く
に
暴
力
事
犯
の
被
害
者
は

事
件
の
解
決
を
促
す
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
事
件
の
〝
終
局
性
〟
を
求
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る（

（10
（

。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、

無
実
を
主
張
す
る
被
告
人
が
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
後
に
科
学
鑑
定
の
実
施
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
が
事
件
の
〝
終
局
性
〟
を
覆
す
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
と
受
け
取
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（10
（

。

⑵　

有
罪
判
決
後
に
お
け
る
準
司
法
官
的
地
位
と
〝
正
義
を
追
求
す
る
〟
義
務

㈠　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
事
件
の
〝
終
局
性
〟
を
強
調
す
る
風
潮
に
対
し
て
は
異
論
も
存
在
す
る
。
論
者
の
な
か
で
も
、
ゴ
ー

ル
ド
バ
ー
グ
（Judith A
. Goldberg

）
教
授
と
シ
ー
ゲ
ル
（D

avid M
. Siegel

）
教
授
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
カ
ウ
フ
マ
ン
事
件

（K
aufm

an v. U
nited States

）
で
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
に
関
し
て
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
〝
終
局
性
〟
の
概
念
が
「
連
邦
憲
法
に

お
け
る
個
人
的
自
由
権
は
司
法
審
査
の
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
機
会
な
く
し
て
否
定
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
」
と
か
、
そ
の
概
念
は
「
生
命
又

は
自
由
が
危
殆
化
し
、
憲
法
上
の
権
利
の
侵
害
が
主
張
さ
れ
て
い
る
と
き
に
存
在
意
義
を
持
た
な
い
も
の
と
す
る
」
と
い
う
見
解
を
述

べ
て
い
る
こ
と（

（10
（

を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、「
連
邦
の
非
常
救
済
手
段
を
求
め
て
憲
法
上
の
権
利
の
侵
害
が
主
張
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、

も
し
も
〝
終
局
性
〟
の
概
念
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
は
無
実
の
主
張
を
吟
味
す
る
と
い
う
狭
い
文
脈
の
な
か
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で
、〝
終
局
性
〟
の
概
念
を
無
視
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る（

（10
（

。

　

そ
も
そ
も
、
検
察
官
が
刑
事
手
続
の
な
か
で
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
益
の
な
か
に
は
無
辜
を
処
罰
し
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
て

お
り
、
論
者
に
よ
っ
て
は
「
無
辜
の
者
が
有
罪
と
な
っ
た
場
合
に
、
国
家
は
公
益
も
私
益
も
得
ら
れ
な
い（

（10
（

」
と
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
グ
リ
ー
ン
（Bruce A

. Green

）
教
授
は
「
無
辜
の
訴
追
を
防
止
す
る
と
い
う
主
権
者
の
最
高
の
目
標
を
実
現
す

る
た
め
に
、
検
察
官
は
証
拠
を
見
直
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
補
充
証
拠
を
収
集
す
る
積
極
的
・
独
立
的
責
務
を
有
し
て
い
る（

（10
（

」
と
い
う
考

え
の
下
で
、
有
罪
判
決
を
獲
得
し
た
後
に
証
拠
の
捏
造
が
発
覚
し
た
と
き
又
は
虚
偽
の
証
拠
若
し
く
は
（
真
正
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
）

証
拠
能
力
の
な
い
証
拠
に
基
づ
い
て
有
罪
判
決
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
の
検
察
官
の
対
応
に
つ
い
て
「
理
念
的
に
、

し
か
る
べ
き
対
応
と
し
て
、
再
発
防
止
の
た
め
の
制
度
的
・
人
的
方
策
に
着
手
す
る
た
め
に
、
誤
り
を
も
た
ら
し
た
も
の
を
み
つ
け
る

べ
く
事
件
の
再
検
討
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る（

（10
（

。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
教
授
は
ヤ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー

（Ellen Y
aroshefsky

）
教
授
と
共
同
で
執
筆
し
た
論
説
の
な
か
で
も
「
無
辜
の
被
告
人
の
有
罪
を
維
持
し
て
本
人
へ
の
制
約
（
死
刑

事
件
で
は
処
刑
）
を
続
け
る
こ
と
に
正
統
な
公
益
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
考
え
の
下
で
「
州
と
連
邦
の
政
府
は
無
辜
の
被
告
人
を
放

免
す
る
義
務
を
負
う
。
論
理
的
に
誤
っ
た
有
罪
を
是
正
す
る
公
益
は
、
誤
っ
た
有
罪
を
回
避
す
る
こ
と
と
同
等
の
強
制
力
を
持
つ
も
の

で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（11
（

。

　

さ
ら
に
、
有
罪
判
決
の
誤
り
を
事
後
的
に
是
正
す
る
責
務
は
、
検
察
官
が
他
の
担
い
手
以
上
に
強
力
な
権
限
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
、
ザ
カ
ラ
イ
ア
ス
教
授
は
有
罪
判
決
後
の
段
階
に
つ
い
て
も
、「
上
訴
を
完
了
し
た
後
に
、
検
察

官
は
刑
事
司
法
の
な
か
で
唯
一
、
誤
り
を
是
正
す
る
地
位
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
誤
り
を
示
唆
す
る
情
報
や
そ
れ
を
証
明
で
き
る
も

の
は
し
ば
し
ば
検
察
官
が
排
他
的
に
保
有
し
て
い
る
。
検
察
官
が
必
要
な
資
源
を
支
配
し
、
あ
る
い
は
法
律
に
よ
っ
て
事
件
の
審
理
を

再
開
す
る
権
利
が
検
察
官
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
動
を
起
こ
す
権
限
を
持
っ
た
唯
一
の
者
で
あ
る
か
も
し
れ
な
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い（
（11
（

」
と
い
う
認
識
よ
り
「
検
察
官
の
正
義
を
実
現
す
る
義
務
に
よ
っ
て
、
検
察
官
が
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
被
告
人
に
不
利
益
な
行
動
を

と
る
か
、
あ
る
い
は
犯
罪
の
被
害
者
若
し
く
は
有
罪
判
決
の
被
害
者
の
利
益
と
な
る
中
立
的
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
状
況

が
存
在
す
る（

（11
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
教
授
と
ヤ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
教
授
も
、
実
際
に
検
察
官
は
最
も
大
き
な
発
言
力

を
持
ち
、
か
つ
政
府
も
裁
判
所
も
独
自
に
新
証
拠
を
探
し
出
し
て
吟
味
す
る
地
位
に
な
い
こ
と
か
ら
「
行
政
官
の
な
か
で
も
、
検
察
官

は
警
察
官
や
他
の
捜
査
官
か
ら
実
質
的
な
援
助
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
す
る
の
に
最
適
な
地
位
に
あ
る
」
と
し
、
そ
の
う
え
で
「
ひ
と

た
び
新
た
な
無
罪
証
拠
が
調
査
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
強
力
で
あ
れ
ば
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
を
独
自
に
判
断
す

る
こ
と
が
行
政
官
の
責
務
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（11
（

。

㈡　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
全
米
の
あ
ら
ゆ
る
法
域
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
な
ど
に
よ
っ
て
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
の
無
実
が
判
明

す
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
有
罪
判
決
後
に
お
け
る
検
察
官
の
姿
勢
を
定
め
た
職
務
倫
理
規
程
を
新
た
に
設
け
る
動

き
が
生
じ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
検
察
官
の
基
本
的
地
位
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｂ
Ａ
は
『
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
（A

BA
 

M
odel Rules of Professional Conduct

）』
の
注
釈
の
な
か
で
「
検
察
官
は
正
義
の
召
使
の
責
務
を
負
い
、
単
に
代
弁
者
の
責
務
の

み
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
責
務
に
は
、
被
告
人
に
手
続
的
正
義
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
証
拠
に
基
づ

い
て
有
罪
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
…
が
含
ま
れ
て
い
る（

（11
（

」
と
説
明
し
、
そ
の
理
念
は
全
米
の
あ
ら
ゆ
る
法
域
で
お
お
む
ね
承
認
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
検
察
官
が
〝
正
義
の
召
使
〟
な
い
し
〝
主
権
の
適
格
な
代
表
〟
と
い
う
地
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
察
官
は

「
無
辜
の
者
に
対
す
る
有
罪
判
決
を
防
止
又
は
是
正
す
る
た
め
の
特
別
な
改
善
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
配
慮
す
る
特
別
の
責
務
」を
も
負

っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（11
（

。

　

ま
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
法
曹
協
会
（the A

ssociation of the Bar of City of N
ew

 Y
ork

）
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
懲
戒
規
定

を
見
直
す
な
か
、
二
〇
〇
六
年
に
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
被
告
人
に
無
実
の
可
能
性
が
あ
る
事
件
に
お
け
る
検
察
官
の
義
務
に
関
す
る
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二
六

規
定
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
を
提
言
す
る
報
告
書
を
州
法
曹
協
会
の
行
動
基
準
委
員
会
（the com

m
ittee on Standards of 

A
ttorney Conduct

）
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
①
真
正
で
あ
っ
た
場
合
に
、
検
察
組
織
に
提
示
し
た
無
実
の
主
張
に
よ

っ
て
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
が
有
罪
判
決
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
を
実
行
し
て
い
な
い
合
理
的
な
見
込
み
や
、
弁
護
人
が
相
当

な
配
慮
を
払
え
ば
発
見
で
き
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
重
大
な
新
証
拠
が
発
見
さ
れ
る
合
理
的
な
見
込
み
が
生
じ
る
場
合
に
、
実
体
を
調

査
す
る
こ
と
、
②
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
有
罪
又
は
科
刑
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
証
拠
を
検
察
官
が
知
悉
し
、
か
つ
有
罪

判
決
以
前
に
利
用
で
き
た
に
も
拘
ら
ず
あ
ら
か
じ
め
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
当
該
証
拠
を
開
示
す
る
こ
と
、
③
被
告
人
が
犯
罪
を

行
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
明
白
か
つ
説
得
的
な
証
拠
が
存
在
す
る
場
合
に
、
先
の
判
断
を
破
棄
す
る
申
立
て
に
同
調
す
る
こ
と
が

勧
告
さ
れ
て
お
り（

（11
（

、
結
果
的
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
曹
協
会
は
そ
の
報
告
書
の
内
容
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
職
務

行
為
規
程
（N

ew
 Y

ork Rules of Professional Conduct

）』
の
な
か
に
次
の
規
定
を
追
加
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

⃝

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
職
務
行
為
規
程

Rule 3.8 ［
検
察
官
そ
の
他
政
府
の
法
律
家
の
特
別
な
責
務
］

⒞　

検
察
官
は
、有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
被
告
人
が
言
渡
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
を
実
行
し
な
か
っ
た
合
理
的
可
能
性
を
生
ぜ
し
め
る
、

信
用
性
の
あ
る
重
要
な
新
証
拠
を
認
識
し
た
場
合
に
、
合
理
的
な
時
間
内
に
以
下
に
掲
げ
る
こ
と
を
す
る
も
の
と
す
る
。

⑴　

当
該
証
拠
を
し
か
る
べ
き
裁
判
所
又
は
検
察
組
織
に
開
示
す
る
こ
と

⑵　

当
該
検
察
官
が
有
罪
判
決
を
獲
得
し
た
場
合
に

（
Ａ
）�　
裁
判
所
が
示
さ
れ
た
正
当
な
理
由
に
よ
る
遅
延
を
許
さ
な
い
限
り
、
し
か
る
べ
き
裁
判
所
及
び
被
告
人
に
、
検
察
組
織
が
当
該

証
拠
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
通
知
す
る
こ
と
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（
Ｂ
）�　
当
該
証
拠
が
進
行
中
の
調
査
を
妨
げ
る
、
証
人
も
し
く
は
他
者
の
安
全
を
危
険
に
さ
ら
す
又
は
裁
判
所
が
示
し
た
正
当
な
理
由

に
よ
る
遅
延
を
認
め
な
い
限
り
、
当
該
証
拠
を
被
告
人
に
開
示
す
る
こ
と

（
Ｃ
）�　
有
罪
判
決
を
破
棄
す
べ
き
か
否
か
に
関
す
る
合
理
的
確
信
を
与
え
る
た
め
に
必
要
な
補
充
的
な
調
査
又
は
捜
査
を
遂
行
す
る

か
、
ま
た
は
そ
れ
が
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
合
理
的
に
努
め
る
こ
と

⒟　

検
察
官
は
、
検
察
組
織
内
に
お
け
る
訴
追
に
よ
っ
て
、
被
告
人
本
人
が
実
行
し
て
い
な
い
犯
罪
で
有
罪
を
言
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
す
明
白
か
つ
説
得
的
な
証
拠
を
認
識
し
て
い
る
場
合
に
、
正
義
、
現
行
法
及
び
事
件
の
情
況
に
か
な
っ
た
改
善
策
を
求
め
る
も
の
と

す
る（

（11
（

。

　

さ
ら
に
、
Ａ
Ｂ
Ａ
の
刑
事
司
法
部
門
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
曹
協
会
が
採
択
し
た
規
程
を
検
討
の
う
え
、
二
〇
〇
八
年
に
、『
職
務
行

為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
の
な
か
に
次
の
規
定
を
追
加
し
て
い
る
。

⃝

Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル

Rule 3.8 ［
検
察
官
そ
の
他
政
府
の
法
律
家
の
特
別
な
責
務
］

⒢　

検
察
官
は
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
被
告
人
が
有
罪
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
を
実
行
し
て
い
な
い
合
理
的
可
能
性
を
も
た
ら
す
信

用
で
き
る
重
大
な
新
証
拠
（new

, credible and m
aterial evidence

）
を
認
識
し
た
場
合
に
、
次
の
こ
と
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

⑴　

直
ち
に
、
し
か
る
べ
き
裁
判
所
ま
た
は
機
関
に
当
該
証
拠
を
開
示
す
る
こ
と

⑵　

検
察
官
の
管
轄
内
で
有
罪
判
決
が
得
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、

（
Ａ
）�　

裁
判
所
が
遅
延
を
認
め
な
い
限
り
、
当
該
証
拠
を
直
ち
に
被
告
人
に
開
示
す
る
こ
と
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二
八

（
Ｂ
）�　

被
告
人
が
実
際
に
行
な
っ
て
い
な
い
犯
罪
で
有
罪
を
言
渡
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
補
充
捜
査
を
遂
行
す
る

か
、
ま
た
は
そ
れ
が
遂
行
さ
れ
る
よ
う
合
理
的
に
努
め
る
こ
と

⒣　

検
察
官
は
、
被
告
人
が
当
該
管
轄
内
で
実
際
に
行
な
っ
て
い
な
い
犯
罪
で
有
罪
を
言
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
明
白
か
つ
説
得
的

な
証
拠
（clear and convincing evidence

）
を
認
識
し
た
場
合
に
、
有
罪
判
決
の
是
正
を
求
め
る
も
の
と
す
る（

（11
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
職
務
倫
理
規
程
に
倣
っ
て
、

被
告
人
の
無
実
を
示
す
証
拠
を
認
識
し
た
と
き
に
①
当
該
証
拠
を
裁
判
所
や
被
告
人
に
開
示
す
る
こ
と
、
及
び
②
有
罪
判
決
の
是
正
を

求
め
る
こ
と
を
検
察
官
に
義
務
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
を
『
Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
の
な
か
に
置
い

た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｂ
Ａ
は
「
無
辜
の
人
々
の
有
罪
判
決
を
回
避
及
び
是
正
す
る
義
務
は
、
検
察
官
の
職
務
上
の
義
務
の
な
か
で
最

も
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
下
で
「
こ
れ
ら
の
規
定
を

―
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
な
い
Ａ
Ｂ
Ａ
刑
事
司
法
基
準

で
は
な
く

―
職
務
行
為
規
程
の
な
か
に
含
め
る
こ
と
は
、検
察
官
が
こ
れ
ら
の
規
定
を
重
視
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
」と
し
た
う
え
で
、「
有
罪
判
決
を
不
正
に
獲
得
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
有
力
な
証
拠
を
意
図
的
に
無
視
し
た
法
律
家
に
対
し
て
懲

戒
処
分
を
課
す
可
能
性
を
明
示
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

❶
被
告
人
側
に
無
罪
証
拠
を
開
示
す
る
義
務

　

検
察
官
は
か
つ
て
よ
り
、
意
図
的
に
自
己
に
有
利
な
虚
偽
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
意
図

的
に
虚
偽
の
証
拠
を
作
出
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
自
ら
虚
偽
で
あ
る
と
認
識
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
そ
の
虚
偽
を
是
正
す
る
こ
と

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
ム
ー
ニ
ー
事
件
（M

ooney v. H
olohan

）
で
、
検
察
官
が
虚
偽
証
拠

を
意
図
的
に
使
用
す
る
と
と
も
に
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
を
隠
匿
し
た
こ
と
を
適
正
手
続
条
項
に
違
反
し
て
い
る
と
評
価
し（

（11
（

、
さ
ら
に
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ア
ル
コ
ル
タ
事
件
（A

lcorta v. T
exas

）
や
ネ
イ
プ
事
件
（N

apue v. Illinois

）
で
は
、
検
察
官
が
証
人
か
ら
虚
偽
の
供
述
を
積
極

的
に
引
き
出
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
証
言
に
含
ま
れ
て
い
る
虚
偽
が
是
正
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
適
正
手
続
条
項
の
違
反
に
当

た
る
と
し
て
い
る（

（12
（

。

　

ま
た
、
検
察
官
は
自
分
た
ち
が
掌
握
し
て
い
る
証
拠
・
情
報
に
つ
い
て
、
被
告
人
に
有
利
な
も
の
を
被
告
人
側
に
開
示
す
る
こ
と
を

要
請
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る（

（12
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
ブ
レ
ー
デ
ィ
事
件
（Brady v. M

aryland

）
で
、
被
告
人
側
が

検
察
官
の
手
持
ち
証
拠
の
開
示
を
要
求
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
検
察
官
が
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
を
隠
匿
す
る
こ
と
は
適
正
手
続
条

項
の
違
反
に
当
た
る
と
し（

（12
（

、
さ
ら
に
ア
ガ
ス
事
件
（A

gurs v. U
nited States

）
や
バ
グ
リ
ー
事
件
（U

nited States v. Bagley

）

で
は
、
た
と
え
被
告
人
側
か
ら
開
示
の
要
求
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
証
拠
を
開
示
さ
れ
た
な
ら
ば
手
続
の
結
果
が
異
な
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
合
理
的
な
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
も
検
察
官
は
当
該
証
拠
を
開
示
す
る
義
務
を
負
う
と
し
て
い
る（

（12
（

。

　

も
と
よ
り
、こ
れ
ら
の
義
務
が
主
と
し
て
公
判
審
理
の
公
正
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
も
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
証
拠
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
虚
偽
を
是
正
す
る
義
務
は
「
検
察
官
が
是
正
し
な
い
こ
と
が
悪
意
や
事
柄
を
わ
ず
か
に
毀
損

し
た
い
と
い
う
願
望
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
効
果
の
点
で
同
様
で
あ
り
、
実
際
に
公
正
と
み
な
さ
れ
う

る
公
判
そ
の
も
の
を
阻
害
す
る（

（12
（

」
と
い
う
考
え
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
検
察
官
の
手
持
ち
証
拠
を
被
告
人
側
に
開
示
す
る

義
務
も
「
検
察
官
が
、
被
告
人
側
が
請
求
し
た
証
拠
で
利
用
可
能
と
な
れ
ば
無
罪
判
決
又
は
科
刑
の
減
軽
に
つ
な
が
る
傾
向
の
あ
る
も

の
を
隠
匿
し
た
な
ら
ば
、
被
告
人
に
過
重
な
負
担
を
か
け
る
公
判
手
続
が
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う（

（12
（

」
こ
と
か
ら
、
当
該
証
拠
の
隠
匿
が

被
告
人
の
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
否
定
と
み
な
し
う
る
場
合
に
検
察
官
は
当
該
証
拠
の
開
示
義
務
を
憲
法
上
負
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る（

（12
（

。
し
か
る
に
、
有
罪
判
決
後
に
被
告
人
側
か
ら
出
さ
れ
る
無
実
の
主
張
は
、
公
判
審
理
に
お
け
る
手
続
の
公
正
を
問
題
視
す
る

よ
り
も
、
む
し
ろ
自
分
に
言
渡
さ
れ
た
有
罪
判
断
の
正
確
性
を
疑
問
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
判
審
理
の
公
正
を
期
す
べ
く
検
察
官
に
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課
さ
れ
て
い
る
義
務
を
有
罪
判
決
後
に
主
張
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
有
効
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
他
方
で
は
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
後
で
あ
っ
て
も
、
訴
追
側
証
拠
を
裁
判
所
や
被
告
人
に
知
ら
せ
る
義
務
を
検
察
官
に
課
す
こ

と
の
重
要
性
が
、
か
つ
て
よ
り
裁
判
所
の
な
か
で
認
識
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
パ
ウ
エ
ル
判
事
（Pow

ell, J.

）

は
イ
ン
ブ
ラ
ー
事
件
（Im

bler v. Pachtm
an

）
で
、
謀
殺
の
事
実
で
死
刑
を
言
渡
さ
れ
た
後
に
副
検
事
が
被
告
人
の
ア
リ
バ
イ
を
裏

づ
け
、
か
つ
訴
追
側
重
要
証
人
の
供
述
の
信
用
性
を
否
定
す
る
性
質
を
持
つ
証
拠
を
発
見
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
法
廷
意
見
の
脚
注
の

な
か
で
「
検
察
官
は
、
検
察
官
倫
理
に
よ
っ
て
、
後
に
得
ら
れ
た
情
報
や
そ
の
他
の
情
報
の
な
か
で
も
有
罪
判
決
の
正
確
性
に
疑
い
を

投
げ
か
け
る
も
の
を
し
か
る
べ
き
機
関
に
知
ら
せ
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
て
い
る（

（12
（

。
ま
た
、
連
邦
最
高
裁
判

所
は
バ
ン
ク
ス
事
件
（Banks v. D

retke

）
で
、
死
刑
囚
は
証
拠
開
示
の
請
求
を
裏
づ
け
る
事
実
を
明
示
し
て
い
な
い
と
認
定
し
て
有

罪
判
決
後
に
お
け
る
救
済
の
申
立
を
斥
け
た
控
訴
審
の
判
断
を
破
棄
し
て
ヘ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
に
よ
る
救
済
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ

で
は
、
重
要
証
人
が
情
報
提
供
者
で
あ
り
、
か
つ
事
実
認
定
で
も
量
刑
で
も
重
要
な
地
位
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
罪
判
決
後
の

手
続
で
検
察
官
が
、
重
要
証
人
は
情
報
提
供
者
で
は
な
い
と
い
う
虚
偽
の
供
述
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
申
立
人
は
「
重
要
証
人
に
関

す
る
証
拠
の
開
示
請
求
を
裏
づ
け
ら
れ
る
証
拠
を
提
出
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
示
し
て
い
る（

（12
（

」
と
し
た
う
え
で
「
少
な
く
と
も
科
刑
段

階
で
、
重
要
証
人
の
情
報
提
供
者
た
る
地
位
を
陪
審
が
無
視
し
て
い
た
の
で
、
被
告
人
が
公
平
な
裁
判
を
受
け
て
い
た
と
確
信
す
る
こ

と
は
殆
ど
で
き
な
い（

（12
（

」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
判
断
に
関
し
て
、
連
邦
第
四
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
の
ル
テ
ィ
ッ
グ
判
事
（Luttig, J.

）

は
ハ
ー
ベ
イ
事
件
（H

arvey v. H
oran

）
で
、
受
刑
者
が
有
罪
判
決
後
に
訴
追
側
の
手
持
ち
証
拠
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
を
有
し
て
い

る
か

―
と
り
わ
け
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
よ
う
に
無
罪
を
証
明
す
る
証
拠
が
受
刑
者
の
無
実
を
示
す
根
拠
と
な
り
う
る
か

―
と
い
う

問
題
に
判
断
を
下
す
際
に
「
被
告
人
が
絶
対
的
な
無
実
を
主
張
し
、
証
拠
を
補
充
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
の
情
況
及
び

公
判
で
被
告
人
に
不
利
益
な
方
向
に
導
い
た
証
拠
を
前
提
と
し
て
、
実
際
に
被
告
人
が
当
該
犯
罪
に
つ
い
て
無
実
で
あ
る
こ
と
を
確
証
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し
う
る
場
合
に
、
訴
追
側
が
、
自
由
を
剥
奪
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
証
拠
を
理
由
な
く
被
告
人
の
目
に
触
れ
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
憲

法
上
耐
え
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
…
公
正
と
真
実
を
第
一
に
重
視
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
無
罪
証
拠
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
否
定
さ
れ
る
こ
と

は
、
無
罪
証
拠
の
破
壊
と
ほ
ぼ
同
等
に
許
し
が
た
い
も
の
と
な
る（

（13
（

」
と
述
べ
た
う
え
で
「
公
判
前
の
あ
ら
ゆ
る
無
罪
証
拠
の
提
出
を
命

じ
た
基
本
的
公
正
の
原
則
が
、
公
判
審
理
以
降
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
限
り
な
く
限
定
さ
れ
た
証
拠
［
有
罪
判
決
後
に
お
け
る
、

あ
ら
ゆ
る
疑
い
を
超
え
て
無
罪
を
証
明
し
う
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果

―
筆
者
注
］
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
公
正
と
究
極

的
真
実
と
い
う
制
度
的
利
益
を
承
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（13
（

」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
法
曹
協
会
の
職
務
倫
理
委
員
会
は
、
二
〇
〇
六
年
の
報
告
書
で
「
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
に
対
し
て
［
有
罪
又
は

科
刑
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
］
証
拠
物
件
を
検
察
官
が
知
悉
し
、
か
つ
有
罪
判
決
以
前
に
利
用
で
き
た
に
も
拘
ら
ず
あ
ら
か
じ
め
開
示

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
当
該
証
拠
を
開
示
す
る
こ
と
」
を
要
請
す
る（

（13
（

に
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
判
例
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
「
検
察

官
は
、
有
罪
判
決
後
に
無
罪
証
拠
の
開
示
を
憲
法
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
被
告
人
が
有
罪
を
言
渡
さ
れ

る
前
に
利
用
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、
倫
理
上
の
開
示
義
務
が
生
じ
る
こ
と
は
明
白
な
は
ず
で

あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（13
（

。

　

な
お
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
は
「
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
被
告
人
が
有
罪
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
を

実
行
し
て
い
な
い
合
理
的
可
能
性
を
も
た
ら
す
信
用
で
き
る
重
大
な
新
証
拠
を
認
識
し
た
場
合
に
「
し
か
る
べ
き
裁
判
所
ま
た
は
機
関

に
当
該
証
拠
を
開
示
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
る（

（13
（

。
こ
の
規
定
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｂ
Ａ
は
「
有
罪
が
言
渡
さ
れ
て
い
る
法
域
以
外
の
と
こ

ろ
に
勤
め
る
検
察
官
が
重
大
な
新
証
拠
を
認
識
し
た
場
合
に
、⒢
項
は
裁
判
所
又
は

―
有
罪
が
言
渡
さ
れ
た
法
域
の
主
任
検
察
官
な

ど

―
そ
の
他
の
機
関
に
開
示
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
検
察
官
が
務
め
る
管
轄
内
で
有
罪
が
言
渡
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
⒢
項
は

検
察
官
に
対
し
て
、
証
拠
を
吟
味
し
、
被
告
人
が
実
際
に
無
実
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
補
充
捜
査
を
遂
行
す
る
か
、
又
は
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し
か
る
べ
き
他
機
関
に
必
要
な
捜
査
を
遂
行
し
て
も
ら
え
る
よ
う
合
理
的
に
努
め
た
う
え
、速
や
か
に
裁
判
所
及
び

―
法
律
が
許
容

し
た
遅
延
の
な
い
場
合
で
あ
れ
ば

―
被
告
人
に
開
示
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る（

（13
（

。
ま
た
Ａ
Ｂ
Ａ
は
、
被
告
人
に

よ
る
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
の
行
使
を
保
障
す
る
観
点（

（13
（

よ
り
「
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
て
い
る
被
告
人
へ
の
開
示
は
弁
護
人
を

通
じ
て
行
い
、
被
告
人
が
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
て
い
な
い
事
件
で
あ
れ
ば
、
通
常
、
被
告
人
が
手
続
で
あ
ろ
う
法
的
手
段
を
と
れ
る

よ
う
、
弁
護
人
の
選
任
を
裁
判
所
に
求
め
る
こ
と
が
伴
う
で
あ
ろ
う
」
と
も
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（13
（

。

❷
誤
っ
た
有
罪
判
決
に
対
す
る
是
正
措
置
を
求
め
る
義
務

　

そ
の
他
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
は
「
被
告
人
が
当
該
管
轄
内
で
実
際
に
行
な
っ
て
い
な
い
犯
罪
で
有
罪

を
言
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
明
白
か
つ
説
得
的
な
証
拠
（clear and convincing evidence

）
を
認
識
し
た
場
合
に
、
有
罪
判
決

の
是
正
を
求
め
る
」
こ
と
を
検
察
官
に
義
務
づ
け
て
い
る
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ａ
は
注
釈
の
な
か
で
、
無
罪
証
拠
を
開
示

す
る
こ
と
の
ほ
か
、
被
告
人
の
た
め
に
弁
護
人
の
選
任
を
裁
判
所
に
要
求
す
る
こ
と
、
被
告
人
が
有
罪
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
を

実
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
検
察
官
が
知
悉
し
て
い
る
こ
と
を
裁
判
所
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る（

（13
（

。

　

ま
た
、
有
罪
判
決
後
に
お
け
る
科
学
鑑
定
に
つ
い
て
、
全
米
の
あ
ら
ゆ
る
法
域
で
施
行
さ
れ
て
い
る
法
律
の
下
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
存

在
を
め
ぐ
る
生
物
学
的
証
拠
の
鑑
定
又
は
再
鑑
定
を
申
し
立
て
る
権
利
を
一
定
の
被
告
人
に
保
障
し
て
い
る
が（

（13
（

、
他
方
で
、
こ
の
よ
う

な
権
利
を
被
告
人
側
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
る
前
提
と
し
て
、
当
該
試
料
を
鑑
定
の
た
め
に
利
用
で
き
る
状
態
に
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。
そ
こ
で
、
多
く
の
法
域
で
は
、
証
拠
の
保
存
に
関
す
る
規
定
を
通
じ
て
、
科
学
鑑
定
に
協
力
す

る
義
務
を
国
家
機
関
に
課
し
て
い
る（

（14
（

。
例
え
ば
連
邦
法
域
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
施
行
さ
れ
た
『
無
実
の
者
を
保
護
す
る
法
律

（Innocence Protection A
ct of 2004

）』
の
な
か
で
「
連
邦
政
府
は
、
被
告
人
が
連
邦
犯
罪
で
拘
禁
刑
を
言
渡
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、

当
該
犯
罪
の
捜
査
又
は
訴
追
の
な
か
で
入
手
し
た
生
物
学
的
証
拠
を
保
存
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
規
定
を
置
い
て
い
る（

（14
（

。
ま
た
、
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Ａ
Ｂ
Ａ
が
二
〇
〇
六
年
に
採
択
し
た
『
Ｄ
Ｎ
Ａ
証
拠
に
関
す
る
基
準
（A

BA
 Standards for D

N
A

 Evidence

）』
も
「
謀
殺
、
強
姦

そ
の
他
重
大
犯
罪
の
訴
追
に
至
っ
た
捜
査
の
な
か
で
得
ら
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
証
拠
を
含
む
物
件
及
び

―
少
な
く
と
も
得
ら
れ
た
場
合
に

―
当
該
証
拠
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
は
、
起
訴
さ
れ
た
す
べ
て
の
者
が
有
罪
を
言
渡
さ
れ
、
又
は
当
該
犯
罪
を
構
成
す
る
行
為
を
実

行
し
た
と
認
定
さ
れ
、
及
び
彼
ら
が
上
訴
手
段
を
使
い
果
た
し
て
刑
に
服
す
る
ま
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
証
拠
を
保
存
す
る
方
法
で
保
管
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
証
拠
を
含
む
物
件
の
特
定
部
位
の
保
存
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
該
物
件
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
証
拠
を
含
ん
で
い
る

部
分
の
代
表
的
な
サ
ン
プ
ル
を
得
ら
れ
る
よ
う
合
理
的
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て（

（14
（

、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
可
能
と
す
る
方
法
で
証
拠

物
件
を
保
存
す
る
こ
と
を
検
察
官
に
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、誤
っ
た
有
罪
判
決
に
対
す
る
是
正
措
置
を
求
め
る
義
務
を
検
察
官
に
課
す
こ
と
に
つ
い
て
、例
え
ば
ユ
ヴ
ィ
ラ
ー（H

. 
Richard U

viller

）
教
授
は
「
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
後
に
、
検
察
官
は
当
事
者
の
姿
勢
を
維
持
し
て
令
状
の
申
立
や
判
断
に
か
か
わ

る
訴
え
を
撃
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（14
（

」
と
す
る
一
方
で
「
判
断
後
の
申
立
が
事
実
認
定
の
問
題
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
検
察
官
は
公
判
前
の
態
勢
に
立
ち
返
っ
て
、
中
立
性
が
再
び
現
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（14
（

」
と
い
う
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
ユ
ヴ
ィ
ラ
ー
教
授
は
、
重
要
証
人
が
主
張
を
改
め
た
と
か
、
捜
査
官
が
他
の
事
件
で
証
拠
を
捏
造
し
て
い
る
と
か
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
通
じ
て
被
告
人
の
無
実
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
っ
た
主
張
に
対
し
て
、
検
察
官
は
「
中
立
的
な
捜
査
官
の
役
割
」
を
引

き
受
け
て
十
全
か
つ
中
立
的
な
捜
査
が
新
た
に
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
も
当
該
主
張
が
正
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
有
罪
判
断

を
取
り
消
す
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
正
当
な
根
拠
が
あ
る
場
合
に
有
罪
判
決
の
誤
り
を
是
正
す
る
方

策
を
裁
判
所
に
促
す
こ
と
は
「
民
衆
を
代
表
す
る
者
」
及
び
「
司
法
の
廉
潔
性
を
保
障
す
る
者
」
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で

あ
る（

（14
（

。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
教
授
も
、
有
罪
判
決
後
に
お
け
る
訴
追
裁
量
の
行
使
を
規
律
す
る
規
定
が
当
時
の
職
務
倫
理
規
程
に
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
つ
と
に
連
邦
最
高
裁
判
所
が
ヤ
ン
グ
事
件
（Y

oung v. U
nited States

）
で
「
政
府
の
法
執
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行
官
に
対
す
る
公
衆
の
信
頼
は
、
彼
ら
が
沈
黙
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
誤
判
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
と
き
に
、
迅
速

に
誤
り
を
告
白
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
…
秩
序
あ
る
社
会
を
促
進
す
る
結
果
を
達
成
す
る
と
い
う
公
益
は
す
べ
て
の
刑
事
訴
訟

で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
利
益
は
、
裁
判
所
並
び
に
法
執
行
官
の
考
慮
と
保
護
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と（

（14
（

や
連
邦
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
が
パ
ー
テ
ィ
事
件
（H

ouston v. Partee

）
で
「［
検
察
官
］
は
裁
判
所
の
官
憲
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
有
罪
証
拠
の
隠
匿
や
当
該
証
拠
の
存
在
に
関
す
る
意
図
的
な
虚
偽
は
き
わ
め
て
深
刻
な
問
題
を
提
起
す
る
」
と
述

べ
て
い
る
こ
と（

（14
（

を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
有
罪
判
決
が
不
正
に
得
ら
れ
た
場
合
に
エ
ラ
ー
を
告
白
す
る
義
務
や
有
罪
判
決
後
に
被
告
人

が
無
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
に
是
正
を
求
め
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（14
（

。

⑶　

新
公
判
の
申
立
の
受
理
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
立

　

合
衆
国
で
は
一
般
的
に
、
無
罪
判
決
に
対
し
て
検
察
官
が
上
訴
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
合
衆
国
憲
法
第
五

修
正
は
「
何
人
も
、
同
一
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
重
ね
て
生
命
ま
た
は
身
体
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い（

（14
（

」
と
し
て
、
同
一
の
犯

罪
に
対
す
る
訴
追
・
処
罰
の
蒸
し
返
し
を
禁
止
し
て
い
る
。こ
の
点
に
関
し
て
は
、「
法
に
違
反
し
た
者
を
有
罪
に
す
る
機
会
を
一
度
だ

け
検
察
官
に
与
え
、
そ
の
一
度
の
機
会
の
な
か
で
立
証
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
主
張
を
網
羅
さ
せ
た
う
え
で
、
裁
判
権
を
持

っ
た
裁
判
所
が
無
罪
判
決
を
下
せ
ば
、
被
告
人
が
正
式
事
実
審
理
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
苦
難
を
受
け
な
い
反
射
利
益
を
憲
法
上
保
護

し
て
、
も
は
や
検
察
官
に
被
告
人
を
有
罪
に
す
る
第
二
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
不
公
正
な
こ
と
と
し
て
排
除
す
る
」
と
い
う
〝
二
重

の
危
険
（double jeopardy

）〟
の
本
質
的
な
意
味（

（15
（

に
照
ら
し
て
、
検
察
官
上
訴
を
媒
介
と
し
て
再
度
の
正
式
事
実
審
理
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
で
事
実
問
題
や
法
律
問
題
の
争
点
が
再
度
蒸
し
返
さ
れ
、
被
告
人
に
有
罪
が
言
渡
さ
れ
る
潜
在
的
可
能
性
に
置
か
れ
る
こ
と

が
阻
止
さ
れ
て
い
る（

（15
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
新
公
判
の
申
立
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
容
さ
れ
た
な
ら
ば
、
有
罪
を
言
渡
し
た
公
判
審
理
は
開
か
れ
な
か
っ
た
も



検察官の公訴官的地位と「無辜の不処罰」を保障する義務

三
五

の
と
し
て
扱
わ
れ
、
事
件
の
真
相
は
新
た
な
審
理
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（15
（

。
実
際
に
裁
判
所
が
新
公
判
を
認
め
た
場
合
に

お
け
る
検
察
官
の
対
応
と
し
て
、
検
察
官
が
再
度
の
有
罪
判
決
を
見
込
め
な
い
と
判
断
し
て
有
罪
立
証
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が（

（15
（

、
一
部
の
法
域
で
は
、
そ
の
他
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
新
公
判
の
申
立
を
認
容
す
る
裁
判
所
の
判
断
に

対
し
て
検
察
官
が
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
連
邦
法
典
第
一
八
編
三
七
三
一
条
［
以
下
、〝
第
三
七
三
一
条
〟

と
す
る
］
は
「
刑
事
事
件
で
合
衆
国
に
よ
る
上
訴
は
、
憲
法
の
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
が
そ
の
後
の
訴
追
を
禁
止
し
て
い
る
場
合
に
上

訴
で
き
な
い
こ
と
を
除
き
、
地
方
裁
判
所
が
正
式
起
訴
（indictm

ent

）
又
は
通
告
起
訴
（inform

ation

）
を
取
り
消
す
か
、
も
し
く

は
有
罪
評
決
又
は
判
決
の
後
に
新
公
判
を
認
め
る
判
断
、
判
決
又
は
命
令
を
下
し
た
こ
と
に
対
し
て
裁
判
所
に
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き

る（
（15
（

」
と
し
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
法
域
に
よ
っ
て
は
「
新
公
判
を
認
め
る
事
実
審
裁
判
所
の
命
令
は
…
直
接
上
訴
で
き
る
も
の
と
す
る（

（15
（

」 

と
か
、「
裁
判
所
の
命
令
が
［
新
し
い
公
判
を
認
め
る
］
な
ら
ば
、
州
は
刑
事
事
件
で
裁
判
所
の
命
令
に
対
し
て
上
訴
す
る
権
利
を
有
す

る（
（15
（

」
な
ど
と
い
っ
た
規
定
を
設
け
て
新
公
判
を
認
め
る
裁
判
所
の
判
断
に
対
す
る
不
服
申
立
を
検
察
官
に
許
容
し
て
い
る
。

　

本
来
的
に
、
第
三
七
三
一
条
は
「
政
府
に
よ
る
上
訴
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
法
律
上
の
障
壁
を
取
り
除
い
て
、
憲
法
が
許
容
す
る
限
り

上
訴
を
許
容
す
る
こ
と
」
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
あ
り（

（15
（

、
一
九
八
四
年
に
制
定
さ
れ
た
『
包
括
的
犯
罪
抑
制
法
（Com

prehensive 
Crim

e Control A
ct of 1984

）』
の
な
か
で
検
察
官
が
上
訴
で
き
る
判
断
の
な
か
に
「
有
罪
評
決
又
は
判
決
の
後
に
新
公
判
を
認
め
る

判
断
、
判
決
又
は
命
令
」
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

（15
（

。
も
と
よ
り
、
第
三
七
三
一
条
の
文
言
に
あ
る
よ
う
に
、
検
察
官
は
裁
判

所
の
判
断
に
対
し
て
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
に
抵
触
す
る
よ
う
な
上
訴
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、「
有
罪
評
決
又

は
判
決
の
後
に
新
公
判
を
認
め
る
判
断
、
判
決
又
は
命
令
」
に
つ
い
て
は
、
仮
に
訴
追
側
の
異
議
申
立
が
認
め
ら
れ
て
、
新
公
判
を
命

じ
る
判
断
が
覆
っ
た
と
し
て
も
、
上
訴
審
は
単
に
事
実
審
の
評
決
又
は
判
断
を
回
復
さ
せ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
二
重
の
危
険
が
生
じ

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（15
（

。
そ
の
点
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
事
件
（U

nited States v. W
ilson

）
で
、
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「
複
数
の
処
罰
又
は
成
功
裡
の
訴
追
の
お
そ
れ
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
に
違
反
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
上

訴
審
が
被
告
人
に
第
二
の
審
理
を
与
え
な
い
で
あ
ろ
う
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
…
被
告
人
に
有
利
な
命
令
は
憲
法
上
、
政
府
に
よ
っ
て
上

訴
さ
れ
う
る（

（16
（

」
と
し
た
う
え
で
「［
有
罪
評
決
後
の
］
段
階
で
法
律
上
の
エ
ラ
ー
を
是
正
す
る
こ
と
は
新
公
判
を
検
察
官
に
認
め
る
こ
と

に
な
ら
な
い
し
、
伝
統
的
に
訴
追
の
蒸
し
返
し
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
き
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
被
告
人
に
与
え
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、事
実
認
定
者
に
よ
っ
て
有
罪
評
決
が
下
さ
れ
た
後
に
裁
判
官
が
被
告
人
に
有
利
な
判
断
を
下
し
た
と
き
に
、

政
府
は
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
に
抵
触
す
る
こ
と
な
く
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（16
（

」
と
し
、
さ
ら
に
、
連
邦
第
一
〇
巡
回
区
控
訴
裁
判

所
は
ウ
ッ
ド
事
件
（U

nited States v. W
ood

）
で
、「
政
府
は
［
本
件
訴
因
］
に
関
す
る
陪
審
の
有
罪
評
決
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
の
で
…
政
府
の
上
訴
は
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
が
成
功
し
て
い
る
訴
追
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
な
い
」と
し
て
、

被
告
人
に
新
公
判
を
認
め
る
連
邦
地
方
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
検
察
官
が
上
訴
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
適
切
に
管
轄
権
を
有
し
て

い
る
と
判
断
し
て
い
る（

（16
（

。

　

た
だ
し
、
検
察
官
に
よ
る
上
訴
が
「
有
罪
の
判
決
又
は
評
決
の
回
復
を
求
め
て
い
る
も
の
」
と
し
て
適
法
と
な
る
た
め
に
は
、
有
罪

判
決
が
破
棄
さ
れ
た
と
し
て
も
な
お
検
察
官
の
主
張
が
優
勢
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る（

（16
（

。
か
つ
て
よ
り
、
連
邦
最
高
裁
判

所
は
マ
ー
テ
ィ
ン
事
件
（U

nited States v. M
artin Linen Supply Co.

）
な
ど
で
「
政
府
の
上
訴
に
成
功
し
て
い
る
訴
追
へ
の
脅
威

は
存
在
し
な
い
場
合
に
、
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
は
侵
害
さ
れ
て
い
な
い（

（16
（

」
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
。
連
邦
の
下
級
裁
判
所
で
も
、
例

え
ば
連
邦
第
三
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
シ
ェ
ー
ン
ハ
ッ
ト
事
件
（U

nited States v. Schoenhut

）
で
「
政
府
が
上
訴
の
な
か
で
優

勢
で
あ
る
な
ら
ば
、
陪
審
の
有
罪
評
決
が
回
復
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
ほ
か
、
ウ
ゾ
リ
ノ
事
件
（U

nited States v. U
zzolino

）

で
も
「
政
府
が
上
訴
に
関
し
て
優
勢
で
あ
れ
ば
本
件
で
新
公
判
は
求
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う（

（16
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
連
邦
法
域
で
検
察
官
が
「
有
罪
評
決
又
は
判
決
の
後
に
新
公
判
を
認
め
る
判
断
、
判
決
又
は
命
令
」
に
対
し
て
上
訴
で
き
る
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よ
う
に
な
る
以
前
は
、
そ
れ
ら
の
判
断
に
対
し
て
検
察
官
が
上
訴
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
見
解
が
支
配
的
で
あ
っ
た
点（

（16
（

も
見

逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
連
邦
法
典
第
二
八
編
一
二
九
一
条
［
以
下
、〝
第
一
二
九
一
条
〟
と
す
る
］
は
「
控
訴
裁
判
所

（
連
邦
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
を
除
く
）
は
連
邦
地
方
裁
判
所
、
連
邦
パ
ナ
マ
運
河
地
帯
地
区
裁
判
所
、
グ
ア
ム
準
州
地
方
裁
判
所
並
び
に

ヴ
ァ
ー
ジ
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
地
方
裁
判
所
の
あ
ら
ゆ
る
最
終
的
な
判
断
に
対
す
る
上
訴
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
。
…
」（

（16
（
［
傍
線
は
白

井
］
と
規
定
し
、
一
般
的
に
、
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
上
訴
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
当
該
判
断
が

―
「
事
件
の
実
体
に

関
し
て
当
事
者
間
の
争
い
が
終
結
し
、決
定
し
た
こ
と
を
行
政
府
に
よ
っ
て
執
行
す
る
こ
と
以
外
に
何
も
す
べ
き
こ
と
が
な
く
な
っ
た（

（16
（

」

と
い
う
意
味
に
お
け
る

―
最
終
的
な
判
断
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

（16
（

。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
連
邦
第
三
巡
回
区
控

訴
裁
判
所
は
デ
ィ
オ
ー
ル
事
件
（U

nited States v. D
ior

）
で
、「
刑
事
事
件
で
新
公
判
を
認
め
る
地
方
裁
判
所
の
命
令
は
最
終
的
な

判
断
で
は
な
い
。
そ
れ
は
起
訴
状
の
な
か
に
記
載
さ
れ
た
犯
罪
に
つ
い
て
被
告
人
の
有
罪
／
無
罪
と
い
う
究
極
の
問
題
を
解
決
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
し
て
刑
を
決
定
す
る
も
の
で
も
な
い
」
と
述
べ
て
、
新
公
判
を
命
じ
る
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
検
察
官
が
上
訴
す

る
権
限
を
否
定
し
て
い
る（

（17
（

。
そ
こ
で
は
と
り
わ
け
、
中
間
的
（interlocutory

）
あ
る
い
は
部
分
的
（piecem

eal

）
な
上
訴
の
審
査
を

回
避
す
る
連
邦
の
ポ
リ
シ
ー
は
「
遅
延
が
し
ば
し
ば
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
機
能
を
阻
害
す
る
刑
事
事
件
で
と
く
に
効
果
を
持

つ
」
こ
と
を
考
慮
す
る
と
と
も
に（

（17
（

、「
第
三
七
三
一
条
は
第
一
二
九
一
条
の
下
で
上
訴
を
受
理
す
る
権
限
を
拡
張
す
る
も
の
で
は
な
い（

（17
（

」

と
認
識
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
連
邦
議
会
は
新
公
判
を
認
め
る
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
た
と
え
最
終
的
な
判
断
と
は
い
え
な
い
と
し
て
も
、

第
三
七
三
一
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
も
の
に
含
め
る
こ
と
で
上
訴
可
能
な
も
の
と
し
て
い
る
が
、
法
域
の
な
か
に
は
、
第
三
七
三
一
条

の
適
用
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
に
消
極
的
な
姿
勢
を
示
す
と
こ
ろ
も
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
ア
ラ
ス
カ
州
控
訴
裁
判
所
は
ウ
ォ
ー
カ
ー
事
件
（State v. W

alker
）
で
、「
刑
事
事
件
に
お
け
る
州
の
上
訴
権
が
合
衆
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国
憲
法
及
び
ア
ラ
ス
カ
州
憲
法
に
お
け
る
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
除
い
て
、
上
訴
裁
判
所
へ
の
上

訴
は
当
該
管
轄
区
域
内
の
す
べ
て
の
訴
訟
及
び
手
続
に
お
け
る
権
利
の
問
題
で
あ
る
」
と
定
め
た
ア
ラ
ス
カ
州
法（

（17
（

が
（
連
邦
法
典
の
） 

第
三
七
三
一
条
を
根
拠
と
し
、（
連
邦
法
典
の
）第
三
七
三
一
条
が
明
ら
か
に
最
終
的
な
も
の
で
は
な
い
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
も
連

邦
政
府
に
よ
る
上
訴
を
許
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
連
邦
法
典
は
最
終
判
断
で
あ
る
こ
と
を
上
訴
の
条
件
と
す
る
ル
ー
ル
を
廃

止
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
単
に
当
該
ル
ー
ル
の
特
別
な
例
外
を
つ
く
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
理
解
し
て
い
る（

（17
（

。
そ
し
て
ア
ラ

ス
カ
州
法
も
、
立
法
手
続
に
よ
っ
て
刑
事
事
件
に
お
け
る
州
の
権
利
を
拡
大
す
る
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、
立
法
の
経
緯

か
ら
、
立
法
者
が
刑
事
事
件
に
お
け
る
最
終
判
断
ル
ー
ル
か
ら
国
家
を
除
外
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
な
く（

（17
（

、
む
し
ろ
、

か
つ
て
か
ら
確
立
さ
れ
て
い
た
「
州
は
…
州
又
は
連
邦
の
憲
法
の
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
に
よ
っ
て
［
公
判
又
は
］
再
審
理
が
禁
止
さ

れ
る
場
合
を
除
い
て
…
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
公
判
審
理
の
あ
ら
ゆ
る
不
利
益
な
最
終
判
断
…
に
対
し
て
上
訴
で
き
る
」
と
い
う
ル
ー
ル（

（17
（

 

を
再
び
確
立
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と（

（17
（

を
確
認
し
た
う
え
で
「
本
件
で
新
公
判
を
認
め
る
裁
判
官
の
命
令
は
最
終
的
な
も
で

な
い
の
で
、
州
は
そ
れ
に
上
訴
す
る
権
利
を
持
た
な
い
」
と
判
じ
て
い
る（

（17
（

。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
州
で
も
、
根
拠
規
定
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
新
公
判
を
認
め
る
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
検
察
官
が
上
訴
す
る

こ
と
を
許
さ
な
い
と
こ
ろ
が
現
在
で
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
バ
ー
モ
ン
ト
州
で
は
「
情
況
に
よ
っ
て
司
法
の
権
限
が
存
在
し
な
い
場

合
に
非
常
救
済
を
申
し
立
て
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
、
新
公
判
を
認
め
た
こ
と
に
対
す
る
上
訴
を
認
め
る
余
地
は
手

続
的
に
存
在
し
な
い（

（17
（

」
と
し
て
、
新
公
判
を
認
め
た
裁
判
所
の
判
断
に
対
す
る
検
察
官
の
上
訴
は
許
さ
れ
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
も
「［
州
法
］
の
下
で
刑
事
事
件
に
お
け
る
新
公
判
を
認
め
た
こ
と
に
対
す
る
上
訴
が
許
さ
れ
て
い
な
い（

（18
（

」
と
い

わ
れ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
レ
ゴ
ン
州
も
、
判
断
又
は
命
令
を
審
査
す
る
方
法
が
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
「［
州
法
］
は
上
訴
で
き
る
命
令
を
排
他
的
に
列
挙
し
て
い
な
い
と
い
う
前
提
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
い（

（18
（

」
と
し
、
そ
の
う
え
で
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「［
州
法
］
は
新
公
判
を
認
め
る
一
定
の
命
令
が
上
訴
可
能
と
な
る
こ
と
を
当
然
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
法
律
の
文
言
は
明

ら
か
に
『
職
権
で
（on its ow

n initiative

）
新
公
判
を
認
め
る
事
実
審
の
命
令
』
の
み
に
言
及
し
て
い
る（

（18
（

」
の
で
「
被
告
人
に
新
公

判
を
認
め
た
事
実
審
の
命
令
は
上
訴
で
き
な
い（

（18
（

」
と
結
論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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な
お
、こ
れ
ら
の
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介
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献
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、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
119
）M

ooney v. H
olohan, 294 U

.S. 103, 112-13

（1935

）.

（
120
）A

lcorta v. T
exas, 355 U

.S. 28

（1957

）; N
apue v. Illinois, 360 U

.S. 264
（1959
）.
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（
121
）
合
衆
国
に
お
け
る
証
拠
開
示
義
務
の
動
向
に
つ
い
て
、
酒
巻
匡
『
刑
事
証
拠
開
示
の
研
究
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
）、
伊
藤
睦
「
被
告
人

に
有
利
な
証
拠
を
得
る
権
利
」
小
田
中
聰
樹
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
民
主
主
義
法
学
・
刑
事
法
学
の
展
望　

上
巻
』
二
六
六
頁
以
下
（
日
本

評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
）
ほ
か
参
照
。

（
122
）Brady v. M

aryland, 373 U
.S. 83

（1963

）.

（
123
）A

gurs v. U
nited States, 427 U

.S. 97

（1976

）; U
nited States v. Bagley, 473 U

.S. 667, 682

（1985

）.

（
124
）N

apue v. Illinois, 360 U
.S. at 269-70.

（
125
）Brady v. M

aryland, 373 U
.S. at 87.

（
126
）A

gurs v. U
nited States, 427 U

.S. at 107.

（
127
）Im

bler v. Pachtm
an, 424 U

.S. 409, 427 n. 25

（1976

）.

（
128
）Banks v. D

retke, 540 U
.S. 668, 698

（2004

）.

（
129
）Id. at 702.

（
130
）H

arvey v. H
oran, 285 F.3d 298, 318

（4
th Cir. 2002

）.

（
131
）Id. at 317.

（
132
）See T

he Com
m

ittee on Professional Responsibility, Proposed Professional E
thics R

ules, 61 R
eco

rd A
ssn. B. C

it
y N

.Y
. 

69, 72

（2006

）.

（
133
）See id. at 77.

（
134
）A

m
erica

n B
a

r A
sso

cia
t

io
n, A

BA
 M

o
d

el R
u

les o
f P

ro
fessio

n
a

l C
o

n
d

u
ct, Rule 3.8 ⒢

 ⑴
.

（
135
）Id. Rule 3.8, com

m
ent ［7

］.
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（
136
）Id. Rule 4.2 &

 4.3.
（
137
）Id. Rule 3.8, com

m
ent ［7

］.

（
138
）Id. Rule 3.8, com

m
ent ［8

］.

（
139
）See C

a
ssid

y, supra note 97, at 120.

（
140
）See id. at 119.

（
141
）In

n
o

cen
ce P

ro
t

ect
io

n A
ct o

f 2004, 18 U
.S.C. 

§3600A
 ⒜

. 

な
お
、
そ
こ
で
定
め
ら
れ
て
い
る
〝
生
物
学
的
証
拠
〟
と
は
、
性
犯
罪

の
鑑
定
キ
ッ
ト
や
精
液
、
血
液
、
唾
液
、
毛
髪
、
皮
膚
組
織
又
は
そ
の
他
の
特
定
さ
れ
た
生
物
学
的
物
件
の
こ
と
で
あ
る
。See 18 U

.S.C.  

§3600A
 ⒝

. 

も
っ
と
も
現
実
的
に
、
す
べ
て
の
刑
事
事
件
に
お
け
る
証
拠
を
す
べ
て
保
存
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
の
資
源
が
消
耗
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
法
域
で
は
、
証
拠
を
保
存
す
る
事
件
や
そ
の
期
間
に
限
定
を
加
え
て
い
る
。See C

a
ssid

y, supra 

note 97, at 119-20.　

例
え
ば
連
邦
法
は
、
①
有
罪
判
決
が
確
定
し
、
被
告
人
側
で
直
接
的
な
不
服
申
立
て
手
段
を
使
い
果
た
し
た
の
ち
に
、

当
該
生
物
学
的
証
拠
が
破
壊
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
告
知
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
一
八
〇
日
以
内
に
申
立
を
し
な
か
っ
た
と
き
、
②
当
該
証
拠

が
正
当
な
所
有
者
に
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
サ
イ
ズ
・
大
き
さ
な
ど
物
理
的
特
徴
の
ゆ
え
に
現
実
的
に
保
有
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
、
③
当
該
生
物
学
的
証
拠
が
既
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
用
い
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
当
該
証
拠
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
被
告
人
の
も

の
と
一
致
し
て
い
た
と
き
に
は
、
当
該
証
拠
の
保
存
に
関
す
る
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。See 18 U

.S.C. 

§3600A
 ⒞

.

（
142
）A

m
erica

n B
a

r A
sso

cia
t

io
n, S

t
a

n
d

a
rd

s fo
r DNA




 E
v

id
en

ce, Standard 2.6 ⒝
.

（
143
）H

. Richard U
viller, T

he N
eutral Prosecutor: T

he O
biligation of D

ispassion in a Passionate Pursuit, 68 F
o

rd
h

a
m L. 

R
ev. 1695, 1704

（2000

）.

（
144
）Id. at 1704.
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（
145
）Id. at 1704-05.

（
146
）Y

oung v. U
nited States, 315 U

.S. 257, 258-59

（1942

）.

（
147
）H

ouston v. Partee, 978 F.2d 362, 369

（7
th Cir. 1992

）.

（
148
）Bruce A

. Green, Prosecutorial E
thics as U

sual, ［2003

］ U. Ill. L. R
ev. 1573, 1590-91

（2003

）.

（
149
）U

.S. C
o

n
st

it
u

t
io

n, A
m

en
d. V

.

（
150
）
さ
し
あ
た
り
、
髙
倉
新
喜
「
検
察
官
上
訴
の
研
究

―
二
重
の
危
険
の
原
理
の
観
点
か
ら

―
」
北
大
法
学
研
究
科
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
サ
ー

チ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
号
八
九
頁
（
一
九
九
四
年
）
ほ
か
参
照
。

（
151
）
髙
倉
・
前
掲
注（
150
）・
八
九
頁
以
下
参
照
。

（
152
）
三
井
・
前
掲
注（
28
）・
四
〇
頁
参
照
。

（
153
）
三
井
・
前
掲
注（
28
）・
四
〇
頁
参
照
。

（
154
）F

ed
era

l C
rim

in
a

l A
ppea

ls A
ct, 18 U

.S.C. 
§3731.

（
155
）C

o
lo. R

ev. S
t

a
t. A

n
n. 

§16-12-102 ⑴
.

（
156
）T

ex. C
o

d
e C

rim. P
ro

c. A
n

n. 

§44.01 ⒜
.

（
157
）See, e.g., U

nited States v. W
ilson, 420 U

.S. 332, 337
（1975

）; U
nited States v. D

iFrancesco, 449 U
.S. 117, 131

（1980

）.

（
158
）C

o
m

preh
en

siv
e C

rim
e C

o
n

t
ro

l A
ct, Public Law

 N
o. 98-473, 

§ 205, 98 Stat. 1986 

（1984

）. See also State v. W
alker, 887 

P.2d 971, 975

（A
laska 1994

）.

（
159
）See M

argaret D
. M

cGaughey, W
hen the U

nited States Loses in a Crim
inal Cases: T

he G
overnm

ent A
ppeal Process, 18 

J. A
pp. P

ra
c. &

 P
ro

cess 297, 299

（2017

）.
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（
160
）U

nited States v. W
ilson, 420 U

.S. 332, 344

（1975

）.
（
161
）Id. at 352-53.

（
162
）U

nited States v. W
ood, 958 F.2d 963

（10
th Cir. 1992

）.

（
163
）See generally, U

nited States v. U
zzolino, 651 F.2d 207, 212 n.6

（3
rd Cir. 1981

）, cert. denied, 454 U
.S. 865

（1981

）.

（
164
）See, e.g, U

nited States v. M
artin Linen Supply Co., 430 U

.S. 564, 569-70

（1977

）; U
nited States v. D

iFranceson, 449 U
.S. 

at 132. 

（
165
）U

nited States v. U
zzolino, 651 F.2d at 212.

（
166
）See, e.g., U

nited States v. A
lberti, 568 F.2d 617

（2
nd Cir. 1977

）; U
nited States v. T

aylor, 544 F.2d 347

（8
th Cir. 1976

）. See 

also State v. W
alker, 887 P.2d 971, 975

（A
laska 1994

）.

（
167
）U

n
it

ed S
t

a
t

es C
o

d
e: C

o
u

rt
s o

f A
ppea

l, 28 U
.S.C. 

§1291

（1958

）.

（
168
）Parr v. U

nited States, 351 U
.S. 513, 518

（1956

）, quoting St. Louis, Iron M
ountain Southern R. Co. V

. Southern Express 

Co., 108 U
.S. 24, 28

（1883

）.

（
169
）See, e.g., A

bney v. U
nited States, 431 U

.S. 651
（1977
）.

（
170
）U

nited States v. D
ior, 671 F.2d 351, 354

（3
rd Cir. 1982

）.

（
171
）Id. at 354.

（
172
）Id. at 355.

（
173
）A

la
sk

a S
t

a
t

u
t

e, 

§22-07.020 ⒟
 ⑵

（2007

）.

（
174
）State v. W

alker, 887 P.2d at 975.
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（
175
）Id. at 975.

（
176
）See State v. M

ichael, 634 P.2d 383

（A
laska 1981

）.

（
177
）State v. W

alker, 887 P.2d at 976.

（
178
）Id. at 976.

（
179
）State v. Forte, 572 A

.2d 941, 941-42

（V
t. 1990

）; State v. O
ren, 627 A

.2d 337, 340

（V
t. 1993

）.

（
180
）State v. T

hurm
ond, 393 S.E.2d 518

（Ga. 1990

）. See also State v. H
ollom

on, 208 S.E.2d 167

（Ga. 1975

）.

（
181
）State v. Rietvald, 948 P.2d 758, 759

（O
r. 1997

）.

（
182
）Id. at 759.

（
183
）Id. at 760.

３　

知
見
と
検
討

⑴　

合
衆
国
の
刑
事
司
法
で
は
伝
統
的
に
、
適
正
手
続

―
と
く
に
公
判
審
理
の
公
正

―
の
保
障
が
重
視
さ
れ
、
多
種
存
在
し
て

い
た
非
常
救
済
手
段
も
、
有
罪
判
決
後
に
お
け
る
事
実
認
定
の
誤
り
を
是
正
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
有
罪
判
決
を
も
た
ら
し
た
手
続

自
体
の
不
適
正
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た（

（18
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
と
く
に
重
大
事
件
で
無
実
の
者
が
刑
に
処
さ
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
誤
判
・
冤
罪
の
存
在
と
そ
の
発
生
原
因
が
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
有
罪
判
決
の
正
確
性
を
事
後
的
に
確
認
し
う
る
手
段
も
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
検
察
官

の
地
位
や
責
務
と
い
う
点
で
も
、
検
察
官
は
「
有
責
の
者
を
逃
さ
ず
、
無
辜
を
苦
し
め
な
い
」
と
い
う
「
正
義
を
追
求
す
る
」
責
務
を

負
う
〝
準
司
法
官
〟
の
立
場
に
あ
る
と
い
う
旨
が
か
つ
て
よ
り
い
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
〝
公
判
審
理
の
公
正
〟
を
保
障
す
る
だ



検察官の公訴官的地位と「無辜の不処罰」を保障する義務

四
七

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
有
罪
判
決
後
で
も

―
例
え
ば
無
罪
証
拠
を
被
告
人
側
に
開
示
し
た
り
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
の
無
実
を
示
す

新
証
拠
の
存
在
を
認
識
し
た
場
合
に
是
正
措
置
を
求
め
た
り
す
る
な
ど
し
て

―
ま
さ
し
く
「
無
辜
を
苦
し
め
な
い
」
よ
う
雪
冤
に
向

け
た
手
続
に
協
力
す
る
こ
と
が
検
察
官
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
義
務
は
、「
有
責
の
者
を
有
罪
に
す
る
」

こ
と
の
み
な
ら
ず
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
・
利
益
を
保
障
す
る
こ
と
を
も
考
慮
し
な
が
ら
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
〝
準
司
法
官
〟
の
地
位
か
ら
要
請
さ
れ
る
ほ
か
、「
公
正
と
真
実
を
第
一
に
重
視
す
る
シ
ス
テ
ム
」
の
下
で
「
無
辜
の
訴
追
を
防
止
す

る
と
い
う
主
権
者
の
最
高
の
目
標
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
〝
主
権
の
代
表
者
〟
と
い
う
当
事
者
的
地
位
や
、
捜
査
・
訴
追

に
関
し
て
強
大
な
権
限
を
掌
握
し
て
い
る
〝
政
府
の
官
憲
〟
と
し
て
の
地
位
か
ら
も
正
当
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
検
察
官
の
職
務
倫
理
規
程
の
な
か
で
も
有
罪
判
決
後
に
お
け
る
検
察
官
の
義
務
を
明
文
化
す
る
規
定
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
理
念
的
に
は
「
新
た
に
無
罪
証
拠
が
発
見
さ
れ
た
と
き
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
つ
く
り
だ
し
た
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
は
、

検
察
官
の
時
間
の
使
い
方
と
し
て
適
切
か
つ
必
要
な
も
の
で
あ
る（

（18
（

」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

た
だ
し
、
現
実
問
題
と
し
て
、「
有
責
の
者
を
有
罪
に
す
る
」
こ
と
が
社
会
的
に
期
待
さ
れ
る
な
か
で
、
検
察
官
は
果
た
し
て
有
罪

が
言
渡
さ
れ
た
者
の
無
実
を
解
明
す
る
た
め
の
行
動
を
積
極
的
に
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
、
と
り
わ
け
有
罪
判
決
の
獲
得

が
検
察
組
織
の
機
能
を
査
定
す
る
た
め
の
指
標
と
さ
れ
る
風
潮
の
下
で
は
、
有
罪
判
決
の
〝
終
局
性
〟が
こ
と
さ
ら
に
重
視
さ
れ
、
そ
れ

ゆ
え
に
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
に
よ
る
無
実
の
主
張
は
有
罪
判
決
の
〝
終
局
性
〟
を
覆
す
も
の
と
し
て
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
観
念
的
に
、
有
罪
判
決
の
獲
得
を
重
視
す
る
風
潮
に
対
し
て
は
「
正
義
を
訴
追
の
目
標
と
し
、
特
定
事
件
の
勝
利
を
目

標
と
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
検
察
官
が
有
罪
判
決
の
獲
得
を
〝
勝
利
〟
と
み
な
す
の
は
ば
か
げ
て
い
る
。
正
義
と
い
う
主
観
的

美
徳
は
評
決
の
客
観
的
結
果
に
よ
っ
て
評
価
し
う
る
も
の
で
は
な
い（

（18
（

」
と
主
張
さ
れ
、
有
罪
判
決
の
〝
終
局
性
〟
を
重
視
す
る
言
説
に
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対
し
て
も
、
そ
れ
は
「
生
命
又
は
自
由
が
危
殆
化
し
、
憲
法
上
の
権
利
の
侵
害
が
主
張
さ
れ
て
い
る
と
き
に
存
在
意
義
を
持
た
な
い
」 

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
、
現
実
的
に
は
、
検
察
官
が
ひ
と
た
び
有
罪
の
確
信
を
得
た
後
に
、
そ
の
確
信
と
矛
盾
す
る
証
拠

や
主
張
と
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。認
知
心
理
学
の
領
域
で
は
、「
人
は
仮
説
を
テ
ス

ト
す
る
際
に
、
仮
説
に
反
す
る
証
拠
を
探
そ
う
と
せ
ず
、
仮
説
を
支
持
す
る
証
拠
だ
け
を
探
す
傾
向
が
あ
る
」
と
い
う
〝
確
証
バ
イ
ア

ス
（confirm

ation bias

）〟
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（18
（

。
誤
判
原
因
を
究
明
す
る
過
程
で
も
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
有
罪
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
確
信
し
た
事
件
に
限
っ
て
訴
追
を
進
め
る
こ
と
が
倫
理
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
風
潮
の
下
で
、
検
察
官
は 

〝
選
択
的
情
報
収
集
（selective inform

ation processing

）〟
の
結
果
と
し
て
、
有
罪
の
確
信
を
支
持
す
る
証
拠
を

―
た
と
え
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も

―
額
面
ど
お
り
に
受
け
入
れ
、有
罪
／
無
罪
の
ど
ち
ら
と
も
捉
え
ら
れ
な
い
証
拠
は
有
罪
の
確
信

を
補
強
す
る
よ
う
に
解
釈
し
、
無
罪
証
拠
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
証
拠
を
慎
重
に
吟
味
し
て
無
罪
証
拠
の
信
用

性
を
否
定
す
る
説
明
や
既
に
抱
い
て
い
る
有
罪
の
確
信
と
調
和
す
る
説
明
を
求
め
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（18
（

。
有

罪
判
決
後
の
段
階
で
は
、
検
察
官
は

―
有
罪
評
決
で
あ
れ
有
罪
答
弁
で
あ
れ

―
ひ
と
た
び
被
告
人
に
有
罪
が
言
渡
さ
れ
た
な
ら

ば
、
有
罪
判
決
を
得
ら
れ
た
事
実
を
自
分
が
抱
い
た
有
罪
の
確
信
が
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
を
肯
定
す
る
証
拠
と
み
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
後
に
被
告
人
側
か
ら
無
実
の
証
拠
が
提
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、
事
実
上
有
責
の
被
疑
者
・
被
告
人
の
み
が
訴
追
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
倫
理
観
と
相
俟
っ
て
、
そ
の
証
拠
を
軽
視
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（

（18
（

。
こ
の
よ
う
な
認
知
上
の
バ
イ
ア
ス

は
、と
く
に
公
判
審
理
や
上
訴
審
を
担
当
し
た
検
察
官
が
有
罪
判
決
後
の
申
立
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
検
察
組
織
の
な
か
で
、

検
察
官
が
無
実
の
主
張
を
客
観
的
に
吟
味
・
評
価
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（19
（

。

　

こ
の
こ
と
に
対
し
て
は
近
年
、
検
察
組
織
の
な
か
に
誤
判
・
冤
罪
の
疑
い
の
あ
る
事
件
を
調
査
す
る
特
別
の
ユ
ニ
ッ
ト
又
は
委
員
会

を
設
置
す
る
動
き
が
生
じ
て
い
る（

（19
（

。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
七
年
に
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
で
ワ
ト
キ
ン
ス
（Craig M

. 
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四
九

W
atkins

）
検
事
が
冤
罪
特
別
部
門
（Conviction Integrity U

nit

）
を
設
置
し
て
以
来
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
ま
で
に
四
九
の
カ
ウ

ン
テ
ィ
で
誤
判
・
冤
罪
を
調
査
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
、
州
レ
ベ
ル
で
も
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
・
ミ
シ
ガ
ン
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
な
ど
で
州
規
模
の
審
査
機
関
が
設
け
ら
れ
て
い
る（

（19
（

。
そ
こ
で
は
、
①
管
理
職
レ
ベ
ル
に
検
察
官
が
無
実
の
者
の
主
張
の
審
査
を
指

示
す
る
こ
と
、
②
捜
査
な
い
し
起
訴
・
公
判
に
関
与
し
た
検
察
官
以
外
の
者
が
無
実
の
者
の
主
張
を
審
査
す
る
こ
と
、
③
事
件
記
録
を

開
示
し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
要
求
を
是
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
申
立
人
と
協
働
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
で
、
客
観
的

な
審
査
を
通
じ
て
無
実
の
者
を
救
済
で
き
る
よ
う
に
す
る
態
勢
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（19
（

。

　

ま
ず
、
誤
判
・
冤
罪
の
お
そ
れ
を
調
査
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
「
有
罪
判
決
後
の
客
観
的
な
審
査
を
確
保
す
る
た
め
に
き
わ
め

て
重
要
な
要
素
は
、
誤
判
の
認
識
を
組
織
文
化
の
不
可
欠
な
要
素
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
実
を
追
求
す
る
組
織
の
ポ
リ
シ
ー
を
展

開
す
る
こ
と
で
あ
る（

（19
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
よ
り
、
有
罪
判
決
や
そ
の
〝
終
局
性
〟
を
重
視
す
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
検
察
組

織
の
な
か
で
実
務
に
従
事
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
形
成
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
の
安
定
を
望
む
若
手
の
検
察
官
で
も
仲
間
集
団
へ
の
適
合
や
上
司

の
模
倣
の
結
果
と
し
て
定
着
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
が（

（19
（

、
組
織
規
模
の
審
査
ポ
リ
シ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
、
検
察
官

は
誤
判
を
見
つ
け
出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
検
事
か
ら
部
下
の
検
察
官
な
ど
に
送
っ
て
い
る（

（19
（

。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
で
は
、
権
威
の
あ
る
熟
練
し
た
検
察
官
が
審
査
を
指
揮
し（

（19
（

、
そ
の
他
の
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
実
績

の
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
有
罪
判
決
後
の
審
査
を
組
織
の
権
力
者
が
支
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る（

（19
（

。

　

ま
た
、
一
般
的
に
、
認
知
上
の
バ
イ
ア
ス
が
検
察
官
の
判
断
に
及
ぼ
す
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
偏
頗
の
な
い
他
の

判
断
者
を
手
続
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
例
え
ば
、
検
察
組
織
内
部
で
事
件
の
初
期
の
展
開
に
よ
っ
て
事
件
の
評
価
が
歪
め

ら
れ
て
い
な
い
法
律
家
（
又
は
法
律
家
で
組
織
さ
れ
た
委
員
会
）
が
新
た
な
視
点
で
事
件
を
吟
味
す
る
手
続
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
バ
イ
ア
ス
は
軽
減
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（19
（

。
実
際
に
、
ダ
ラ
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
で
ワ
ト
キ
ン
ス
検
事
ら
は
、
手
続
に
対
し
て
検
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五
〇

察
官
と
は
異
な
る
視
点
を
も
た
ら
し
、
か
つ
手
続
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
事
件
の
吟
味
・
判
断
に
関
与
し
て
い
る
検
察
組
織

以
外
の
団
体
・
機
関
と
協
働
で
事
件
を
審
査
す
べ
き
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
公
設
弁
護
人
の
事
務
所
や
州
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
セ
ン

ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
参
加
さ
せ
た
う
え
で
事
件
の
審
査
に
当
た
る
よ
う
に
し（

（20
（

、
そ
の
後
も
時
期
に
よ
っ
て
は
、
弁
護
士
を
ユ
ニ

ッ
ト
の
長
に
任
命
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（20
（

。

　

さ
ら
に
、
誤
判
・
冤
罪
の
お
そ
れ
を
調
査
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
や
情
報
共
有
に
対
し
て
寛
容
な
政
策
を
と
る
こ
と
が

無
実
を
探
し
出
す
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
検
察
官
や
一
般
市
民
に
送
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る（

（20
（

。
実
際
に
、
殆
ど
の

ユ
ニ
ッ
ト
で
は
事
件
記
録
の
全
面
開
示
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
を
採
用
し
て
、
無
実
の
主
張
を
受
理
し
た
と
き
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
事
件

記
録
を
吟
味
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（20
（

。

　

伝
統
的
に
、
合
衆
国
の
検
察
官
は
法
律
の
専
門
家
（
法
曹
）
と
し
て
、
強
い
権
限
と
独
立
の
立
場
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
イ 

メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
そ
の
行
動
は
法
律
と
と
も
に
職
務
倫
理
に
よ
っ
て
も
規
律
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
検
察
官

の
権
限
行
使
の
あ
り
よ
う
は
検
察
の
組
織
文
化
や
社
会
的
・
制
度
的
な
風
潮
な
ど
に
も
影
響
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
誤
判
・
冤
罪
を
検
察
官
個
人
の
徳
性
の
問
題
に
収
斂
す
る
こ
と
な
く
、
組
織
の
態
勢
に
も
メ
ス
を
入
れ
よ
う
と
し
て

い
る
合
衆
国
の
近
時
の
動
向
は
、
か
つ
て
よ
り
検
察
官
同
一
体
の
原
則
の
下
で
組
織
的
に
個
々
の
検
察
官
を
強
く
統
制
し
て
き
た
わ
が

国
の
検
察
実
務
に
対
し
て
も
、
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
184
）
成
瀬
・
前
掲
注（
28
）・
五
七
頁
も
同
旨
。

（
185
）Peter A

. Joy &
 K

evin C. M
cM

unigal, Postconviction Prosecutorial D
uties, 32 C

rim
in

a
l Ju

st
ice 53, 56

（2018

）.
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五
一

（
186
）K

enneth Bresler, 

“I N
ever Lost a T

rial

”: W
hen Prosecutors K

eep Score of Crim
inal Convictions, 9 G

eo. J. L
ega

l 

E
t

hi
cs 537, 538

（1996

）.

（
187
）
さ
し
あ
た
り
、
箱
田
裕
司
＝
都
築
誉
史
＝
川
端
秀
明
＝
萩
原
滋
『
認
知
心
理
学
』
二
六
七
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）［
都
築
誉
史
執
筆
］

参
照
。

（
188
）See A

lafair S. Burke, Im
proving Prosecutorial D

ecision: Som
e Lessons of Cognitive Science, 47 W

m. &
 M

a
ry L. R

ev. 

1587, 1605-06

（2006
）.

（
189
）See id. at 1612-13.

（
190
）See M

edw
ed, supra note 100, at 138-48; C

a
ssid

y, supra note 97, at 121.

（
191
）See C

a
ssid

y, supra note 97, at 121. 

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
Ｌ
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
［
笹
倉
香
奈
（
訳
）］「
死
刑
冤
罪
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

―

ア
メ
リ
カ
の
状
況

―
」
龍
谷
法
学
四
九
巻
三
号
八
二
四
頁
（
二
〇
一
七
年
）
ほ
か
参
照
。

（
192
）See T

om
 Jackm

an, A
s Prosecutors T

ake Larger R
ole in R

eversing W
rongful Convictions, Philadelphia D

A
 E

xonerates 

10 M
en W

rongly Im
prisoned for M

urder, T
h

e W
a

shi
n

gt
o

n P
o

st, N
ov. 12, 2019 <https://w

w
w

.w
ashingtonpost.com

/

crim
e-law

/2019/11/12/prosecutors-take-larger-role-reversing-w
rongful-convictions-philadelphia-da-exonerates-m

en-

w
rongly-im

prisoned-m
urder/>.　

そ
の
他
、
合
衆
国
の
検
察
組
織
に
お
け
る
冤
罪
特
別
部
門
に
つ
い
て
、
笹
倉
香
奈
「
検
察
庁
と
冤
罪
究

明

―
ア
メ
リ
カ
の
検
察
庁
に
お
け
る
冤
罪
究
明
部
門
（Conviction Integrity U

nit

）
を
中
心
に

―
」
刑
法
雑
誌
五
九
巻
一
号
一
二

二
頁
以
下
（
二
〇
二
〇
年
）、
笹
倉
香
奈
＝
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
Ｔ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
「『
否
定
の
文
化
』
か
ら
の
脱
却
は
可
能
か

―
ア
メ
リ
カ
の

最
近
の
動
向
か
ら
考
え
る

―
」
季
刊
刑
事
弁
護
一
〇
三
号
八
六
頁
以
下
（
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
193
）See D

ana C. Boehm
, T

he N
ew

 Prosecutor's D
ilem

m
a: Prosecutorial E

thics and the E
valuation of A

ctual Innocence, 
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五
二

［2014

］ U
t

a
h L. R

ev. 613, 646

（2014

）.
（
194
）Id. at 647.

（
195
）See Felkenes, supra note 99, at 111-12.

（
196
）See Boehm

, supra note 193, at 647.

（
197
）See id. at 648.

（
198
）See id. at 653.

（
199
）Burke, supra note 188, at 1621.

（
200
）See M

ike W
are, D

allas County Conviction Integrity U
nit and the Im

portance of G
etting It R

ight the First T
im

e, 56 

N
.Y

. L. S
ch. L. R

ev. 1033, 1040
（2012
）.

（
201
）See Boehm

, supra note 193, at 648.

（
202
）See id. at 648.

（
203
）See id. at 650.

三
　
わ
が
国
刑
事
再
審
に
お
け
る
検
察
官
の
地
位
と
責
務

１　

再
審
請
求
審
の
基
本
構
造
と
検
察
官
の
「
公
益
の
代
表
者
」
と
し
て
の
地
位

⑴　

一
般
的
に
、
わ
が
国
の
再
審
制
度
は
大
陸
法
に
倣
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
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五
三

再
審
制
度
は
、
治
罪
法
の
下
で
フ
ラ
ン
ス
法
に
倣
っ
た
も
の
が
形
成
さ
れ
、
明
治
刑
訴
法
で
も
概
ね
治
罪
法
の
諸
規
定
が
踏
襲
さ
れ
た

が
、
大
正
刑
訴
法
の
制
定
に
伴
い
、
ド
イ
ツ
法
に
倣
っ
た
も
の
へ
と
変
容
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
日
本
国
憲
法
三
九
条
で
「
何
人
も

…
既
に
無
罪
と
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
刑
事
上
の
責
任
を
問
は
れ
な
い
。
ま
た
、
同
一
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
重
ね
て
刑
事
上
の
責

任
を
問
は
れ
な
い
」
と
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
大
正
刑
訴
法
の
下
で
認
め
ら
れ
て
い
た
不
利
益
再
審
を
刑
訴
応
急
措
置
法
及
び
現
行
刑

訴
法
で
禁
止
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
点
は
概
ね
大
正
刑
訴
法
と
同
趣
旨
の
規
定
を
承
継
し
て
現
代
に
至
っ
て
い
る（

（20
（

。
と
り
わ
け
再
審

請
求
審
は
、
職
権
主
義
の
下
で
運
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
が
い
ま
な
お
支
配
的
と
な
っ
て
い
る（

（20
（

。

⑵　

た
だ
し
、
再
審
手
続
は
「
実
体
的
真
実
と
判
決
に
お
け
る
具
体
的
法
的
安
定
性
と
の
矛
盾
お
よ
び
そ
の
調
和（

（20
（

」
が
見
出
さ
れ
る
局

面
で
あ
り
、
一
般
的
に
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
〝
法
的
安
定
性
〟
に
は
、
①
確
定
前
に
一
・
二
・
三
審
を
通
じ
て
手
続
に
従
い
認
定
が
な

さ
れ
て
そ
れ
が
終
局
に
至
っ
た
こ
と
を
尊
重
す
る
こ
と
（
一
般
的
安
定
性
）、
②
無
罪
判
決
が
確
定
し
た
者
に
安
定
し
た
地
位
を
保
障
す

る
こ
と
（
法
的
安
全
性
・
１
）、
③
有
罪
判
決
が
確
定
し
て
も
、
論
理
則
・
経
験
則
に
従
っ
た
正
し
い
認
定
が
な
さ
れ
な
く
て
有
罪
と
さ

れ
た
場
合
に
、
経
験
則
・
論
理
則
に
従
っ
た
正
し
い
認
定
に
よ
ら
な
い
で
有
罪
と
さ
れ
た
ま
ま
で
は
い
な
い
こ
と
（
法
的
安
全
性
・
２
）

と
い
う
三
つ
の
種
類
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で（

（20
（

、
裁
判
・
検
察
実
務
で
は
、〝
法
的
安
全
性
〟
よ
り
も
〝
一
般
的
安
定
性
〟

の
確
保
を
重
視
す
る
と
い
う
名
目
で
、ひ
と
た
び
確
定
し
て
い
る
有
罪
判
決
の
維
持
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、「
確
定
力
あ
る
い
は
確
定
判
決
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
は
、ま
ず
な
に
よ
り
も
わ
が
国
の
裁
判
制
度
に
対
す
る
信
頼
を
意

味
す
る
。
そ
れ
は
裁
判
の
権
威
に
対
す
る
崇
拝
と
い
っ
た
観
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
裁
判
官
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
検
察
官
が
公
訴

を
維
持
し
、
弁
護
人
が
弁
護
活
動
を
行
っ
た
う
え
で
、
先
輩
な
ら
び
に
同
僚
裁
判
官
が
裁
判
を
し
て
い
る
と
い
う
制
度
、
な
ら
び
に
法

曹
に
対
す
る
信
頼
、
し
か
も
そ
れ
が
三
審
制
度
の
も
と
で
慎
重
に
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
信
頼
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ

れ
は
、
事
件
に
一
番
近
い
時
点
で
、
直
接
人
証
に
あ
た
っ
て
な
さ
れ
た
審
理
、
判
断
に
対
す
る
信
頼
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
よ
う
。
ま
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五
四

た
、
法
的
安
定
性
と
い
う
こ
と
も
、
た
だ
確
定
し
た
結
果
な
い
し
秩
序
の
維
持
と
い
っ
た
観
念
的
な
も
の
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
確
定

に
よ
っ
て
事
件
は
終
結
し
、
被
害
感
情
も
沈
静
化
し
、
関
係
人
な
い
し
社
会
も
事
件
の
影
響
か
ら
解
放
さ
れ
、
記
録
も
廃
棄
に
向
け
て

保
管
さ
れ
る
の
み
と
な
る
。
そ
し
て
刑
の
執
行
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
贖
罪
が
行
わ
れ
、
更
生
の
た
め
の
努
力
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

再
審
は
、
こ
れ
ら
を
一
挙
に
覆
す
制
度
な
の
で
あ
る（

（20
（

」
か
ら
、「
従
来
の
判
例
が
再
審
に
つ
い
て
厳
格
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
の
背

景
に
あ
る
確
定
力
の
尊
重
、
法
的
安
定
性
の
尊
重
と
い
う
も
の
は
、
決
し
て
抽
象
的
、
観
念
的
な
も
の
で
は
な
く
…
そ
の
こ
と
自
体
は

一
概
に
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る（

（20
（

。

　

検
察
実
務
で
も
、「
第
一
に
、
無
罪
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
有
罪
と
し
た
誤
判
は
、
社
会
正
義
の
実
現
を
図
る
と
い
う
刑
事
裁
判
の

使
命
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
控
訴
、
上
告
ま
た
は
再
審
に
よ
っ
て
是
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
手
続
に
お
い
て
誤
判

が
是
正
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
、
誤
っ
て
有
罪
と
さ
れ
た
も
の
が
救
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
、
控
訴
、
上
告
、
再

審
に
は
共
通
の
目
的
な
い
し
は
機
能
が
存
す
る（

（21
（

」と
理
解
し
つ
つ
、「
あ
る
者
を
有
罪
と
す
る
裁
判
が
通
常
手
続
に
お
い
て
は
も
は
や
覆

え
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
裁
判
が
『
確
定
』
し
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
確
定
裁
判
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た

犯
罪
行
為
と
し
て
の
日
時
、
場
所
、
手
段
方
法
そ
の
他
の
事
実
お
よ
び
そ
の
行
為
者
が
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
そ
の
人
で
あ
る
と
い
う

こ
と
な
ど
が
ま
さ
に
事
案
の
『
真
相
』
な
ど
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
相
違
す
る
別
の
真
相
は
あ
り
え
な
い
と
し
て
社
会
生
活
上
受
容
さ
れ
、

そ
の
後
の
刑
執
行
そ
の
他
必
要
な
措
置
が
法
的
に
是
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（

（21
（

」
こ
と
に
鑑
み
て
、
再
審
の
目
的
を
単
純
に
無
辜
の
救
済

と
理
解
す
る
見
解
は
「
こ
と
さ
ら
控
訴
、
上
告
と
再
審
と
の
…
共
通
性
に
目
を
覆
い
、
再
審
だ
け
に
特
有
な
目
的
な
い
し
機
能
を
与
え

よ
う
と
し
て
い
る
点
で
支
持
し
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ（

（21
（

」、
ま
た
再
審
と
既
判
力
（
実
体
的
確
定
力
）
と
の
緊
張
関
係
は
最
新
の
優
位
に

置
い
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
旨
の
言
説
も
「
控
訴
、
上
告
と
再
審
と
の
…
相
違
性
に
目
を
覆
い
、
確
定
裁
判
に
認
め
ら
れ
る
既

判
力
を
再
審
と
の
関
係
に
お
い
て
形
骸
化
し
、再
審
を
実
質
的
に
裁
判
確
定
前
の
第
四
審
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
点
で
支
持
し
が
た
い（

（21
（

」
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五
五

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
現
代
で
も
支
持
さ
れ
て
お
り
、「
通
常
審
に
よ
る
事
実
認
定
は
、
行
政
機
関
に
よ
る
事
実
認

定
と
比
較
し
、
公
共
の
福
祉
の
維
持
と
個
人
の
基
本
的
人
権
の
保
障
と
を
全
う
す
る
た
め
、
極
め
て
厳
正
・
慎
重
な
規
律
の
も
と
に
な

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
無
罪
を
言
渡
す
明
ら
か
な
証
拠
を
新
た
に
発
見
し
た
と
き
と
い
う
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、
確
定
判
決
が
認

定
し
た
事
実
は
、
原
則
と
し
て
、
実
体
的
真
実
を
体
現
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る（

（21
（

」
と
し
た
う
え
で
「
確
定
判
決
の
事
実
認
定
は
、

実
体
的
真
実
の
要
請
を
踏
ま
え
た
制
度
の
中
で
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
覆
す
に
足
り
る
明
ら
か
な
証
拠
が
新
た
に
発
見
さ

れ
た
場
合
に
限
り
再
審
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
再
審
の
理
念
は
、
法
的
安
定
性
の
要
請
と
実
体
的
真
実
の
要
請
と
の
調
和
の
上

に
あ
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
再
審
の
理
念
が
専
ら
無
辜
の
救
済
を
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
相
当
と
は

思
わ
れ
な
い（

（21
（

」
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
確
定
判
決
の
維
持
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
再
審
手
続
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
消
極
的
な
態
度
に
も
表
れ

て
い
る
。
そ
の
点
、
福
島
弘
検
事
は
、
証
拠
開
示
に
つ
い
て
も
「
再
審
制
度
は
、
通
常
審
で
の
審
理
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
通

常
審
で
は
、
検
察
官
と
被
告
人
・
弁
護
人
と
の
間
で
主
張
・
立
証
活
動
が
尽
く
さ
れ
、
第
三
者
的
な
裁
判
所
が
そ
れ
を
踏
ま
え
た
審
判

を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
確
定
判
決
の
事
実
認
定
に
は
、
真
相
解
明
に
向
け
ら
れ
た
営
為
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
無
罪
を
言
渡
す
べ
き

明
ら
か
な
証
拠
が
あ
ら
た
に
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
基
本
的
に
は
真
実
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
証
拠
開
示
を
し
な
い
こ
と
が

再
審
の
理
念
に
反
す
る
か
の
よ
う
な
主
張
は
相
当
と
思
わ
れ
な
い（

（21
（

」
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
濱
克
彦
検
事
も
「
検
察
官
は
、『
公
的

の
代
表
者
』
と
い
う
立
場
に
あ
り
、
再
審
請
求
審
で
の
検
察
官
に
よ
る
証
拠
開
示
も
、
開
示
を
求
め
ら
れ
た
証
拠
が
確
定
判
決
を
受
け

た
者
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
か
不
利
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
の
職
権
判
断
が
迅
速
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
積
極
的
に

協
力
す
る
と
の
姿
勢
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る（

（21
（

」
と
し
つ
つ
も
、「
通
常
審
は
、
当
事
者
主
義
の
下
、
検
察
官
が
証
拠
を
提
出
し
て

犯
罪
事
実
を
立
証
し
、
被
告
人
・
弁
護
人
が
弾
劾
・
反
証
す
る
訴
訟
構
造（

（21
（

」
で
あ
り
、「
公
判
前
整
理
手
続
は
、
こ
の
訴
訟
構
造
を
前
提
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五
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に
、
争
点
及
び
証
拠
の
整
理
に
資
す
る
た
め
に
、
検
察
官
が
立
証
に
用
い
る
証
拠
、
そ
の
証
明
力
を
判
断
す
る
た
め
の
証
拠
（
類
型
証

拠
）、
被
告
人
・
弁
護
人
の
反
対
主
張
を
待
っ
て
の
主
張
関
連
証
拠
の
開
示
を
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
る（

（21
（

」
の
に
対
し
、「
再
審
請
求
審

は
、
刑
訴
法
四
三
五
条
各
号
所
定
の
再
審
事
由
の
有
無
が
審
理
の
対
象
で
あ
り
、
請
求
者
に
お
い
て
再
審
事
由
の
存
在
を
具
体
的
に
主

張
し
、
証
拠
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
職
権
主
義
の
下
、
必
要
に
応
じ
て
事
実
の
取
調
べ
を
し
、
請
求
者
の

主
張
す
る
再
審
事
由
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
訴
訟
構
造
で
あ
る（

（22
（

」
と
い
う
「
現
行
法
の
通
常
審
と
再
審
請
求
審
と
の
構
造
の
根
本

的
な
違
い
を
踏
ま
え
た
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き（

（22
（

」
こ
と
か
ら
「
公
判
前
整
理
手
続
に
お
け
る
証
拠
開
示
制
度
が
再
審
請
求
審
に
準

用
さ
れ
る
余
地
は
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か（

（22
（

」
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑶　

確
か
に
、
刑
事
訴
訟
は
犯
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
か
つ
有
責
な
行
為
を
実
行
し
た
者
に
対
し
て
刑
罰
法
令
を
適
用
・
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
（
刑
訴
法
一
条
参
照
）、
有
責
の
者
の
科
刑
を
通
じ
て
社
会
秩
序
を
維
持
・
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ひ
と
た
び

刑
事
訴
訟
で
見
出
さ
れ
た
〝
実
体
的
真
実
〟
は
確
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、
逆
に
裁
判
所
が
判
断
を
下
し
た

後
も
審
理
の
蒸
し
返
し
や
矛
盾
し
た
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
と
な
れ
ば
、
刑
事
訴
訟
の
存
在
意
義
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、
不
利
益
再
審
を
禁
止
し
て
利
益
再
審
の
み
を
許
容
す
る
こ
と
と
な
っ
た
現
行
法
の
下
で
〝
実
体
的
正
義
の

実
現
〟
な
い
し
〝
有
罪
判
決
の
維
持
〟
と
い
う
意
味
に
お
け
る
法
的
安
定
性
の
維
持
と
い
う
理
念
が
い
か
ほ
ど
ま
で
説
得
力
を
持
っ
て

い
る
か
と
い
う
理
論
的
な
問
題（

（22
（

の
ほ
か
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
が
無
実
を
主
張
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
確
定
判
決
の
維
持
を
優
先

さ
せ
る
こ
と
が
検
察
官
の
地
位
・
責
務
と
し
て
妥
当
で
あ
る
の
か
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
本
来
的
に
、
わ
が
国
の
検
察
内
部
で
も
「
わ

が
法
制
上
検
察
官
は
、
公
益
の
代
表
者
と
し
て
、
国
家
刑
罰
権
の
適
正
な
実
現
を
目
指
す
た
め
、
形
式
的
に
は
当
事
者
と
し
て
刑
事
訴

訟
に
関
与
し
つ
つ
も
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
被
告
に
対
立
す
る
原
告
の
立
場
と
は
異
な
り
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
正
当
な
利
益
を
擁
護

す
る
職
責
、
適
正
手
続
の
実
現
に
努
め
る
職
責
を
も
有
し
、
そ
の
意
味
で
『
司
法
官
』
的
性
格
を
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
る（

（22
（

」
と
い
わ
れ
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て
い
る
が
、
た
と
え
「
裁
判
所
の
任
務
が
、
法
秩
序
の
維
持
そ
の
も
の
に
あ
る
に
対
し
、
検
察
官
の
任
務
の
重
点
は
、
む
し
ろ
社
会
秩

序
の
維
持
に
あ
る（

（22
（

」
と
理
解
し
た
と
し
て
も
、
確
定
判
決
の
維
持
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
で
、
無
実
の
者
を
苦
し
め
て
有
責
の
者
（
真
犯

人
）を
逃
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
に
正
統
な
公
益
は
存
在
し
な
い
こ
と
は
わ
が
国
で
も
同
様
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、「
有
罪
へ
の
疑
い

が
残
っ
た
ま
ま
人
を
処
罰
し
、
そ
の
者
に
対
す
る
有
罪
の
汚
名
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
刑
事
裁
判
制
度
自
体
へ
の
信
頼
を
損
な
う（

（22
（

」 

も
の
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
適
正
な
手
続
に
従
っ
て
事
実
を
認
定
し
て
刑
罰
を
執
行
す
る
と
い
う
刑
事
訴
訟
の
ひ
と
つ
の
目
標

に
照
ら
し
て
も
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
の
無
実
の
主
張
を
封
じ
込
め
て
確
定
判
決
を
維
持
す
る
こ
と
で
そ
の
目
標
を
実
現
し
た
と
い

え
る
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
検
察
官
が
〝
公
益
の
代
表
者
〟
な
い
し
〝
準
司
法
官
〟
と
し
て

公
正
中
立
・
不
偏
不
党
の
立
場
を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

―
被
告
人
に
有
罪
が
言
渡
さ
れ
る
前
の
段
階
と
同
様

―
再
審
の
段

階
で
も
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
段
階
で
は
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
が
無
実
の
主
張
を
し
た
場
合
に
そ
の
主
張
を
真
摯
に
受
け
止

め
て
当
該
主
張
や
確
定
判
決
の
内
容
を
中
立
の
見
地
に
立
っ
て
吟
味
す
る
こ
と
、
検
察
官
自
身
が
申
立
人
の
無
実
を
証
明
す
る
証
拠
や

確
定
判
決
の
内
容
に
疑
問
を
差
し
挟
む
証
拠
を
認
識
し
た
場
合
に
そ
れ
ら
の
存
在
・
内
容
を
裁
判
所
や
再
審
請
求
人
・
弁
護
人
に
知
ら

せ
る
な
ど
、
誤
っ
た
有
罪
判
決
に
対
す
る
是
正
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
検
察
官
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑷　

な
お
、
再
審
請
求
審
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
を
当
事
者
主
義
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
見
解
が
現

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
再
審
が
「
無
辜
の
救
済
の
た
め
の
制
度
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
法
の

明
文
の
な
い
場
合
で
も
請
求
人
を
で
き
る
限
り
手
続
に
関
与
さ
せ
、
裁
判
所
が
再
審
理
由
の
有
無
を
判
断
す
る
に
つ
き
、
請
求
人
の
主

張
・
立
証
双
方
に
わ
た
り
主
体
的
活
動
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
解
釈
・
運
用
が
必
要
」で
あ
り
、「
審
理
の
方
式
も
通
常

公
判
の
手
続
に
で
き
る
限
り
接
近
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
し（

（22
（

、
高
田
昭
正
教
授
も
「
再
審
請
求
手
続
に
お
け
る
『
請
求
人
関
与
』は
、

確
定
有
罪
判
決
を
受
け
再
審
を
請
求
し
た
者
…
の
主
体
的
な
地
位
と
防
禦
権
を
保
障
・
擁
護
す
る
憲
法
三
一
条
・
三
九
条
を
基
礎
と
す
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五
八

る
も
の
で
あ
り
、
再
審
請
求
手
続
の
『
当
事
者
主
義
化
』
に
進
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
よ
り
、「
再
審
請
求
構
造

も
、
救
済
を
求
め
る
再
審
請
求
人
の
主
体
性
と
主
導
性
を
必
須
の
要
素
と
し
て
組
み
込
む
『
当
事
者
主
義
』
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る（

（22
（

。

　

こ
れ
ら
の
主
張
は
、
再
審
請
求
人
が
職
権
主
義
の
下
で
手
続
の
客
体
と
し
て
の
地
位
に
押
し
と
ど
め
ら
れ
て
い
た
状
況
を
改
善
す
べ

く
、
当
人
に
主
体
的
・
主
導
的
地
位
を
与
え
て
当
人
の
主
張
を
で
き
る
限
り
手
続
や
そ
の
結
果
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
を
窺
わ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
再
審
請
求
審
が
当
事
者
主
義
的
に
運
用
さ
れ
る
結
果
と
し
て
、
訴
追
側
当
事
者
で
あ
る
検
察
官
が
有
罪
判

決
の
維
持
に
向
け
て
党
派
的
に
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
正
当
化
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
か
、
一
抹
の
危
惧
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
の
点
に

つ
い
て
は
、「
主
張
立
証
責
任
の
負
担
が
現
実
的
・
実
質
的
に
請
求
人
に
あ
る
以
上
、
少
な
く
と
も
、
請
求
人
に
主
張
お
よ
び
立
証
の
権

利
を
認
め
な
け
れ
ば
、
訴
訟
構
造
と
し
て
成
り
立
た
な
い
」
と
こ
ろ
、「
請
求
人
で
な
い
検
察
官
は
、
公
益
の
代
表
者
と
し
て
裁
判
所
が

法
を
適
正
に
適
用
す
る
た
め
に
再
審
請
求
に
関
与
す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
請
求
人
と
の
関
係
で
は
、
い
わ
ゆ
る
原
告
・
被

告
と
い
う
当
事
者
の
関
係
に
立
た
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
純
粋
の
当
事
者
主
義
で
な
い
。
裁
判
所
は
、
請
求
人
の
主
張
お
よ
び
立
証
を

受
け
て
、
さ
ら
に
裁
判
所
と
し
て
独
自
に
無
辜
の
救
済
、
真
実
究
明
の
観
点
か
ら
、
必
要
な
事
実
調
べ
を
行
う
と
い
う
の
が
法
の
予
定

し
て
い
る
、
再
審
請
求
審
の
基
本
構
造
」
で
あ
り（

（22
（

、
検
察
権
に
つ
い
て
も
、「
公
訴
権
が
実
体
判
決
請
求
権
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

通
常
手
続
の
終
局
判
決
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
判
決
確
定
後
は
も
は
や
行
使
し
得
な
い
」
の
で
、「
検
察
官
は
再
審
制
度
の
公
訴
権
の
主

体
と
し
て
関
与
す
る
わ
け
で
は
な
［
く
］」、「
検
察
官
の
再
審
請
求
、
あ
る
い
は
再
審
公
判
の
段
階
で
の
権
限
は
、
公
訴
権
以
外
の
検
察

官
の
権
能
、
す
な
わ
ち
公
益
代
表
者
と
し
て
の
役
割
か
ら
生
じ
る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（23
（

。

　

本
質
的
に
、
再
審
請
求
審
は
請
求
人
の
再
審
請
求
に
対
し
て
刑
訴
法
四
三
五
条
各
号
に
定
め
る
再
審
理
由
の
有
無
を
審
査
す
る
も
の

で
あ
り
、
必
ず
し
も
検
察
官
が
請
求
人
の
有
罪
を
主
張
・
立
証
す
る
こ
と
ま
で
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
再
審
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五
九

請
求
を
受
け
た
裁
判
所
は
検
察
官
の
主
張
・
立
証
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、再
審
請
求
の
理
由
に
つ
い
て
事
実
の
取
調
べ
を
し
た
う
え
、

再
審
請
求
に
理
由
が
な
け
れ
ば
決
定
で
棄
却
し
、
逆
に
再
審
請
求
に
理
由
あ
り
と
認
定
し
た
と
き
は
再
審
開
始
決
定
を
下
す
こ
と
に
な

る
（
刑
訴
法
四
四
七
条
一
項
・
四
四
八
条
一
項
ほ
か
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
再
審
請
求
審
の
構
造
を
職
権
主
義
と
理
解
す
る
な
ら

ば
、
検
察
官
は
裁
判
所
の
補
助
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
公
判
審
理
の
よ
う
に
被
告
人
の
有
罪
を
主
張
・
立
証
す
る
当
事

者
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
再
審
請
求
審
を
当
事
者
主
義
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
見
解
で
志
向
す

る
よ
う
に
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
て
い
る
再
審
請
求
人
に
主
体
的
・
主
導
的
な
役
割
を
与
え
る
こ
と
を
志
向
し
、
あ
る
い
は
検
察
官
の
地

位
を
再
審
請
求
審
以
外
の
段
階
と
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、「
有
責
の
者
を
有
罪
と
し
、
無
実
の
者
を
苦
し
め
な
い
」

こ
と
や
「
被
告
人
に
公
正
な
手
続
を
保
障
す
る
」
こ
と
が
検
察
官
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
社
会
的
利
益
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、

有
罪
を
言
渡
さ
れ
て
い
る
再
審
請
求
人
の
処
罰
に
固
執
す
る
態
勢
は
「
社
会
全
体
の
代
理
人
」
と
い
う
訴
追
側
当
事
者
と
し
て
の
地
位

に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

⑸　

ま
た
、
再
審
請
求
審
に
お
け
る
証
拠
開
示
を
め
ぐ
っ
て
は
「
検
察
官
が
証
拠
を
披
露
す
る
相
手
は
裁
判
所
で
あ
り
、
請
求
人
が
検

察
官
に
対
し
て
証
拠
開
示
請
求
権
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
再
審
請
求
審
に
お
け
る
検
察
官
に
よ
る
証
拠

開
示
は
、
正
確
に
は
、
裁
判
所
に
対
す
る
証
拠
の
『
提
示
』
又
は
『
提
出
』
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
検
察
官
の
手
持
ち
証
拠
を
披

露
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
広
義
の
『
開
示
』
の
範
疇
に
入
る
と
し
て
も
、
再
審
請
求
審
に
お
け
る
検
察
官
に
よ
る
手
持
ち
証
拠
の
『
開

示
』
と
い
う
言
い
方
は
…
再
審
請
求
審
を
当
事
者
対
立
構
造
の
よ
う
に
捉
え
、
検
察
官
を
そ
の
一
方
当
事
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解

さ
せ
る
懸
念
な
し
と
し
な
い（

（23
（

」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し

―
通
常
の
不
服
申
立
手
段
で
あ
れ
再
審
手
続
で
あ
れ

―
検
察
官

の
手
持
ち
証
拠
の
開
示
は
被
告
人
（
又
は
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
再
審
請
求
人
）
側
が
自
分
の
無
実
を
関
係
人
に
対
し
て
主
張
し
た
い
と

切
望
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
有
力
な
手
掛
か
り
と
な
る
証
拠
が
検
察
官
の
手
許
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
問
題
と
な
っ
て
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六
〇

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
そ
う
で
な
く
て
も
、
検
察
官
が
再
審
手
続
に
際
し
て
有
罪
判
決
を
吟
味
す
る
な
ど
し
て
い
る
過
程
で
、
再

審
請
求
人
の
有
罪
に
合
理
的
疑
い
を
差
し
挟
む
証
拠
の
存
在
が
判
明
す
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
現
行
の
制
度
で
は
再
審

手
続
を
通
じ
て
無
実
の
者
が
雪
冤
を
果
た
す
た
め
に
は
再
審
請
求
人
が
再
審
請
求
に
理
由
が
あ
る
こ
と
を
裁
判
所
に
対
し
て
説
得
的
に

主
張
す
る
こ
と
が
ま
ず
も
っ
て
必
要
不
可
欠
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
無
実
の
者
が
雪
冤
を
果
た
す
と
い
う
〝
公
益
〟
を
実
現
す
る
た

め
に
〝
公
益
の
代
表
者
〟
で
あ
る
検
察
官
が
再
審
請
求
人
の
た
め
に
雪
冤
に
つ
な
が
る
証
拠
を
収
集
・
開
示
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る

の
で
あ
る
。

⑹　

た
だ
し
、
理
念
的
に
、
検
察
官
に
は
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
の
利
益
も
保
障
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
現
実
に
検

察
官
が
公
正
中
立
・
不
偏
不
党
の
立
場
を
維
持
で
き
る
か
、
疑
問
の
余
地
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
検
察
官
は
本
質
的
に
「
被

疑
者
・
被
告
人
に
対
す
る
可
能
的
、
現
実
的
な
権
利
侵
害
者（

（23
（

」
で
あ
り
、「
自
己
規
律
的
規
範
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
素
地
は
検
察
に
は

存
在
し
な
い（

（23
（

」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
わ
が
国
の
検
察
組
織
で
は
検
察
官
同
一
体
の
原
則
の
下
、
上
司
か
ら
の
決
裁
を
通
じ

て
事
件
処
理
の
方
針
や
検
察
官
の
行
動
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
態
勢
に
よ
っ
て
、
類
似
の
事
件
す
べ
て
に
つ
い
て
取

扱
い
の
一
貫
性
を
達
成
し
た
り
、
難
事
件
の
解
決
策
が
導
き
出
さ
れ
た
り
で
き
る
反
面
、
若
手
の
検
察
官
に
対
し
て
は
、
有
罪
判
決
の

獲
得
・
維
持
を
至
上
命
題
と
す
る
組
織
文
化
が
伝
播
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る（

（23
（

。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
検
察
組
織
に
お
け
る
上
命
下
達
の
態
勢
の
な
か
で
い
か
に
し
て
外
部
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
を
確
保
で
き

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
点
、
誤
判
・
冤
罪
事
件
に
関
し
て
は
近
年
、
わ
が
国
で
も
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
用
い
て
無

実
を
訴
え
る
者
の
雪
冤
を
支
援
す
る
態
勢
（
え
ん
罪
救
済
セ
ン
タ
ー（

（23
（

）
が
整
い
つ
つ
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
組
織
と
連
携
す
る
こ
と
が
方

策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
確
定
有
罪
判
決
の
見
直
し
の
客
観
化
を
は
か
る
た
め
に
は
、
有
罪
判
決
確
定
の
段
階
ま
で
当
該
事
件

の
処
理
に
関
与
し
て
こ
な
か
っ
た
検
察
官
等
が
独
自
の
視
点
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
有
益
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
確
定
有
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六
一

罪
判
決
の
獲
得
・
維
持
が
重
視
さ
れ
が
ち
な
風
潮
で
当
該
判
決
の
事
後
的
な
チ
ェ
ッ
ク
の
客
観
化
を
検
察
組
織
内
で
は
か
ろ
う
と
し
て

い
る
合
衆
国
の
動
向
は
、
わ
が
国
の
検
察
組
織
の
在
り
方
を
見
直
す
う
え
で
参
考
に
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
204
）
再
審
制
度
の
沿
革
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
臼
井
滋
夫
「
再
審
」
團
藤
重
光
（
責
任
編
集
）『
法
律
実
務
講
座　

刑
事
編　

第
一
二
巻

―
非

常
救
済
手
続
そ
の
他　

附
・
全
巻
総
索
引

―
』
二
七
〇
四
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
）、
福
永
俊
輔
「
再
審
法
制
の
歴
史
と
理
念
」

九
州
再
審
弁
護
団
連
絡
会
出
版
委
員
会
（
編
）『
緊
急
提
言
！
刑
事
再
審
法
改
正
と
国
会
の
責
任
』
二
三
八
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一

七
年
）、
髙
倉
新
喜
「
刑
事
再
審
制
度
の
歴
史
的
意
義
と
基
本
構
造
」
大
出
良
知
・
高
田
昭
正
・
川
﨑
英
明
・
白
取
祐
司
先
生
古
稀
祝
賀
論
文

集
『
刑
事
法
学
と
刑
事
弁
護
の
協
働
と
展
望
』
一
三
三
頁
以
下
（
現
代
人
文
社
、
二
〇
二
〇
年
）
ほ
か
参
照
。

（
205
）
最
高
裁
昭
和
三
三
年
五
月
二
七
日
決
定
・
刑
集
一
二
巻
八
号
一
六
八
三
頁
、
最
高
裁
（
大
）
昭
和
四
二
年
七
月
五
日
決
定
・
刑
集
二
一
巻
六

号
七
六
四
頁
ほ
か
参
照
。
な
お
、
再
審
請
求
審
の
構
造
に
係
る
近
時
の
研
究
と
し
て
、
斎
藤
司
「
再
審
請
求
手
続
と
『
職
権
主
義
』」
大
出
良

知
・
高
田
昭
正
・
川
﨑
英
明
・
白
取
祐
司
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
『
刑
事
法
学
と
刑
事
弁
護
の
協
働
と
展
望
』
一
〇
頁
以
下
（
現
代
人
文
社
、

二
〇
二
〇
年
）
ほ
か
参
照
。

（
206
）
團
藤
重
光
『
新
刑
事
訴
訟
法
綱
要
〔
七
訂
版
〕』
五
八
九
頁
（
創
文
社
、
一
九
六
七
年
）。

（
207
）
光
藤
景
皎
「
再
審
の
基
本
構
造
」
鴨
良
弼
（
編
）『
刑
事
再
審
の
研
究
』
四
〇
頁
以
下
（
成
文
堂
、
一
九
八
〇
年
）
参
照
。

（
208
）
小
西
秀
宣
「
再
審

―
裁
判
の
立
場
か
ら

―
」
三
井
誠
＝
中
山
善
房
＝
河
上
和
雄
＝
田
邨
正
義
（
編
集
代
表
）『
刑
事
手
続　

下
』 

一
〇
一
七
頁
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
年
）。

（
209
）
小
西
・
前
掲
注（
208
）・
一
〇
一
七
頁
。
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（
210
）
米
澤
慶
治
「
再
審

―
検
察
の
立
場
か
ら

―
」
三
井
誠
＝
中
山
善
房
＝
河
上
和
雄
＝
田
邨
正
義
（
編
集
代
表
）『
刑
事
手
続　

下
』 

一
〇
二
七
頁
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
年
）。

（
211
）
米
澤
・
前
掲
注（
210
）・
一
〇
三
〇
頁
。

（
212
）
米
澤
・
前
掲
注（
210
）・
一
〇
二
七
頁
。

（
213
）
米
澤
・
前
掲
注（
210
）・
一
〇
二
八
頁
以
下
。

（
214
）
福
島
弘
『
再
審
制
度
の
研
究
』
一
二
頁
（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
）。

（
215
）
福
島
・
前
掲
注（
214
）・
一
三
頁
。

（
216
）
福
島
・
前
掲
注（
214
）・
四
九
頁
以
下
。

（
217
）
濱
克
彦
「
再
審

―
検
察
の
立
場
か
ら

―
コ
メ
ン
ト
」
三
井
誠
＝
渡
邉
一
弘
＝
岡
慎
一
＝
植
村
立
郎
（
編
）『
刑
事
手
続
の
新
展
開

（
下
）』
六
三
七
頁
（
成
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）。

（
218
）
濱
・
前
掲
注（
217
）・
六
三
五
頁
。

（
219
）
濱
・
前
掲
注（
217
）・
六
三
五
頁
。

（
220
）
濱
・
前
掲
注（
217
）・
六
三
五
頁
。

（
221
）
濱
・
前
掲
注（
217
）・
六
三
七
頁
。

（
222
）
濱
・
前
掲
注（
217
）・
六
三
六
頁
。

（
223
）
論
者
に
よ
っ
て
は
、
現
行
憲
法
が
不
利
益
再
審
を
禁
止
し
、
そ
の
意
味
で
無
罪
と
さ
れ
た
者
等
の
法
的
安
定
を
実
体
的
正
義
に
優
先
さ
せ
る

政
策
決
定
を
既
に
行
っ
て
お
り
、
ま
た
利
益
再
審
の
場
合
に
は
、
無
辜
の
救
済
に
優
先
す
る
法
的
安
定
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
再
審
は
無
辜
の
救
済
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
松
宮
孝
明
「
再
審
請
求
」
松
尾
浩
也
＝
井
上
正
仁
（
編
）『
刑
事
訴
訟
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法
の
論
点
〔
新
版
〕』
二
五
六
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）、
水
谷
規
男
「
再
審
請
求
と
検
察
官
」
法
律
時
報
九
二
巻
一
号
八
八
頁
（
二
〇
二

〇
年
）
ほ
か
参
照
。

（
224
）
北
島
敬
介
「
公
訴
権
の
運
用
と
検
察
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
現
代
の
検
察

―
日
本
検
察
の
実
態
と
理
論

―
』
九
八
頁
（
日
本
評
論

社
、
一
九
八
一
年
）。

（
225
）
平
野
龍
一
『
刑
事
訴
訟
法
』
六
二
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
）。

（
226
）
水
谷
・
前
掲
注（
223
）・
八
八
頁
。

（
227
）
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
編
）『
続
・
再
審
』
三
五
〇
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
228
）
藤
永
幸
治
ほ
か
（
編
）『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法　

第
七
巻
』
一
三
一
頁
以
下
（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）［
高
田
昭
正
執
筆
］。

（
229
）
岡
部
保
男
「
再
審

―
弁
護
の
立
場
か
ら

―
」
三
井
誠
＝
馬
場
義
宣
＝
佐
藤
博
史
＝
植
村
立
郎
（
編
）『
新
・
刑
事
手
続
Ⅲ
』
五
二
〇

頁
以
下
（
悠
々
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
230
）
水
谷
・
前
掲
注（
223
）・
八
七
頁
。
な
お
、
司
法
研
修
所
検
察
教
官
室
（
編
）『
検
察
講
義
案
〔
平
成
三
〇
年
版
〕』
一
〇
頁
（
法
曹
界
、
二
〇

二
〇
年
）
も
「
検
察
官
は
、
原
告
官
と
し
て
被
告
人
の
処
罰
を
求
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
公
益
の
代
表
者
と
し
て
被
告
人
の
利
益
を
も
考
慮
し

て
公
正
な
裁
判
を
求
め
る
。
例
え
ば
、
必
要
に
応
じ
て
、
被
告
人
の
利
益
の
た
め
に
上
訴
を
し
、
再
審
を
請
求
し
又
は
非
常
上
告
を
す
る
こ
と

が
あ
り
、
刑
法
第
六
六
条
の
酌
量
減
軽
を
し
た
上
で
求
刑
を
す
る
こ
と
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
無
罪
又
は
公
訴
棄
却
を
求
め
る
論
告
を
す
る
こ

と
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
231
）
濱
・
前
掲
注（
217
）・
六
三
七
頁
。

（
232
）
川
﨑
・
前
掲
注（
21
）・
二
六
七
頁
。

（
233
）
川
﨑
・
前
掲
注（
21
）・
二
〇
一
頁
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（
234
）
な
お
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
教
授
に
よ
れ
ば
、
管
理
職
の
検
察
官
（
決
裁
官
）
に
は
、
少
な
く
と
も
、
①
審
判
と
し
て
証
拠
能
力
が
十
分
か
否
か
検

討
す
る
こ
と
、
②
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
し
て
難
事
件
の
場
合
に
担
当
者
に
手
を
貸
し
た
り
、
精
神
的
に
援
助
し
た
り
す
る
こ
と
、
③
教
師
と
し
て

経
験
豊
富
な
検
察
官
が
仕
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
若
手
の
検
察
官
を
教
育
す
る
こ
と
、
④
管
理
職
と
し
て
類
似
の
事
件
を
間
違
い
な
く
同
じ
よ

う
に
処
理
さ
せ
る
こ
と
と
い
っ
た
、
四
つ
の
異
能
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
。
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
Ｔ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
［
大
久
保
光
也
（
訳
）］『
ア

メ
リ
カ
人
の
み
た
日
本
の
検
察
制
度

―
日
米
の
比
較
考
察

―
』
一
七
一
頁
（
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク
東
京
、
二
〇
〇
二

年
）。

（
235
）〝
え
ん
罪
救
済
セ
ン
タ
ー
〟
は
、〝
イ
ノ
セ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
を
参
考
に
し
て
二
〇
一
六
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
司
法
実
務

家
・
法
学
者
・
心
理
学
者
・
情
報
科
学
者
・
一
般
市
民
な
ど
の
有
志
が
冤
罪
事
件
の
救
済
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
え
ん
罪
救
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ< http://w

w
w

.ipjapan.org/hom
e>

参
照
。

２　

検
察
官
の
再
審
請
求
権
者
と
し
て
の
地
位

　

と
こ
ろ
で
、
刑
訴
法
四
三
九
条
で
は
、
再
審
を
請
求
で
き
る
者
と
し
て
「
有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
」
や
そ
の
法
定
代
理
人
及
び
保

佐
人
、（
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
が
死
亡
し
、
又
は
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
る
場
合
は
）
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹

の
ほ
か
、「
検
察
官
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
刑
訴
法
四
三
九
条
一
項
一
号
参
照（

（23
（

）。
一
般
的
に
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
等
に
加
え
て

検
察
官
に
も
再
審
請
求
権
を
付
与
し
て
い
る
趣
旨
と
し
て
「
検
察
官
は
公
益
の
代
表
者
と
し
て
有
罪
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
の
正
当
な

利
益
を
擁
護
す
べ
き
地
位
に
あ
る
こ
と
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（23
（

。

　

検
察
官
が
再
審
請
求
を
す
べ
き
典
型
例
と
し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
身
代
わ
り
犯
人
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

現
行
法
は
当
事
者
主
義
を
採
用
し
、
両
当
事
者
は
攻
撃
側
・
防
禦
側
と
い
う
対
立
関
係
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
公
正
な
裁
判
を
得
る
た
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め
の
共
同
労
作
関
係
に
立
つ
の
で
、
被
告
人
に
も
倫
理
的
主
体
性
の
確
立
が
求
め
ら
れ
、
そ
こ
に
信
義
則
が
働
く
根
拠
が
あ
る（

（23
（

け
れ
ど

も
、
他
方
で
は
、「
訴
訟
関
係
を
形
成
す
る
者
が
あ
る
訴
訟
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、
既
に
そ
の
限
度
で
訴
訟
秩
序
が
形
成
さ
れ
、
他
の

訴
訟
主
体
は
そ
の
態
度
を
信
頼
し
、
そ
の
態
度
に
基
づ
い
て
他
の
行
為
を
行
う
も
の
で
あ
る
」
の
で
、
あ
る
態
度
と
矛
盾
す
る
態
度
を

禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
方
の
信
頼
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
必
要
が
あ
る（

（23
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
身
代
わ
り
で
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た

当
人
が
自
ら
そ
の
事
実
を
持
ち
だ
し
て
再
審
請
求
を
す
る
こ
と
は
、
当
事
者
と
し
て
の
主
体
性
を
否
定
し
、
既
判
力
破
棄
を
申
し
立
て

る
適
格
性
を
自
ら
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る（

（24
（

の
で
、〝
無
辜
の
救
済
〟を
は
か
る
た
め
に
は
検
察
官
が
再
審
請
求
を
す
る
ほ
か
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
検
察
官
が
再
審
請
求
を
す
る
必
要
が
あ
る
事
例
と
し
て
、
有
罪
判
決
が
確
定
し
た
後
に
真
犯
人
が
別

に
発
覚
し
た
ケ
ー
ス
も
挙
げ
ら
れ
る（

（24
（

。

　

だ
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
真
犯
人
に
対
す
る
公
訴
提
起
を
可
能
と
す
る
た
め
に
検
察
官
が
有
罪
判
決
の
効
果
を
取
り
消

し
て
も
ら
う
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
を
救
済
す
る
た
め
に
請
求
す
る
わ
け
で
は
な
い（

（24
（

。
も

っ
と
も
究
極
的
に
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
あ
っ
て
も
、
真
犯
人
で
は
な
い
者
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
と
い
う
意
味
で
本
人
の
利

益
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
再
審
請
求
が
さ
れ
る
か
否
か
は
検
察
官
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
検
察
官
が
つ
ね
に
再

審
請
求
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、〝
無
辜
の
救
済
〟と
い
う
観
点
か
ら
不
十
分
さ
を
残
し
て
い
る
と
い
う
旨
が
指
摘
さ
れ

て
い
る（

（24
（

。
と
く
に
最
近
で
は
、
菊
池
事
件
に
お
け
る
元
受
刑
者
の
救
済
を
目
指
す
論
議
の
な
か
で
、「
当
事
者
自
ら
と
は
別
に
『
公
益
の

代
表
者
』
と
し
て
『
公
益
を
図
る
』
目
的
か
ら
請
求
す
る
と
こ
ろ
に
検
察
官
請
求
の
意
義
が
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
「
有
罪
の
言
渡
を

受
け
た
者
が
死
亡
し
た
な
ど
の
場
合
に
お
い
て
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
が
い
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
配
偶
者
、

直
系
の
親
族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
が
い
て
も
、
例
え
ば
『
社
会
的
な
迫
害
』
な
ど
を
危
惧
し
て
再
審
請
求
権
の
行
使
を
控
え
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
る
場
合
な
ど
」
で
は
検
察
官
の
再
審
請
求
は
義
務
的
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る（

（24
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
下
、
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菊
池
事
件
に
関
し
て
は
、
①
検
察
官
が
既
に
入
手
し
て
い
る
他
の
証
拠
と
併
せ
て
本
件
新
証
拠
を
検
討
す
れ
ば
、
元
受
刑
者
が
犯
人
で

な
い
こ
と
（
つ
ま
り
、
合
理
的
判
断
課
程
に
よ
り
元
受
刑
者
に
有
罪
と
認
め
ら
れ
る
嫌
疑
が
な
い
こ
と
）、
②
再
審
請
求
権
を
行
使
で
き

る
者
が
検
察
官
し
か
い
な
い
こ
と
（
元
受
刑
者
は
既
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
遺
族
も
、
元
受
刑
者
が
無
実
で
あ
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
な
が
ら
も
、
国
家
が
作
出
・
助
長
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
根
強
い
差
別
・
偏
見
に
よ
っ
て
再
審
請
求
を
行
い
え
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
）、
③
確
定
有
罪
判
決
に
合
理
的
疑
い
が
残
る
と
判
断
す
べ
き
状
況
が
生
じ
、
確
定
有
罪
判
決
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ

る
公
益
お
よ
び
有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
に
対
し
、
看
過
で
き
な
い
ほ
ど
の
不
利
益
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
検
察
官
が
再
審
請
求
権
を

行
使
し
て
有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
の
被
害
を
回
復
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
事
実
誤
認
に
よ
る
再
審
請
求
に
つ

い
て
は
検
察
官
に
請
求
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
裁
量
は
な
く
、
請
求
権
の
行
使
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（

（24
（

。

　

そ
も
そ
も
、
科
刑
を
通
じ
て
社
会
秩
序
を
維
持
・
実
現
す
る
た
め
に
は
、
単
に
犯
人
と
思
料
さ
れ
る
者
に
刑
罰
を
科
す
だ
け
で
は
足

り
ず
、
そ
の
過
程
で
進
め
ら
れ
る
手
続
が
公
正
か
つ
適
正
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
検
察
官
は
、
刑
罰
の
執
行
を
指

揮
す
る
こ
と
も
職
責
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
件
で
有
罪
・
無
罪
の
認
定
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
配
慮
し
、
も
し
も
誤
っ
て
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
い
ま
一
度
、
確
定
判
決
の
内
容
を
客
観
的
に

見
直
す
こ
と
が
検
察
官
の
職
責
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
た
と
え
受
刑
者
が
自
ら
有
罪
を
言
渡
さ
れ
て
刑
罰
を
受
け

る
こ
と
を
甘
受
し
て
い
た
と
し
て
も
、〝
真
犯
人
で
な
い
者
が
処
罰
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
〟と
い
う
こ
と
は
社
会
的

利
益
と
し
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
、
検
察
官
は
「
無
実
の
者
を
苦
し
め
な
い
」
と
い
う
目
標
の
実
現
に
向

け
て
権
限
を
行
使
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
ま
し
て

―
菊
池
事
件
に
関
し
て
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に

―
被
告
人
の
公
正
な

裁
判
を
受
け
る
権
利
が
認
め
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
こ
れ
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
が
人
間
の
尊
厳
を
無
視
し
て
刑
事
訴
追
の
単
な

る
客
体
と
し
て
扱
う
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
国
家
に
対
し
て
は
、
積
極
的
介
入
に
よ
っ
て
個
人
の
人
権
侵
害
を
救
済
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す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る（

（24
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
有
罪
判
決
に
至
っ
た
手
続
が
公
正
さ
・
適
正
さ
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
事
案
で
、〝
社
会
の
代
理
人
〟
で
あ
る
検
察
官
は
自
ら
再
審
請
求
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
の
名

誉
を
救
済
す
る
と
と
も
に
、
当
人
の
有
罪
判
決
に
至
っ
た
手
続
に
対
し
て
是
正
策
を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え

よ
う（

（24
（

。

（
236
）
な
お
、「
原
判
決
に
関
与
し
た
裁
判
官
、
原
判
決
の
証
拠
と
な
つ
た
証
拠
書
類
の
作
成
に
関
与
し
た
裁
判
官
又
は
原
判
決
の
証
拠
と
な
つ
た

書
面
を
作
成
し
若
し
く
は
供
述
を
し
た
検
察
官
、
検
察
事
務
官
若
し
く
は
司
法
警
察
職
員
が
被
告
事
件
に
つ
い
て
職
務
に
関
す
る
罪
を
犯
し
た

こ
と
が
確
定
判
決
に
よ
り
証
明
さ
れ
た
と
き
」（
刑
訴
法
四
三
五
条
七
号
）
や
「
原
判
決
又
は
そ
の
証
拠
と
な
つ
た
証
拠
書
類
の
作
成
に
関
与

し
た
裁
判
官
［
が
被
告
事
件
に
つ
い
て
職
務
に
関
す
る
罪
を
犯
し
た
こ
と
が
確
定
判
決
に
よ
り
証
明
さ
れ
た
と
き
］」（
同
法
四
三
六
条
一
項
二

号
）
は
、
検
察
官
で
な
け
れ
ば
再
審
を
請
求
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
四
三
九
条
二
項
）。

（
237
）
さ
し
あ
た
り
、
伊
丹
俊
彦
＝
合
田
悦
三
（
責
任
編
集
）『
逐
条
実
務
刑
事
訴
訟
法
』
一
二
一
一
頁
（
立
花
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
ほ
か
参
照
。

な
お
、
井
戸
田
博
士
は
「
検
察
官
は
、
公
益
の
代
表
者
と
し
て
、
実
体
的
真
実
追
究
の
た
め
に
有
罪
の
言
渡
を
う
け
た
者
の
利
益
の
た
め
に
も

行
動
す
べ
き
地
位
に
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
「
こ
の
地
位
と
は
、
検
察
官
が
か
か
る
権
限
を
有
す
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
義

務
を
も
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
検
察
官
の
義
務
性
を
前
提
に
し
て
こ
そ
、
検
察
官
に
対
し
再
審
請
求
権
を
与
え
た
意

義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
し
て
い
る
。
井
戸
田
侃
「
再
審
」
日
本
刑
法
学
会
（
編
）『
刑
事
訴
訟
法
講
座
３　

裁
判
・
上
訴
』
二

〇
三
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
六
四
年
）。

（
238
）
村
岡
啓
一
「
身
代
わ
り
犯
人
と
再
審
請
求
」
平
野
龍
一
＝
松
尾
浩
也
（
編
）『
新
実
例
刑
事
訴
訟
法　

Ⅲ
証
拠
・
裁
判
・
上
訴
』
三
二
四
頁
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（
青
林
書
院
、
一
九
九
八
年
）。

（
239
）
鴨
良
弼
『
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
技
術
と
倫
理
』
六
一
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
四
年
）。

（
240
）
高
田
卓
爾
「
身
代
り
有
罪
と
再
審
請
求
」
平
場
安
治
博
士
還
暦
祝
賀
『
現
代
の
刑
事
法
学
（
下
）』
二
八
四
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
）。

な
お
、
村
岡
・
前
掲
注（
238
）・
三
二
四
頁
参
照
。

（
241
）
例
え
ば
氷
見
事
件
（
再
審
無
罪
：
富
山
地
裁
高
岡
支
部
平
成
一
九
年
一
〇
月
一
〇
日
判
決
［LEX

/D
B28135488

］）
で
は
、
元
被
告
人
以

外
の
者
が
真
犯
人
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
検
察
側
（
富
山
地
方
検
察
庁
高
岡
支
部
）
が
再
審
請
求
を
し
て
い
る
。

（
242
）
内
田
博
文
「
菊
池
事
件
に
お
け
る
検
察
官
の
再
審
請
求
権
行
使
の
羈
束
性
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
五
七
号
七
五
頁
（
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
243
）
小
田
中
聰
樹
「
判
批
」
警
察
研
究
四
五
巻
一
二
号
七
〇
頁
（
一
九
七
四
年
）、
村
岡
・
前
掲
注（
238
）・
三
二
五
頁
ほ
か
参
照
。

（
244
）
内
田
・
前
掲
注（
242
）・
七
五
頁
。

（
245
）
内
田
・
前
掲
注（
242
）・
七
六
頁
。

（
246
）
水
野
陽
一
「
菊
池
事
件
に
お
け
る
公
正
な
裁
判
を
求
め
る
権
利
に
対
す
る
侵
害
と
救
済
方
法
と
し
て
の
刑
事
再
審
制
度
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七

五
七
号
八
六
頁
（
二
〇
一
八
年
）。

（
247
）
水
野
准
教
授
は
「
国
家
が
個
人
の
尊
厳
を
基
礎
と
す
る
公
正
な
裁
判
を
求
め
る
権
利
を
侵
害
し
た
場
合
に
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
公
益
の
代
表
者
で
あ
る
検
察
官
が
国
家
の
代
理
人
と
し
て
刑
事
再
審
を
請
求
し
、
個
人
の
尊
厳
を
回
復
す
る
義
務
を
負

う
」
と
し
て
い
る
。
水
野
・
前
掲
注（
246
）・
八
六
頁
。

３　

再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
立
権

　

最
後
に
、
再
審
開
始
決
定
に
対
し
て
検
察
官
が
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
も
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。
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再
審
請
求
棄
却
決
定
（
刑
訴
法
四
四
六
条
・
四
四
七
条
一
項
・
四
四
九
条
一
項
）
や
再
審
開
始
決
定
（
刑
訴
法
四
四
八
条
一
項
）
に

対
す
る
不
服
申
立
手
段
と
し
て
、
刑
訴
法
四
五
〇
条
は
「
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
高
等
裁
判
所
が
決
定
を
し
た
と

き
に
は
、
即
時
抗
告
に
代
わ
る
異
議
申
立
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
刑
訴
法
四
二
八
条
二
項
）。
こ
れ
ら
の
不
服
申
立
手
段
に

つ
い
て
、
刑
訴
法
は
不
服
申
立
権
者
の
範
囲
を
明
文
で
定
め
て
い
な
い
が
、
そ
の
な
か
に
は
〝
公
益
の
代
表
者
〟
で
あ
る
検
察
官
も
当

然
に
含
ま
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た（

（24
（

。
実
際
に
、
検
察
サ
イ
ド
か
ら
は
「［
再
審
制
度
］
の
本
質
を
法
的
安
定
性
と
実
体
的
真
実
の
調
和

を
図
る
も
の
と
と
ら
え
る
立
場
か
ら
す
る
限
り
、
検
察
官
が
再
審
に
関
与
す
る
の
は
公
益
の
代
表
者
と
し
て
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
再
審
開
始
決
定
に
つ
い
て
も
、
公
益
の
代
表
者
と
し
て
の
観
点
か
ら
、
こ
の
当
否
を
判
断
し
、
否
と
す
る
場
合

の
不
服
申
立
権
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
…
開
始
決
定
を
す
る
に
つ
い
て
、
検
察
官
の
意
見
を
聴
く
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
検
察
官
に
不
服
申
立
権
を
認
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う（

（24
（

」
と
か
「
検
察
官
が
再
審
開
始
決
定
に
対
し
抗
告
し
得
る
こ
と
は
、

公
益
の
代
表
者
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
審
請
求
審
に
お
け
る
審
理
決
定
が
適
正
か

つ
公
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
担
保
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
検
察
官
の
抗
告
権
を
排
除
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
違
法
、

不
当
な
再
審
開
始
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
、
法
的
安
定
性
の
見
地
か
ら
、
こ
れ
を
是
正
す
る
余
地
を
な
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も

ご
ざ
い
ま
す（

（25
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
質
的
な
考
慮
か
ら
も
、「
適
正
な
再
審
開
始
を
確
保
す
る
に
は
、
不
服
申
立
て
が
必
要

で
あ
り
、
検
察
官
の
意
見
を
求
め
る
以
上
不
服
申
立
て
を
認
め
る
の
が
筋
で
あ
〔
る（

（25
（

〕」
と
か
、「
上
訴
に
関
す
る
現
行
法
全
体
の
体
系

と
バ
ラ
ン
ス
を
乱
し
て
ま
で
［
検
察
官
抗
告
を
禁
止
す
る
］
よ
う
に
改
め
る
べ
き
合
理
的
理
由
は
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（25
（

」
と
い
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
検
察
官
に
不
服
申
立
権
を
認
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
か
つ
て
よ
り
強
い
批
判
が
挙
が
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
人
権
擁
護
委
員
会
・
再
審
問
題
研
究
会
を
中
心
に
、『
刑
事
訴
訟
法
第
四
編
（
再
審
）
中
改
正
要
綱
』（
一
九
六
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七
〇

二
年
）
や
『
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
案
）』（
一
九
七
七
年
）
な
ど
を
通
じ
て
「
裁
判
所
が
再
審
開
始
決
定
を
す
る
ほ

ど
原
判
決
に
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
検
察
官
に
即
時
抗
告
を
許
さ
ず
、
直
ち
に
再
審
を
開
始
し
、
検
察
官
は
再
審
の
審
判
に
お
い
て
必

要
な
訴
訟
活
動
を
行
え
ば
足
り
る
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る（

（25
（

」
と
主
張
し
、
近
年
で
も
、
二
〇
一
九
年
に
徳
島
で
開
催
さ
れ
た
第
六

二
回
人
権
擁
護
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〔
第
三
分
科
会
〕
で
、
①
再
審
開
始
決
定
を
勝
ち
取
っ
て
も
、
検
察
官
の
即
時
抗
告
で
再
審
交
換

の
開
始
ま
で
時
間
を
要
し
た
り
、
再
審
開
始
決
定
が
取
り
消
さ
れ
た
り
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
②
検
察
官
は
有
罪
判
決
の
確

定
で
訴
追
活
動
が
完
結
し
て
い
る
た
め
、
通
常
審
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
積
極
的
な
立
証
活
動
が
必
然
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
、
③
確
定
判
決
を
得
た
こ
と
で
既
に
検
察
官
の
公
訴
権
は
消
滅
し
て
い
る
た
め
、
確
定
有
罪
判
決
が
依
拠
す
る
証
拠
関
係
（
証
拠

構
造
）
を
超
え
た
検
察
官
の
新
た
な
攻
撃
は
、
二
重
の
危
険
の
禁
止
の
要
請
の
下
、
再
審
請
求
人
の
甘
受
の
対
象
に
入
る
余
地
が
な
い

こ
と
を
理
由
と
し
て
、「
あ
た
か
も
通
常
審
の
当
事
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
検
察
官
の
不
服
申
立
て
は
、本
来
再
審
制
度
が
裁
判
官
に
期

待
し
た
役
割
に
明
確
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（25
（

。
ま
た
、
学
界
で
も
、
近
年
と
く
に
検
察
官
の
即
時
抗
告
に
よ
っ
て

再
審
開
始
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
検
察
官
の
不
服
申
立
権
を
否
定
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
解
釈

論
や
立
法
論
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
立
を
禁
止
す
る
論
拠
と
し
て
、
そ
れ
が
二
重
の
危
険
禁
止
条
項
（
憲
法
三
九
条
参
照
）

に
抵
触
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
利
益
再
審
は
、
二
重
の
危
険
（
国
家
の
訴
追
権
の
消
滅
）
を
前

提
と
し
て
、
被
告
人
（
請
求
人
）
に
権
利
と
し
て
、
い
わ
ば
新
た
な
手
続
的
負
担
を
『
甘
受
』
す
る
こ
と
を
認
め
る
制
度
」
で
、「
再
審

の
行
わ
れ
る
範
囲
は
、
請
求
人
（
被
告
人
）
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
再
審
請
求
の
趣
旨
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
」
も

の
で
あ
る
か
ら
「
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
に
よ
る
不
服
申
立
も
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い（

（25
（

」
と
か
、「
検
察
官
は
元
被
告
人
の

再
審
開
始
申
立
に
対
抗
し
て
却
下
決
定
を
得
る
た
め
の
訴
訟
活
動
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
い
、
再
審
開
始
申
立
が
却
下
さ
れ
る
危
険
が
発
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生
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
た
ん
下
さ
れ
た
再
審
開
始
決
定
に
対
し
抗
告
し
、
却
下
さ
れ
る
危
険
を
再
度
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
、
二

重
の
危
険
の
該
当
す
る（

（25
（

」、
あ
る
い
は
「
二
重
の
危
険
は
被
告
人
が
受
動
主
体
と
し
て
実
体
審
理
の
手
続
負
担
を
む
し
返
さ
れ
な
い
保
障

で
あ
る
か
ら
、
検
察
官
側
の
積
極
的
な
反
対
立
証
、
即
時
抗
告
は
憲
法
に
基
礎
を
お
く
再
審
の
趣
旨
・
性
格
か
ら
み
て
許
さ
れ
な
い（

（25
（

」

の
で
、
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
抗
告
は
許
容
さ
れ
な
い
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
関
し
て
は
、
近
年
で

も
「
少
な
く
と
も
実
体
裁
判
の
確
定
後
…
公
訴
権
な
る
も
の
は
、
最
早
消
滅
し
て
い
る（

（25
（

」
の
で
あ
り
「
検
察
官
の
公
訴
権
は
既
に
存
在

し
な
い
以
上
、
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
は
、
検
察
官
が
再
審
請
求
棄
却
を
求
め
る
も
の
と
し
て
、
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い（

（25
（

」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
再
審
公
判
で
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
見
込
み
が
高
い
事
件
で
な
け
れ
ば
再
審
開
始
決
定
が
下
さ
れ
な
い
現
状
に
鑑
み
る
な

ら
ば
、
再
審
開
始
決
定
が
下
さ
れ
た
段
階
で
実
体
審
理
の
手
続
負
担
か
ら
ひ
と
た
び
解
放
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
後
に
検
察
官
か
ら
有
罪

主
張
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
は
審
理
の
蒸
し
返
し
に
匹
敵
す
る
と
い
う
理
解
は
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
他
方
で

は
、
不
当
に
下
さ
れ
た
再
審
開
始
決
定
に
対
し
て
〝
公
益
の
代
表
者
〟
で
あ
る
検
察
官
に
是
正
の
機
会
を
認
め
る
こ
と
が
正
統
な
有
罪

判
決
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
検
察
官
の
不
服
申
立
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
有
罪
判
決
が
確
定
し
た
段
階
に
戻
っ

た
だ
け
で
あ
る
の
で
新
た
な
手
続
負
担
が
加
わ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
反
論
も
あ
り
え
よ
う
。
実
際
に
合
衆
国
で
は
、
二
重
の
危
険

禁
止
条
項
に
反
す
る
こ
と
か
ら
無
罪
判
決
に
対
す
る
検
察
官
上
訴
を
禁
止
す
る
一
方
、
新
公
判
の
申
立
を
認
め
る
裁
判
所
の
判
断
に
対

し
て
は
、
検
察
官
の
不
服
申
立
を
多
く
の
法
域
で
許
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
立
に
つ
い
て
は
、
再
審
開
始
決
定
が
有
罪
・
無
罪
を
終
局
的
に
判
断
し
た
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
中
間
的
な
判
断
に
対
す
る
不
服
申
立
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
当
な
遅
延
が
も
た
ら
さ
れ
う
る
と
こ

ろ
に
問
題
性
が
孕
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
、
現
実
に
誤
判
・
冤
罪
の
疑
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
件
の
な
か
に
は
、
再
審
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請
求
の
理
由
の
有
無
を
め
ぐ
る
争
い
で
長
い
年
月
を
経
る
な
か
で
再
審
請
求
人
が
高
齢
に
達
し
て
し
ま
い
、
存
命
の
う
ち
に
雪
冤
を
果

た
す
た
め
に
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、
雪
冤
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
被
告
人
で
あ
っ
た

者
が
逝
去
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
、「
無
実
の
者
を
苦
し
め
な
い
」
こ
と
、
お
よ
び
〝
事
件
を
迅
速
に
解
決

す
る
こ
と
〟
は
、
社
会
秩
序
の
維
持
・
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
も
、
検
察
官
が
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
益
に
含
ま
れ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
検
察
官
が
確
定
し
た
有
罪
判
決
を
維
持
す
べ
く
、
再
審
開
始
決
定
に
対
し
て
「
脊
髄
反
射
的（

（26
（

」
に
不
服

を
申
し
立
て
る
こ
と
は
検
察
官
の
本
来
的
な
職
責
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
客
観
的
に
事
件
を
見
直
し
た
結
果
と
し

て
や
は
り
確
定
判
決
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
料
す
る
な
ら
ば
、
有
罪
・
無
罪
が
改
め
て
判
断
さ
れ
る
再
審
公
判
で
争
わ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う（

（26
（

。

　

な
お
、
検
察
官
の
地
位
を
〝
主
権
の
代
表
者
〟
な
い
し
〝
社
会
の
代
理
人
〟
と
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
検
察
官
の
権
限
行
使
に
対
し

て
主
権
者
で
あ
る
一
般
市
民
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不

服
申
立
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
が
再
審
請
求
人
の
権
利
・
利
益
を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
主
権
者
の
代
表
で
あ
る
国
会

が
立
法
に
よ
っ
て
検
察
官
抗
告
等
を
禁
止
す
る
こ
と
も
検
討
に
値
し
よ
う
。

（
248
）
検
察
官
の
即
時
抗
告
権
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
、
豊
崎
七
絵
「
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
法
理

論
的
検
討
」
井
田
良
＝
井
上
宜
裕
＝
白
取
祐
司
＝
高
田
昭
正
＝
松
宮
孝
明
＝
山
口
厚
（
編
）『
浅
田
和
茂
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集　

下
巻
』
三

九
四
頁
以
下
（
成
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）、
安
部
祥
太
「
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
抗
告
に
関
す
る
予
備
的
検
討

―
韓
国
国
家
人
権

委
員
会
に
よ
る
検
察
官
抗
告
の
改
善
勧
告
を
契
機
と
し
て

―
」
青
山
法
学
論
集
六
一
巻
二
号
五
八
頁
以
下
（
二
〇
一
九
年
）
ほ
か
参
照
。
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（
249
）
藤
永
幸
治
「
再
審
法
の
新
展
開
」
石
原
一
彦
＝
佐
々
木
史
朗
＝
西
原
春
夫
＝
松
尾
浩
也
（
編
著
）『
現
代
刑
罰
法
大
系
６　

刑
事
手
続
Ⅱ
』

三
〇
二
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
二
年
）。　

（
250
）
衆
議
院
第
一
九
八
回
国
会
法
務
委
員
会
（
二
〇
一
九
年
五
月
一
五
日
）
会
議
録
一
六
頁
［
小
山
太
士
発
言
］。

（
251
）
山
本
和
昭
「
刑
事
再
審
の
構
造
と
立
法
上
の
問
題
点
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
九
巻
一
二
号
一
三
頁
以
下
（
一
九
七
六
年
）。

（
252
）
青
柳
文
雄
＝
伊
藤
栄
樹
＝
柏
木
千
秋
＝
佐
々
木
史
朗
＝
西
原
春
夫
（
編
）『
注
釈
刑
事
訴
訟
法
第
四
巻
』
四
九
二
頁
（
立
花
書
房
、
一
九
八

一
年
）［
臼
井
滋
夫
執
筆
］。

（
253
）
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
編
）『
再
審
』
一
九
三
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
七
年
）。

（
254
）
日
本
弁
護
士
連
合
会
第
六
二
回
人
権
擁
護
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
三
分
科
会
実
行
委
員
会
『〔
日
本
弁
護
士
連
合
会
第
六
二
回
人
権
擁
護
大

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
三
分
科
会
基
調
報
告
書
〕
え
ん
罪
被
害
救
済
へ
向
け
て

―
今
こ
そ
再
審
法
の
改
正
を

―
』
一
五
七
頁
以
下
（
二
〇

一
九
年
）。

（
255
）
大
出
良
知
「
再
審
法
理
論
検
討
の
基
本
的
視
点

―
『
無
辜
の
救
済
』
制
度
と
し
て
の
体
系
化
へ
の
一
試
論

―
」
法
律
時
報
五
五
巻
一

〇
号
二
〇
頁
（
一
九
八
三
年
）。

（
256
）
上
野
勝
「
憲
法
三
九
条
」
憲
法
的
刑
事
手
続
研
究
会
（
編
）『
憲
法
的
刑
事
手
続
』
五
〇
八
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
257
）
白
取
祐
司
「
二
重
の
危
険
と
再
審
」
光
藤
景
皎
（
編
）『
事
実
誤
認
と
救
済
』
一
〇
八
頁
（
成
文
堂
、
一
九
九
七
年
）。

（
258
）
豊
崎
・
前
掲
注（
248
）・
四
〇
八
頁
。

（
259
）
豊
崎
・
前
掲
注（
248
）・
四
〇
九
頁
。

（
260
）
鴨
志
田
・
前
掲
注（
１
）・
五
四
頁
以
下
。

（
261
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
よ
り
、
検
察
官
は
決
定
に
反
対
の
主
張
を
持
つ
場
合
、
再
審
公
判
に
お
い
て
し
か
る
べ
き
訴
訟
活
動
を
行
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七
四

う
の
が
筋
で
あ
ろ
う
と
い
う
旨
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
三
井
誠
「
再
審
手
続
の
構
造
」
鴨
良
弼
（
編
）『
刑
事
再
審
の
研
究
』
一
七
七
頁
（
成

文
堂
、
一
九
八
〇
年
）。
ま
た
近
年
で
も
、「
実
体
問
題
に
関
す
る
審
理
・
判
断
は
す
べ
て
再
審
公
判
に
お
い
て
行
う
こ
と
に
す
れ
ば
…
再
審
開

始
決
定
に
対
し
て
検
察
官
が
即
時
抗
告
等
を
行
う
余
地
が
な
く
な
り
、
再
審
請
求
審
に
お
け
る
特
有
の
問
題
は
ほ
ぼ
解
消
で
き
る
」
と
主
張
さ

れ
て
い
る
。
中
川
孝
博
「
再
審
請
求
審
に
お
け
る
検
察
官
の
活
動

―
事
実
取
調
べ
と
即
時
抗
告
等
に
関
し
て

―
」
犯
罪
と
刑
罰
二
五
号

七
五
頁
（
二
〇
一
五
年
）。

四
　
お
わ
り
に

　

伝
統
的
に
、
わ
が
国
の
検
察
官
は
〝
公
益
の
代
表
者
〟
と
し
て
、
公
正
中
立
・
不
偏
不
党
の
立
場
で
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
、
そ
の
地
位
の
ゆ
え
に
わ
が
国
の
検
察
官
は
〝
準
司
法
官
〟
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
社
会
秩
序
を
維
持
・
実

現
す
べ
く
検
察
官
に
与
え
ら
れ
た
権
限
は
一
般
市
民
の
重
要
な
権
利
・
利
益
を
制
約
し
得
る
ほ
ど
き
わ
め
て
強
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
検
察
官
が
行
使
す
る
た
め
に
は
一
定
の
慎
重
さ
・
謙
抑
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
社
会
秩
序
を
真
に

維
持
・
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
単
に
犯
人
と
思
料
さ
れ
る
者
を
処
罰
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、「
無
実
の
者
を
苦
し
め
な

い
」
こ
と
や

―
た
と
え
当
人
が
真
犯
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も

―
被
疑
者
・
被
告
人
に
対
し
て
手
続
的
正
義
（
公
正
な
手
続
）
を

保
障
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
検
察
官
に
は
、〝
社
会
の
代
理
人
〟
と
し
て
被
疑
者
・
被
告
人
も
含
め
た
一
般
市
民
の
さ
ま

ざ
ま
な
権
利
・
利
益
を
保
障
す
る
過
程
で
、
無
辜
の
不
処
罰
の
理
念
や
適
正
手
続
の
保
障
に
も
配
慮
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
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そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
職
権
主
義
を
と
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
再
審
請
求
審
で
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
得
て
し
て
、
検
察
官

に
は
、
再
審
手
続
の
段
階
で
も
〝
法
的
安
定
性
の
確
保
〟
を
名
目
と
し
て
党
派
的
に
確
定
有
罪
判
決
を
維
持
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、
敢
え
て
訴
訟
当
事
者
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
貫
い
た
と
し
て
も
、
客
観
的
に
無
実
で
あ
る
請
求
人
の
雪
冤
を
妨
げ
る

方
向
で
の
権
限
行
使
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
、
わ
が
国
は
利
益
再
審
の
み
を
許
容
し
、
そ
の
意
味
で
、
有
責
の
者
に
正

当
な
処
分
を
科
す
と
い
う
目
的
は
譲
歩
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
検
察
官
は
有
罪
を
言
渡
さ
れ
た
者
の
無
実
の
訴
え
や
確

定
判
決
を
客
観
的
に
見
直
し
、
も
し
も
当
人
が
誤
っ
て
有
罪
を
言
渡
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
見
出
さ
れ
た
な
ら
ば
、
雪
冤
に
向
け
て
当

人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
を
た
め
ら
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。




